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「だめですよ、殿下……まだだめです」

　世の中の男女がどのような夜を過ごしているのか、メアリは少しだけ知っている。

　けれどそのなかでも彼──レイフォールとメアリの仲は、ちょっとばかり特殊だ。

　聖アメリア国の王太子と、国教ヴァリタ教会の聖女という肩書きからは想像もできないだろう時間を、二人はもう幾夜も過ごしている。

「頑張って、殿下。我慢すればするほど、気持ちよくなりますからね」

　メアリは勃ちあがった彼のものを手でしごきながら、優しく言ってやった。

「うん、メアリ。……ねえ、気持ちいいけど……そうじゃないよね」

「ふふ、そうでした。殿下は、こっちがお好きでしたね」

　手を離したメアリは、寝台にガウン一枚で横になるレイフォールの腹部に馬乗りになって、修道服のスカートを膝上までたくしあげた。

「はい、殿下のお好きな脚ですよ。どうぞ、ごらんになって」

「うん……綺麗だ」

　聖アメリア国の王子様を見下ろすことができるのは、今のところメアリだけらしい。

　そう考えるとメアリの胸は仄暗いよろこびでいっぱいになる。

「ふふ、ますます元気になりましたね。えっと……この、変態」

　お互いに熱をもったところを慰め合おうと、メアリはレイフォールの固い腹筋に手を添えて、そっと腰を持ち上げた。

「あっ、まだだめですよ、入れようとしちゃだめ」

　腰を引き寄せようとするレイフォールの腕を押さえてメアリは言った。

「だめな人。我慢できないのですか？」

「もっと、メアリ。君にそうやって言われるのが、好きなんだ」

「罵られて感じるなんて……いやらしい王子様」

　メアリは屈んで、レイフォールの綺麗な顔に唇を近づけた。

「みんなの知らない本当のあなたは、と……っても変態です」

「そうだね……」

「何回も出して、それでももっとって言うし、すごく……えっちだわ」

「そうなんだ、あなたが気持ちよくて」

　レイフォールはにこにこと機嫌よさげに笑っている。

　メアリはため息をついた。熱い頬を押さえて「ごめんなさい殿下」と首を横に振る。

「もう限界。無理です！」

　彼は「ははは」と笑って、メアリを抱き寄せベッドに横たわらせた。

「まだまだだね、メアリ」

「だって……難しいです。殿下を罵るだなんて……」

「あなたは、最初の頃の方が上手だったかも」

「うそ。……嫌いになりませんか？」

「ならないよ」

　幸せだ。彼の微笑みを見ているだけで幸せ。

　胸いっぱいの感情のままに、メアリは彼の唇にキスをした。角度をかえて、深く口づけを交わし合う。

　身を起こしたレイフォールは、メアリの修道服を丁寧に脱がせはじめた。

「僕は、キスに恥じらうあなたも、もっと大人の……性に積極的なあなたも知っているけど──」

「そ、それは」

　今度は裸になったメアリが彼の下になる。レイフォールはメアリの足を持ちあげ、甲にそっと口づけた。

「──どちらのあなたも好きだな。今夜もたくさん、あなたの声が聞きたい」

　そんなことを言うのは、この世界で彼だけだ。

（……離れたくない）

　いつかは別れなくてはいけない人だからこそ、今はこの幸せに浸りたい。

　小さく頷くメアリに、レイフォールは甘い微笑みを浮かべてキスを贈った。








第一章　懺悔室の聖女










　　　１






　日曜日の午前。礼拝を終えた熱心な信者たちが去ったあとの静かな大聖堂に、採光窓から白い日差しが差し込んでいる。

　聖アメリア国の国教であるヴァリタ教、その総本山とも言える王都の教会には、聖なる力を持った聖女の懺悔室がある。




　どうぞどなた様もお話しください。

　こちらにございますのは聖なる壁。

　壁と向き合うことはご自分と向き合うことに等しいのです。




「──お聞きください、女神様、聖女様。あの人ったら、私のことをまるで娼婦のように扱うんですのよ。『あそこをしゃぶれ』だなんて。そんなの、夫にだって言われたことがないのに」

　大聖堂の側廊にひっそりと存在する懺悔室は、複雑な装飾の彫られた木の壁と、椅子と、採光窓があるだけの小さな部屋だ。

　ヴァリタ教での懺悔とは、古くは信徒が司祭へ罪の告白をすることをさした。

　けれど時が下れば解釈は変わるもので、昨今では『好きなだけひとりごとを言える部屋』としてこの懺悔室は需要があるらしかった。

「……そういうことなのかしら。あの人にとって私は、性の解消の相手にすぎないってことなのかしら」

　本日、聖なる壁を訪れたのは、とある貴族のご夫人だ。

　けれど壁にとっては、相談者がどんな身分の誰であろうと関係ない。

「ああ、女神様。私は、この恋とともに生きてかまわないのでしょうか。夫とは愛のない結婚でしたけれど、情はあるんです。けれどね、身を焦がすような激しい恋心を感じるのはきっと、あの人だけ……」

　そしてこの時代においても、壁の向こうは無人ではない。そこにはどんな悩み、愚痴、罪の告白も聞き流してくれる心優しく美しい聖女様が座っていて、まれに返答を返してくれると、信者らのあいだでもっぱらの噂なのである。

「──どうぞ『あなたが心安らかにいられますように』。聖なる書をお読みになってください」

「まぁ!?」

　夫人は歓喜の声を上げ立ち上がった。

「このお声……聖女様ですかっ!?　噂どおり、なんて心あたたまるお声なのでしょう……！　ああ、お言葉をありがとうございますっ」

　夫人は小さく咳払いをして椅子に座り直した。

「はい、ええ、帰ったら聖なる書をすぐに読み返します。心安らかに……ええと、それはつまり……私があの人を愛するのも、あの人がわたくしを愛することも、聖女様は否定なさらないのですよね？」

　壁は何も答えない。

「……でも私、夫といるときのほうが、心は安らかかもしれないわ……ああ、そう思うとなんだか……とても後ろめたい気持ちになってきたような……」

　しばらく沈黙していた夫人は突然「そうよね！」と立ち上がると、この日いちばんの晴れ晴れとした声をあげた。

「なんだか夫の顔が見たくなりました。急いで帰りたいと思います」

　こんこんと扉をたたく音が聞こえる。相談者の持ち時間が終了したという合図だ。

　案内役の修道士が扉を開け、夫人が懺悔室を出ていく気配がする。

「聖女様、どうもありがとうございます。また来月、ぜひ来たいと思います。よろしくお願いいたしますね」

　メアリは壁に向かってひらひらと手を振った。

（こちらこそ！　楽しい話をありがとう、夫人！）

　ドレスの衣擦れの音がじゅうぶんに遠ざかったのを確認して、メアリはにやにやする自分の頬に手をあてた。

（すっごかったァ！　めーっちゃ、えっちな話だったーッ！）

　忘れないように、話を急いで反芻する。

（あそこをしゃぶれ、だって。ヒェ……お貴族様の夜事情やっばいね。夫人は結局、不倫相手のその命令に応えたんでしょうし……『身を焦がすような激しい恋心』って、すごいのね）

　各々の相談事は記録を残さないことになっているけれど、メアリの頭の中にはばっちり記憶されているのだ。

（夫がいるのに許されない恋、かぁ……夫人のお声、とても若々しかったな。少女みたいな声をしてた。情熱的な日々を過ごしておられるせいね）

　つまり夜が充実している、ということだろう。

（そんなにいいのかしらねー、せせせせせっくす、って……！）

　じたばた騒いだところで、誰にもその様子は見られない。

　けれど聖なる壁には装飾に見せかけた隠し窓の細工があるので、聖女側から相談者の姿を窺い見ることはできるのだ。

　人々は聖女の正体を知らない。ヴァリタ教の聖女が孤児院育ちの十九歳の修道女だなんて、想像もしないだろう。




　メアリが聖女と呼ばれるようになったのは、修道女として慎ましく生きていた三年ほど前のこと。

　声に不思議な力があることが、教会の上層部、女神の使徒と呼ばれる司祭らに知られてしまったからだった。

　メアリは幼い頃から、強く念じながら喋る声で、ほんの少し人を操ることが出来た。

　たとえば「ここに来ないで」と言えば相手は落ち着かなくなって踵を返す。

「元気を出して」と強く訴えれば、その人の精神を高揚させてしまう、といった具合だ。

　司祭らは、メアリの声を女神ヴァリタから与えられた聖なる力だと言ってもてはやした。

　けれど、メアリは自分の声が好きではなかった。なるべく喋らず、人とかかわらずに生きていくのが正しいと思っていた。

　とはいえ、何の仕事もしないで許されるほど教会での生活は甘くない。

　だから聖なる壁の役割を引き受けることにしたのだった。

　懺悔室では具体的なアドバイスや救済を口に出す必要はなく、声をかけるのは相談者が話しやすいように促すか、相づちをうつだけでいいとされている。

　声の力を丁寧に使うことができるという点で、この壁はメアリにとって都合が良かったのだ。




　そうこう考えているうちに、次の相談者が入室してくる頃合いだ。

　椅子に座り直し修道服のスカートの裾を整えたところで、強めのノック音が響いた。

　メアリと相談者を隔てる薄い壁の向こう、懺悔室の扉が上品に開かれた気配がある。

「聖女様。お久しぶりです。ずいぶんご無沙汰しておりました。お元気でしたか」

　若い男性の声。爽やかさの奥に甘い毒を隠していそうな魅力的な声だ。

　メアリはたくさんの相談者たちの中から『彼』の声を思い起こした。

（えーっと、たしか、Ｊ……Ｊ、Ｊｈｏ……）

　そう、ジョシュアだ。そう名乗っていたはず。

　メアリは人々が期待する賢く優しい聖女を演じて、声の調子を落ち着かせて言った。

「お久しぶりです、ジョシュア。三ヶ月ぶりでしょうか」

「なんと！　二度お話しただけの僕のことを覚えていてくださるなんて……この清浄な壁に阻まれ、姿も見えぬ男のことを」

（それはもう。たっぷり献金をいただいた方のことはよくよく覚えています！）

　本音を何重もの聖布に包み、メアリは口を開いた。

「女神様は聖アメリアのすべての民を愛しております。ですので、私もそのように」

「ああ、女神よ……」

　青年はしばしそうして祈りをささげた後、懺悔室の椅子に腰かけた。使い古された椅子がぎしりと鳴る。

「冬の間、ご不自由はございませんでしたか。雪が積もれば民らも教会から足が遠のいてしまうでしょう。けれど聖女様、あなたの心はいつでもあたたかく我々を包み込んでくれるようだ。ああ、何から話せばいいでしょう。僕の胸には、女神とあなたに話したいことが山ほど」

　それは助かる話である。教会の財布事情は献金によって潤う。

　メアリは壁の向こうの彼に向かって優しく微笑みかけた。

「ジョシュア。『どうぞあなたの心のままに』」

「そう、ここはそういう場でしたね。ではまず、三人の女性に愛されてしまった僕の苦悩をお聞きくださいませんか」

（きたきたきた～～!!）

　膝の上においた手に力がこもる。

　そうして恍惚と語りに入ったジョシュアの声を聴きながら、メアリは頭の中で彼の姿を思い描いた。

　細工窓を覗けば相手の顔を盗み見ることはできるのだが、メアリは極力声だけで想像するようにしていた。

　相手がどんな人物であっても、声や口調、それから言葉選びというのは、その人の性格、本質がもっともよくあらわれるところだと思う。

　つまり、声を知ればその人の本質──胸に秘めた望みがわかるということ。

　褒められたい、認められたい、許されたい、慰められたい、愛されたい──。

　聖なる壁を訪れる信者たちの望みは、だいたいそんなところだ。

　メアリは彼らの話を聞くことが嫌いではなかった。

　どんな生まれの、どんな立場の人間も、建前という名の表向きの仮面をかぶり、その下に本音や欲望を隠している。

　彼らと自分は同じ生き物なのだとわかって、むしろほっとする気がしていた。

「というわけで……、聖女様？」

「はい、聞いておりますよ。大丈夫。女神様はいつもあなたとともに」

「ああ、申し訳ありません。どうにもまだ壁に向かって話すということに慣れませんで……ええと、どこまで話したかな」

「深夜、お部屋に宿屋の娘を呼び寄せたところまでお聞きしました」

「ああ、そうでした。大変なことが起きたんです。宿屋の彼女だけを呼んだはずが、驚いたことに彼女らは結託して、三人でやってきたのです！」

「ほうほう？」

「そして僕をめぐって争うのかと思いきや……。彼女らは懇願するのです。『私たち三人をいっぺんに愛してください』と」

「三人を……いっぺんに……!?」

「おお神よ！　僕の淫らな行いを許し給え！」

　彼は叫んだ。

「聞きましょう」

「感謝します。まず僕は、女たちに自分で下着を脱ぐよう申しつけ……そして寝台に並ばせ……目の前には若い娘のみずみずしい尻がみっつ……仕置きを待つかのように身体を震わせる女たち……」

「……！」

「女たち同士でああさせこうさせるのを目でも愛でつつ……」

「……!?」

「そして最終的には、僕が順にこうしてこう！」

「!!」

「あれはなんとも、熱い夜でした……」

　彼が話し終わるころにはメアリも肩で息をしていた。

（いかん、いかん……つい深掘りしちゃった……）

「な、長い懺悔でしたね。神よ、この者に救いを」

「お話しできてすっきりしました！　聖なるお力で浄化された気持ちです」

　メアリはこめかみを揉んだ。４Ｐ体験談、処女には少々刺激が強かった。

「そうでした、聖女様。あとひとつ、追加のご相談をよろしいでしょうか」

「……それは、時間延長ということでしょうか？」

「いえいえ、満足いたしましたよ。そうではなく、この懺悔室へ案内したい者がいるのです。僕の──友人なのですが、どうか話を聞いてやってくれませんか」

　教会としては、聖なる壁はどのような者の利用であっても大歓迎である。

　ただし、懺悔に来る者は手続きのために司祭を通すので、本当に怪しい者は弾かれる。その際に貴族からはそこそこ、平民の信徒からは少額の寄付を、利用時間に準じていただくシステムだ。

「私はかまいませんが……」

　けれど言い出したジョシュアの方が、かなり慎重だった。

「ふむ……それがね、とても、非常に、高貴なお方でしてね。加えて少々……そう、ヴァリタ教会と確執のあるお家柄の方でして。ですが友人として見るに、なかなか口にできぬ悩みが募っておられるのだと思います。そんな悩みであれば、この壁に向かってぶちまけるのはどうだろうと僕は思ったのです」

「なるほど」

　高貴な人物であれば教会への献金も弾むだろう。メアリ自身、個人的な興味もある。

「お力になれればと思いますが……司祭様はなんと？」

　一般社会と同じく教会でも、上司への報告・連絡・相談は基本だ。

　けれど貴族のお坊ちゃんはそのような庶民感覚はお持ちでなかったらしい。

「さすが！　聖女様ならばそうおっしゃってくださると信じておりました！　実は本日、お連れしているのですよ」

「えっ？」

「教会の森に、ひそかに殿下をお待たせしているのです。人払いをして、ただちに呼んで参ります」

　と、メアリが引き留める間もなく、ジョシュアは懺悔室の扉を開け放ち大聖堂へと飛び出して行ってしまった。

（で、殿下って言った!?）

　メアリはひとり、返答のない壁を凝視し立ち尽くした。





　　◇◇◇






「強引に連れ出したかと思えばこんなに待たせて、どういうつもりなのかな？」

「まぁまぁ、僕なりにこの壁が信頼のおけるモノかどうか探っていたのですよ。友人の好意は素直に受けとってください」

「友人か……。世界は広い。どこかにお前の友としてふさわしい者がいるだろう。近いうち、長い休暇を取って旅に出てみるのはどうだ。お前だって僕につきあって忙しくして、自分のことはいつも後回しじゃないか」

「ははは、唯一無二の友なら目の前におりますでしょう？　はい、件の懺悔室はこちらですよ」

「懺悔室……？　これが部屋？　まるで棺桶だけれど……」

「狭いところがますます良いのです。ささ、この壁に向かって悩み事を話す密室なのです」

　メアリは壁の向こうの会話を聞いて、だらだらと冷や汗を流した。

（殿下って！　この国で殿下って言ったら、決まってるじゃない！）

　聖アメリア国に王子は一人──齢二十五歳になる王太子、レイフォール殿下だけ。

　たしかにジョシュアの言うとおり高貴な人物だし、現王家とヴァリタ教会はちょっとした問題ごとを抱えている間柄だけれど。

（でもあの完璧王子様が、どうしてこんなところに!?）

　メアリは口元を押さえて懸命に気配を消した。

（私、これから王子様の話を聞くの!?　いいの!?　ちょっと、いやかなり興味はあるけど……！）

　心臓がばっくんばっくんと鳴って、呼吸が苦しい。

「さぁ殿下、ごゆっくりお過ごしください。声が外には漏れないつくりです。そして聖なる壁は秘密を守ります。初回はお試しということで、十分程度でいかがでしょう」

　メアリの脳裏に、ヴァリタ教会の教義である禁断の箱の話が思い出される。

　無邪気な始祖たちが女神の私物である箱を好奇心いっぱいに開けてしまったことで、それまでこの世に存在しなかった不幸があふれてしまった、という教訓の物語だ。

　メアリがこれから開けるかもしれない禁断の箱の中身は、どうだろう。

「僕は大聖堂の入り口で待機しております。せっかく教会まで足を運んだし、待つ間に若い修道女たちの働きを見学させていただこうかなぁ」

　キィ、と、か細い音を鳴らして懺悔室の扉が閉まる。

　混乱を連れてきたジョシュアは去ってしまい、無音の小部屋で麗しの王子様と壁をはさんでふたりきり。

　メアリはこめかみをじっとり伝う汗を頭巾ベールでそっと押さえてぬぐった。

（ど、どうしよう～っ……いつまでも無言でいたら不敬かしら……っていうか待って、レイフォール殿下、私の存在のこと知ってる？　ジョシュアのずさんな説明じゃ、この懺悔室の仕組みはわからないのでは……？）

　そもそも王子様は自分の意思でここへ来たのだろうか。それともあのジョシュアが空気も読まず無理やり連れてきたのだろうか。

　わからない。王子様について知っていることなんてほとんどない。

　ただ、彼の評判と容姿だけは知っている。数えるほどではあるけれど、下々の民へ優雅に手を振るレイフォール王子を目にしたことがあるからだ。

　背がすらりと高くて、髪の色はまばゆい金色。さらさらの髪を肩にかかるくらいの長さで切り揃えていて、公務で民にお姿をお見せになるときは品よく結ばれているか、耳にかけていらっしゃる。

　優しくも華やかなお顔立ちは、五年前に亡くなられた美貌の王妃さまの面差しに似てきたと、もっぱらの評判だった。

　類い稀な美貌以上に心も澄んでいらっしゃるようで、あまねく国内に笑顔が満ちるようにと、国民の生活を支援する政策や取り組みに力を入れていらっしゃるそうだ。

　老若男女の国民の憧れと期待を一身に浴び、なおその上をゆく、清く優しく美しい極上天然ものの王子様。

　それが聖アメリア国の完璧王太子こと、レイフォール殿下だ。

「なんでも話せる壁、か」

　メアリはあやうく出そうになった叫びをこらえて、口を押さえたまま小さくうなずいた。

　どんなときも、誰が相手でもそうしてきたように、まずは黙って話を聞くのだ。

「正直、最近の僕はヴァリタ教の敬虔な信者であるとは言いがたい。それに」

　それにしてもいい声だ。

　知性と穏やかさを感じる声。まるで天上の国のお菓子みたいに甘くてやわらかい。今なら苦もなく召されそう。

　メアリは目を閉じ、彼の声に聴き入った。

「僕自身、こんなときばかり女神へ救いを求めるのはどうかと思っている。……だから自分でもこのような行動に驚いている。……けれどそれぐらい、思い詰めていたのかもしれないな」

（この声音は……。深い悩みを抱えていらっしゃるというのは、本当なのかもしれない……）

　いつでも笑顔を絶やさない完璧な王子様が、なにごとかに心を痛ませ、思い詰めているらしい。その事がメアリの胸を苦しくさせる。

（殿下……）

　メアリは胸の前で両手を組み、急いで女神に祈りを捧げた。

　できればほかの相談者たちと同じように、話を促して、悩みや苦しみをさらけ出してもらいたい。そうすれば彼の心がいくらか楽になるかもしれない。

　どうする。どうお声をかけたらいいだろう。

「──ひとつ、願いを」

　狭くて静かな部屋だ。壁越しとはいえ向こう側の気配は感じ取れる。

　懺悔室の椅子にレイフォールが座った気配。

　出て行かないのだ。すぐそこにいる。

「言っても、いいのだろうか……」

　レイフォールはうつむき、壁に額をつけて厳かに目を閉じた。

　金の髪が肩を滑る。長いまつげが震え、形の良い薄い唇がしっとりとため息をもらす。

　メアリにはその姿がありありと想像できた。

（ああああ～～～～ッ、たまらないわ……！　ごめんなさい殿下、私、今日だけはここにいていいでしょうかっ……心から壁になりますので！　何一つ、誰にも、漏らしませんから！　ため息すら麗しい～～～～っ……）

　あふれそうになる叫びを必死に押さえ込む。

　悩める王子様がこんなにも耽美だなんて。

　現実はとうにメアリの妄想の限界をこえてしまっている。

「……」

　レイフォールは無言のままぎしりと椅子を鳴らした。まだそこにいる。

（……きっと、そう簡単に口にできないお願いごとなのね……）

　狭い世界で育ったメアリからしてみれば、王族の日常なんて別世界の話だ。

　けれど、完璧な王子様にも悩みがある。彼だって現実を生きている人間なのだ。

（言葉にするだけでも、心が楽になることがあるんですよ、レイフォール殿下……）

　殿下よ健やかであれ。幸せであれ。元気に生きてください。

　メアリは祈った。

　それが通じたのかどうかは知れないが、彼はやがて静かに立ち上がった。

「懺悔室、か」

　麗しの王子様が吐息で笑ったのがわかる。

「僕には……こういう場が必要なのかもしれないな」

　また来よう、と言い残して彼は懺悔室の扉を開け出て行った。

　残された静寂が少し寂しげな気がして、メアリは興奮と困惑で忙しい気持ちのまま、聖なる壁を見つめ続けた。





　　　２






「かつてこの地に、悪しき心を持つ獣たちが蔓延っていた時代がありました。人々は住む土地を追われ、家族を失い、恐怖し、病に苦しみ、生きることが困難でした。聖アメリアが建国される前の、暗黒時代と呼ばれております」

　真昼の大聖堂に、壮年の司祭ダンデモールの声が響く。

　老若男女の信者らは聖なる書を手に、司祭の語りに熱心に耳を傾けている。

「時をへて、知恵をつけた魔物たちは獣ではなく人のかたちを女神に求め、女神はそれを許しました。すると人々は、悪しきモノとしていた魔物の声に耳を傾けるようになったのです」

　聖なる書に描かれた獣と、それに対面するひとりの人間。

　それが王家の祖である『賢者』と呼ばれる存在であることを、聖なる書を読みこんでいるメアリは知っている。

「人々は自身の心にも存在する『魔』を受け入れ、魔物との共存の道を探し始めました。そのような経験から、ヴァリタ教では自分の心の声に耳をすませることを大切にしています。……さて、明日のお祈りのあとは聖アメリア建国と女神についてのお話をします。もう間もなく建国祭ですからね。ではみなさん、よき一日を」




「メアリさま！　……聖女さま！」

　若い修道女が、聖堂を出ていく人波をかきわけ、メアリの背中に向かって叫んでいる。

　周りの何人かが「聖女様だって？」と振り返るので、メアリはあわてて側廊へと身を隠した。

　近くに聖なる壁の懺悔室があるけれど、この時間はまだ相談者を受け付けていないのでこのあたりは無人だ。

「あれっ？　メアリさま、どちらへ？　もしかしてアニタ相手にかくれんぼですか？」

「ちょっと、アニタ……！」

　メアリは彼女の手を引き、身を隠すように壁際に並んだ。

「大きい声で呼んではだめよ……！　一応、信者のみなさんに聖女の正体は秘密なんだから」

「まぁまぁ、それはごめんなさい。けれどメアリさまもお悪いんですよ、毎朝食堂に寄らずにさっさとどこかへ行ってしまわれるから、目の見えないアニタはメアリさまを探すのに苦労するのです」

　そう言ってアニタはつんとそっぽを向いた。

「ご、ごめんね。いつも探してくれるアニタには悪いと思ってる……けど私、どうしても苦手なのよ……」

　みんなと一緒に食事をするのがぁ……と、メアリは両手を揉んでごにょごにょと言い訳をした。

　アニタにその様子は見えていないはずなのだけど、彼女はメアリを鼓舞するように堂々と胸を張った。

「ご安心なさいませ、メアリさまのそばにはいつでもどこでも、このアニタがついております！」

　そう言う彼女のほうがメアリより二つ年下の十七歳だ。けれどメアリにとってアニタは、教会の中でたった一人、肩肘張らずに話すことができる相手だった。

「それもこれも、司祭様のお言いつけだからではありませんよ、アニタの意志でそうするのです」

「うん……ありがとう。逃げてごめんね、アニタ」

　メアリがアニタの手を握ると、アニタは嬉しそうに笑った。

　聖堂をあとにしたメアリたちは、修道女たちが生活をする居住棟に向かった。

　途中ですれ違う修道女たちは皆、メアリが近づくとさっと廊下の隅に身体を避けて視線を逸らす。

　彼女らは、メアリが壁の聖女役をしていることを知っている。

　知っていて、メアリを避ける。声の力をおそれているからだ。

（気持ちはわかるけどね……私の声を聞いて、知らないうちに自分の意思と違うことをさせられるんじゃないか、って思うんでしょう）

　たしかに、メアリの声は人の心に影響を与える。

　けれどメアリはこの力を悪用したことなんてない。

　教会での厳しい生活にわがままのひとつも言ったことはない。ましてや誰かを意のままに操ろうなんて、考えるはずがない。

　けれど怯える彼女らには、何度説明してもわかってもらえなかった。

（別に、もういいんだ。この力で元気になってくれる人がいるなら、それで）

　居住棟には四十名近くの修道女が住んでいるのに、メアリが近づく気配があると彼女らはそそくさとどこかへ逃げてしまう。

　後ろをついてくるアニタにはこの光景が見えていなくて良かったと思う。

　友人がみんなの嫌われものだと知ったら、優しいアニタは心を痛めるだろう。

　もしくは、彼女もメアリと距離を置きたくなるかもしれない。

　今のメアリには、それだけが怖かった。




　居住棟の三階の隅っこが、メアリにあてがわれた私室だ。

　小さな窓と物書き机とベッドがあるだけの、私物の少ないこぢんまりした部屋。

　隣室の住人はもちろんアニタである。

「メアリさま、お部屋で朝食をとられるんですよね？　でしたら今から、食堂へお食事を取って来ますわ」

「えっ？　いいのよ、自分で取りに行くから」

「いいえ！　メアリさまのお世話は司祭様にいただいたアニタの大事な仕事ですから、遠慮なさらないでください」

「でも」

　アニタはメアリに命じられるのを期待して、にこにこと待っている。

「……そう、ね。じゃあ、お願いしちゃおうかしら？」

「もちろんです！　ねぇメアリさま、これは私の予想なんですが、今朝はチーズやお肉がいただけると思いますよ。このあいだたくさん寄付してくださった男爵様の領地は、酪農が盛んなのですって！　これもメアリさまの働きのおかげですね」

　行ってまいりますとアニタは危なげなく扉を開け、メアリに手を振って廊下を歩いて行ってしまった。

（私のおかげ、かぁ……）

　そんなことを言ってくれるのはアニタだけだ。

　司祭たちは聖女を敬っているように振る舞うけど、メアリ本人の事を大事にしているのではなく、声の力を試しているように感じられる。

　信者らに聖女の正体を伏せる理由だって、メアリの安全のためだけだとは思えない。

　教会にはなにか考えがあるのだろう。大きすぎる相手なので、いち修道女のメアリには何もわからないけれど。

　メアリは自室の窓を開けて、そのまま窓枠に寄りかかって外を眺めた。

（私はこうして隠れるように暮らして、教会のなかで一生を終えるんだろうなー……）

　たとえば明日の食べ物にも困る人から見れば、衣食住を保証されたメアリの憂鬱など贅沢すぎるものだ。

　そう考えようと思ったこともあったけれど、メアリの好奇心はおとなしくなってくれなかった。

（私はもっと、世界を知りたい……人を知りたい……）

　メアリたち修道女の居住棟は林に囲まれていて、年中静かだ。

　この林の奥には城壁があって、その向こう側には城下町が広がっている。

　聖堂側の林をずっと歩けば、王族のおわす聖アメリア城の一端が見える。つまりヴァリタ教の総本山であるこの教会は、広大な城の敷地内にあるのだ。

　ただしメアリはもちろん、ほかの修道女たちも、司祭も、王城へは近づけない。

　ヴァリタ教は国教と認められてはいるものの、現国王陛下は政治と女神を完全に切り離したいとお考えらしいのだ。

　そんな情勢で外部との接触が最小限なここで、聖なる壁だけが特別な場所だ。

　薄い壁を隔てた向こうで語られる様々な人生。それが聖女を務めるメアリの唯一の楽しみなのだった。




　ささやかな食事を済ませた修道女たちが教会のあちこちを清掃している間に、メアリはこそこそと懺悔室へ移動する。

　ステンドグラスの美しい大聖堂は無人で、今日も神聖な静寂に満ちている。

　物言わぬ壁は変わらずそこにあって、メアリは深呼吸をして小部屋に入った。

　今日も変わらず、自分のできることをやるのだ。





　　◇◇◇






　──翌日。

「こんにちは、聖女様」

　三人目の相談者の声を聞いたとき、メアリは思わず立ち上がって声をあげてしまった。

「ジョシュア!?　きょ、今日もいらっしゃるなんて」

「ええ、昨日ぶりですね。ですが本日、壁に用事があるのは僕ではなく友人なのです」

「待って！」

　メアリは壁にすがるように手を伸ばした。

「お待ちください、ジョシュア。先日はあまりに突然で確認できませんでしたが、彼は……！　それに司祭様はなんと言って」

「聖女、申し訳ありませんが彼を一人にしておけませんので、早速お呼びしてもかまいませんか」

「や、だから……！」

「ジョシュア。誰と話しているんだ？」

　ぎぎっと、懺悔室の扉が嫌な音をたて開かれた。

　メアリはピタリと喋るのをやめた。まちがいなくレイフォールの声だ。

「誰って、そりゃあ壁に話しているんですよ？　では殿下、今日も十分ほどにしましょう。やれやれ、あなたの家はすぐ隣だというのに、ここに来るのですら大変ですね」

「そのようだね」

　メアリは視線を左右に泳がせ、壊れたからくり人形のようにぎこちなく椅子に座り直した。

「……壁に独り言を言うなんて、やっぱり変な感じだな……」

　そう切り出したレイフォールの声は穏やかだ。メアリは吸い寄せられるように細工窓を覗いた。

「けど、悪くない。聖アメリアには〈壁に不満を吐き出せ〉ということわざがある。なるほど、ヴァリタ教の解釈ではそれがこの壁なのだろうか。言葉は自身にも跳ね返るぞ、という暗喩なのだろう。聖なる書にもそのような文言があった気がする」

　レイフォールはそう言って、壁の装飾を優しく撫でた。

　姿勢正しく座っているだけなのに、息をのむ美しさだ。

　まっすぐな青い瞳は決してメアリを見ているわけではないのに、壁越しのまなざしにすらときめいてしまう。

（きっと、こういう優れた人が後世で神様扱いされたりするのよね……すべっすべのお肌……まつげなっが……髪の毛なんてとぅるんとぅるん。どういう生活をするとこうなれるのかしら。さすが完璧王子様）

　けれどレイフォールは椅子に座ったっきり、口を引き結んで黙りこくっている。

　壁に打ち明けたくなるような悩み事があるから、ここに来たのだろうに。

　どうしよう、何を言おうと考えている間に約束の十分が終わってしまい、扉を開けたジョシュアが「行きましょう」とレイフォールを回収していく。

　ただ見とれるだけで何もできなかった。自分の未熟さが悔やまれる。

（殿下……また来てくれるかな……？）

　気もそぞろなうちに、次の相談者のための時間になってしまう。

（だめだめ、相談者は殿下だけじゃないんだから……）

　メアリは意識を切り替え、懺悔室の小さな椅子の上で姿勢を正した。




　さらに翌日、夕方にさしかかった頃。

（ま、まさかとは思ったけど、今日も!?）

　メアリは細工窓の隙間から、変装したレイフォールがきょろきょろと周囲を確認しつつ懺悔室に忍び入ったのを見た。

　どうやら一人で来たらしい。

　帽子を目深にかぶって金色のまばゆい髪を隠し、地味な服装はまるで町人のそれだけれど、均整のとれた身体つきや姿勢の良さ、洗練された所作からは、隠しきれない高貴さがダダ漏れである。

「ふぅ……」

　ため息から疲労がうかがえる。

　お立場のある方だし、無理矢理時間を見つけてやってきたのかもしれない。

　ヴァリタ教会を良く思わない国王様に彼の行動が伝われば強く非難されるだろうに、ここまでしてでも懺悔室に通いたい理由とはなんなのだろう。

（今日こそ私も何か、彼に言葉を……！）

　焦るメアリと同じように、彼もまた何かに焦っているようだった。

　椅子に座ったレイフォールは整った顔を歪めて、前髪をくしゃりと握りしめた。

　二度目のため息はさらに深い。

「……、……いや……このようなことは……言えないな」

　彼のつらそうな声を聞くと、メアリの胸がぎゅっと痛くなる。この人のために何かして差し上げたい、楽にしてあげたいと思ってしまう。

（こんなにも深く、何を悩んでいるのかしら……知りたい……この人のことを、もっと知りたい）

　メアリは衝動的に口を開いた。

「『どうか、あなたの心の重荷を私にお話しください』」

「!?」

　レイフォールはがたんと椅子を倒して立ち上がった。メアリは壁の前で深く深く頭を下げる。

「殿下っ、申し訳ありません。私、初めてあなた様がご訪問くださったときからずっと、ここにおりました！」

　メアリは必死に謝った。

「隠れていたわけではないんです。いえ、はじめはびっくりしてしまって声が出ませんで、結局そのまま殿下が出て行ってしまわれたので、このまま私はいない存在としてあろうと思ったのですが、先日といい今日といい、殿下のお辛そうな様子がひしひしと伝わって参りまして、少しでもお力になれればという個人的な思いが募り──」

「──君が、懺悔室の主？」

「は、はい」

「名は？」

「もっ、申し遅れました！　メアリと申します。ですが、どうかご内密に……懺悔室の聖女の正体はみなに秘密なのです」

「懺悔室の聖女……？　どこかで」

　レイフォールは記憶をたどるように目線をさまよわせた。

「……ヴァリタ教といえば、聖なる力を持つと噂の人物がいたか……あなたがそう？」

「はい……殿下はやっぱり、この壁の仕組みをご存じなかったのですね」

「ああ……。そうか、ジョシュアの言う『壁に話せ』というのは、聖者を隠すための隠語か。本来はあなたに語りかける、という……そういう意味……だったのだな」

　話すレイフォールの様子がだんだんとおかしくなってくる。

　彼は息苦しそうに喉元を押さえ、一歩後ろに下がった。狭い部屋だから、背を預けたそこはもう懺悔室の扉だ。

「……ねえ。今、あなたは僕に……何かした……？」

「ごめんなさい、少し力を使いました！　わ、私の声には力があって、強く祈るように言えば、聞いた相手の心を後押しするようなことができるんです。『あなたの重荷を私にお話しください』と、そう言ってしまったから」

　説明しても今のレイフォールには伝わっていないようだった。

　彼は黒い革手袋に包まれた片手で口元を覆い、身を縮めるようにして小さく震えている。

「ご、ごめんなさい！　すぐに取り消して」

「僕は」

　強い語調で遮られる。

「僕は……、う…………本当は……っ、ぐ、女体に……強い興味がある」

　──女体に、強い、興味が。

　メアリは一拍ののち「なるほど」と続けた。

「とくに……足……。胸ではない。尻でもない……足の甲だ。そこに魅力を感じる……美しい足に、身体を、ふ、踏みつけ、られたいという……強い願望が……ある」

「そそそそう、なのですね」

　今日までメアリは聖なる壁として、相談者の突拍子もない告白や、性癖の暴露などを聴いてきた。

　今この瞬間ほど、そういった話に慣れていて良かったと思ったことはない。おかげで平静を保てている。たぶん。

「だが……！　王子という立場ゆえに、僕のことを踏んでくれる人は、いない……っ」

「そそそそうでしょうね、わかります」

　メアリはとにかく相づちをうつことに必死だった。

　彼のためにも、話の内容を深く掘り下げてはいけない気がする。

　けれど、これが彼の『重荷』なのだとしたら、今まさに彼はそれを必死に打ち明けようとしてくれているのだ。

　喉元を押さえ、すべらかな白い頬を羞恥の色に染めながら、懸命に。

「それから、父王に、強く言われている……一刻も早く、孫の顔を見せろと……」

「それはそれは」

「見合い相手は……今までに三十名以上いた……が……どの女性も……僕の好みには、合わず……」

「なんと」

「生涯をともにする相手なのだから、もちろん外見だけで決めているのではない。けれど……！　子をなせというのなら、なおさら……せめてそういう行為を……考えられる人でないと……！」

　ぜぇぜぇとレイフォールは苦しげに息を乱している。

（も、もしかして殿下……私の声の力に抵抗してる……？　こんな反応、初めて……もう、止めないと）

『おやめになって』と、ひとこと言えばいいだけだ。

　そう思うのに、レイフォールの姿を見ているとそのたった一言を伝えることができない。

　彼は気怠く髪をかきあげ、狭い小部屋の壁に上半身を預けた。

　こめかみから伝う汗のひとしずくが頬を流れ落ち、かたちのよい顎先にまで伝わっている。

　薄く開いた唇からは悩ましげなため息が漏れ、胸元を握りしめながら喘ぐ姿は神話画の男神たちよりも美しく、官能的だ。

　いつまでも見ていたい。いけないことだと、わかっているのに。

「僕は……結婚するなら、納得のできる人とが、いい……しかし……妻がいない今でも、たまるものはたまる……。人並みかどうかはわからないが……いや、もしかしたら僕は……人より性欲が……強くて……」

「は、はい」

「発散したいのに、城の中は日々の監視が強すぎる。僕と他人との会話、読んでいる本、どこへ何時に行き、誰を相手に何をしたか、朝起きてからベッドに入るまで……ベッドに入ってからも、なにもかもを監視されている。最近の僕には、いっときの自由もなかった」

「それは、あまりに」

　メアリは眉をひそめた。

「……せめて……男の欲を、発散したい。どうにかして。ひとりで。静かに。それだけでいいのに」

　レイフォールは苦しげに目をつぶった。眉間の皺はそのままに、深く息を吐く。

「そんなとき、ジョシュアにここの話を聞いた。教会に、一人きりになれる場所があると。そこで不満をぶちまけ、少し休息をとればいいと……たしかに教会の敷地ならば侍従たちの目もない。これは、と思った」

　メアリはどきどきと話に聞き入った。

「ふふ……女神の守る清浄な場を汚す、ということも、悪くないと思った。僕は夜な夜な、自分の妄想に陶酔した。さいわい、建国祭の準備のおかげで街に出るタイミングがあった！　その隙にここへ……やってみせようと思った！」

　はぁ、とレイフォールは熱いため息をついた。

「けれどいざとなると……、……王子たる僕が、人の道を踏み外すわけには……」

　そのとき、こんこんと外からのノック音が響いた。

　びくりとレイフォールが震え、開かれた青い目が不安げに扉を見返した。

「『しばらく誰もここへ近寄らせないでください』！」

　メアリはとっさに扉の外に向かって声をあげた。

「はい、聖女様」と案内の修道士が答え、やがて人の気配は消える。

　戻ってきた静寂の中で、メアリはそっと息を整えた。

「殿下……お話しくださり、ありがとうございました」

　はっとした表情になったレイフォールは赤く染まった半顔を片手で覆い、首を振った。

「人に……ましてや女性相手に、打ち明けてよい話ではなかったのに」

「いいえ、そんなことはありません！　いま殿下は、改めて自分の苦悩と向き合われたのです。私はその勇気をたたえたい。それに、……それに、私……」

　メアリは熱い両頬を包んだ。

　壁があって良かった。こんな表情を王子様に見せるわけにはいかない。

「あの、殿下……まだ時間があります。私、目と耳を塞いでおきますから──」

　メアリはごくりとつばを飲み込んだ。

「どうぞ、ここをご自由に、使ってくださってけっこうですよ……？」

「……は？」

　レイフォールは呆然と壁を見つめ返した。

「じ……自由に、とは」

「お望みのままに、ということです。さぁ、どうぞ？」

「どうぞと言われても」

「私にお構いなく。今この懺悔室は、殿下のための場所なのです。あなた様に有益であるようお使いください」

「それは……つまり」

「したいことをなさってください、という意味です」

　完璧なはずの王子様が、メアリの言葉に反応して顔を赤く染めて、視線を泳がせている。

　──それは初めての感覚だった。

　今までたくさんの人々の悩みを──ときには性的なものもあった──聞いてきたけど、こんな気持ちになったことは一度もない。

　こんなふうに身体が熱くなったり、ぞくぞくしたり。もっと相手の声を聞いてみたいと思うような……救いたいけど困らせたいというような……そんな欲を持ったことなんて、初めてだ。

（レイフォール殿下……こんなに美しいのに、かわいい人……）

　メアリは両頬を包んでうっとりと笑った。

「ふふふ」

「あっ、あなたは聖女だろう!?　よくもそんなことを」

　困惑するレイフォールの声は、メアリをますます興奮させた。

　仮面。清く美しい王子である彼もまた、メアリと同じように、表向きの仮面を被って生きていたのだ。

「そう呼ばれていますが、私は人です。そして殿下の中の欲望……『魔』は、どんな人の心にもあるものです」

「だから理解できるとでもいうのか？　女性のあなたに、男の性欲が？」

「女性にだって性欲はありましょう。それは悪ではありません」

「ここで処理をするのはどう考えても悪だ！」

「懺悔室の主である私が許すと言ってもですか？」

「……!!」

　レイフォールは額を押さえて呻いた。

「……あなたはこの部屋で常日頃、信者相手にこのようなことを……？」

「まさか！　殿下はとてもとても特別な事例です。ふつうは、この壁はひとりごとを言うための壁です。私は相談者の素性を知り得ませんし、このように会話をすることもほとんどありません」

　そうか、とレイフォールは力なくつぶやいた。

　メアリもどのように自分の気持ちを伝えたらいいかを考えて、しばらく口を閉ざした。

「……私、この壁の前で言葉をなくす殿下の姿を見ていたら……なにか、少しでもお力になりたくなってしまって……それで」

　本心だ。けれど、それだけではない。

　苦悩に乱れたレイフォールを見たとき、メアリのなかの『魔』がほんのちょっと顔を出した。

（完璧な王子様の中身はどうなんだろう、って……私……）

　この綺麗な人をぐちゃぐちゃにしたい。そんな欲求だ。

　二人を隔てる壁に手をのばす。指先が触れる。項垂れたレイフォールには届かない。

（きっと……殿下はこのまま出て行かれるだろうな……）

　そしたらもう二度とここへは来ないだろう。

　だって彼の繊細な悩みは、メアリによって強引に暴かれてしまったのだから。

　壁の向こうのレイフォールはうつむき、黙ったままでいる。

「……、……か」

「はい、なんでしょう」

　メアリの耳はか細い声を拾った。

「……さっきのように……、……あなたの声で…………」

「声？」

　細工窓ごしでは俯く彼の表情は見えない。帽子からこぼれたさらさらの金の髪が広い肩をすべってゆくのだけがわかる。

「……あなたには、わかるのだろう？　男の欲が」

　彼はひとつ大きく息をつくと、帽子をとって髪をかき上げた。

「どのようにしたら……僕が、満足するのか」

　あちらからこちら側は見えないはずなのに、顔を上げたレイフォールの青い瞳に、メアリの好奇心が射貫かれたような気がした。

「ええ……わかります……だって殿下、今も、そんなにして」

　ほら、とメアリは壁越しにレイフォールのそこを──股間の隆起を指差した。

「苦しそうなんですもの」

「っ……み、見えて、いるのか……!?」

「ふふ、どうかしら」

　レイフォールは美しい顔を赤く染め、手をぎゅっと握りしめて立っている。

　指を開いては閉じ、どこに手をやったらいいかと彷徨わせる。

「……っ、くっ！」

　あげく、ドンと懺悔室の壁を叩いた。その音でメアリも我に返る。

　──さっきからとんでもないことを言っていたかもしれない。

「……あなたは責任を取るべきだ」

　ため息ひとつで立ち姿を改めたレイフォールは、もはや完璧に美しい王太子殿下としてそこにいた。

「うん……そうしよう。決めた。今夜、迎えをよこすよ。聖女メアリ、首を洗って待っているんだね」

　彼は壁に向かって微笑むと、美しい一礼をしたのち、メアリの返事を聞くことなく懺悔室を去って行った。

「……首を……洗って……？」

　つまり、処刑されるのだろうか。

（あ、あり得ない話ではないかも……？　王子様の秘密を知ってしまったんだから）

「は、ははは……」

　メアリの乾いた笑い声が、一人きりの懺悔室にむなしく響いた。
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「水責め……熱湯風呂……それとも気前よく首を刎ねてくれるかしら……ふ、ふふふ……」

「メアリさま、先ほどから何をぶつぶつと言ってらっしゃるんです？」

　日が落ちて、メアリたち修道女の居住棟の周りはとうに真っ暗だ。

　自室の窓辺に立っていたメアリは「な、なんでもないの」と食事の片付けを終えて戻ってきたアニタに振り返って言った。

「ちょっと寒くなってきたなと思っただけよ」

「そうですね、そろそろ窓を閉めましょうか」

「あっ、いいのよアニタ。私がやるわ」

　窓から身を乗り出せば、夜でも煌々と輝く大聖堂が見える。それのずっと向こうに王城があるのだけど、ここからそのかたちは見えない。

　果たして王子殿下の迎えとやらは、本当にやってくるのだろうか。

（でも、首を洗って待っていろって言われたし……首を……）

　言葉の真意はともあれ、万が一にでも再び王族の方とお会いするなら、念入りに身なりを整えておかなければ失礼だ。

「アニタ？　申し訳ないんだけど、今日はしっかり入浴したいので、お湯を頼んでくれるかしら。私も行くわ」

「ええ！　もちろんです」

　居住棟には修道女たちの共同浴室があるけれど、メアリは自室にお湯を運んで入浴することにしている。

　短くないここでの生活のなかで、彼女たちと共同生活をするためにはそうしたほうがお互いのためだと学んだからだ。

　二人は見習いの少女たちと一緒に、大きなたらいにたっぷりのお湯を用意した。

「そうだ、行商人から新しい石鹸をもらったんです。髪に良い成分が含まれているんですって。メアリさまの長い髪がますますつやつやになるかもしれません」

「素敵。でもそれはアニタのいただきものでしょう？　自分で使っていいのよ。そうだわ、今ここで二人で入浴してしまう？　きっとあったかいと思う！」

「そ、それは！」

　アニタは石鹸を握ったまま、ぶんぶんと首を横に振った。

「メアリさまの前で裸になるなんて、恥ずかしいですわ……。私はあとでかまいませんから、まずはメアリさまを洗わせてくださいな」

　アニタはそう言うと、目の不自由さなど感じさせない丁寧な手つきで石鹸を泡立てはじめた。

　服を脱いだメアリはたらいのお湯に足先から入ってしゃがみ、腰まで浸かって、身体と髪を洗っていった。

「ああ、いい香りですね。アニタは見えなくても触ればわかるんですよ。メアリさまの髪色は、黒でしたね。腰よりも長いのに枝毛ひとつなくて柔らかい。お肌もすべすべで、頬は初雪のように白くふんわりとしていらっしゃる」

「やだ、すっごい美女に思ってくれているのね。ふふ、嬉しいな」

「だって、どこに触れてもふわふわなんですもの。いつもはみなと同じ石鹸を使っているのに、なぜでしょう……ほら、おっぱいだって、おおきくってやわらかい」

「ちょちょちょちょっと！　くすぐったいったら！　気をつけてアニタ、石鹸水で滑ったら大変よ……！」

「ふふ、そうですね」

　メアリの肌にたっぷり泡を塗りつけるアニタは、にこにこと機嫌がよさそうだ。

「もっともっと綺麗になってくださいね。アニタは目が見えるようになったら一番に、メアリさまのお顔を拝見したいって思っているんですから」

「アニタったら……期待しすぎよ」

　もしかしたらその首が今夜飛ぶかもしれない、と言ったら彼女はとても驚くだろう。

　彼女が悲しむ顔は見たくないし、メアリだって死にたくはない。

（そうだわ……。私はなんとしても殿下にお許しを請わなくては……！）

　あの完璧王子様に泣き落としは効くだろうか。

　それならば儚い女性を演じてみるのはどうだろう。

　さいわい、アニタの言うようにメアリの肌は人より白くて、体格も華奢だ。

　せめて長い黒髪を下ろした後ろ姿だけでも、庇護欲を誘うような深窓の令嬢に見えるといいのだけれど。

　いつもより念入りに髪や肌の手入れをするメアリを、アニタは大喜びで手伝った。

「建国祭も近いですものね。司祭様たちのお話を耳にしたんですが、今年はどうもメアリさまをヴァリタ教会の代表として、王家へのご挨拶に向かわせるそうですよ」

「えっ、なにそれ、初耳」

「うふふ、うっかり盗み聞きをしてしまいました」

　アニタはメアリの髪を丁寧に洗い流しながら、にっこりと笑った。

「それから、国王陛下のご容態がよろしくないとのことで、最近の政務のほとんどはレイフォール様が執り行っているようですね。国王様は教会を毛嫌いされておりますけど、王太子殿下はどうなんでしょうねえ……」

　なるほど、それで彼は自由がほとんどないと嘆いていたのか。

（王子様って、ほんと大変……）

　アニタがほかの修道女たちから聞いてきた話によると、譲位がいつになるか城下でも話題になっているらしい。

　もしかしたら一月後の建国祭で、はやくも殿下の即位につながる動きがあるのではと話す者もいるそうだ。

「それから、王太子妃選びも始まっているんですって」

「お妃……は、はくしゅんっ」

　メアリは入浴中のたらいの中で大きく鼻をすすった。

「お湯が冷めてきましたね。このへんにして髪を乾かしましょうか、メアリさま」

「うん……それで、お妃様ってどうやって選ぶのかしら？」

「ええ、信者の方々の噂を耳にしたんですけどね。建国祭の前にパーティがあるみたいですよ。それが殿下のお見合いを兼ねているんだとか」

　アニタは楽しげに続けた。

　隣国のお姫様や、国内の貴族の令嬢たちを招く夜会の規模は過去最大で、年頃の娘を持つ貴族たちは殿下にアピールしようと、ドレスや装飾品の調達などに勤しんでいるらしい。

　そういえば建国祭の準備期間は修道女たちも、城下町の賑わいを冷やかす程度に外出が許されている。メアリ自身は出かけたことがないけれど、彼女たちの浮き足立つ雰囲気から、楽しいイベントなのだろうと想像できる。

　ちなみに近年の建国祭は、ヴァリタ教会の司祭ダンデモールが女神をたたえる儀式を執り行うのみだった。今年はそれに加えて王家へ挨拶があって、それにメアリが同行するかもしれないらしい。

「もし王子様が聖女さまを見たら、なんと思うかしら……きっと聖女さまの神々しさの前にひれ伏しますわね！　素敵、その場面にはぜひ居合わせたいものですわっ」

「い、痛っ、アニタ、なにそれ、二の腕、ぎゅって！　痛い！」

「市井で流行のマッサージというものです。ドレスにはすっきりした二の腕が似合います。我慢してくださいまし」

「いででででででドレスなんて着る予定ないってば！」

「建国祭の使者が！　まさか！　いつもの修道服を、着るはずないじゃないですか！　司祭さまには、めちゃくちゃ豪華でメアリさまにぴったりのドレスを！　なんとしてもご用意していただかなくっちゃ……ふんぬ！」

「いででででででででっ!?」

　全身のマッサージとやらが終わって、メアリが寝台でぐったりとしている間に、アニタはてきぱきと道具を片付け「ごゆっくりおやすみなさいませ」と部屋を辞して行った。

（……結局、アニタに殿下のことを言えなかった）

　そもそも本当に迎えは来るのだろうか。

　修道女のメアリが聖なる壁の聖女だと知っているのは、教会関係者だけのはず。それとも王家側に事情を知っている者がいるのだろうか。王家と教会は、現国王の即位時より不仲であるのに。

　ベッドに寝そべったまま、ころんと頭の向きを変える。自分の髪からいつもと違う優雅な薔薇の香りがする。メアリはうとうとして目を閉じた。

（……このまま寝てしまいそう）

　手も、顔も、触れるところがどこもふわふわだ。

（気持ちいい。マッサージのおかげね。あしたアニタにお礼を言わなくちゃ……。言えるといいな……大丈夫だよね……この時間まで何もないのだから、もしかしたら何事もなく今日が終わるかもしれない……）

　そもそも相手は王族だ。メアリみたいなただの修道女にかまっている暇はないだろう。

（ああ、今日は……なんだか、長い一日だった気がする……）

　壁越しにしか人と接することのないメアリの毎日は凪いでいる。けれど今日は、王子様のせいでいつもと同じようで全然違う、刺激的な一日になった。

　──聖女様。聖女様。

　頭のなかに、壁の向こうから聞こえる声たちがよみがえる。

（明日を、みなが……安らかな気持ちで……迎えられますように……）

　彼らのために祈る。そうしているうちに眠りにつくのが、メアリの日常だ。

「──おやおや、すっかり寝入ってるじゃないか。豪胆なのか、それともただの馬鹿なのか。なんとも無防備な眠り姫だね」

　だから、深夜の侵入者には気がつかない。

「まぁ、僕には都合がいいけれど。声の力で抵抗されることを想定してたけど、これなら簡単にご招待できそうだね」

　侵入者はそうつぶやくと、よいしょ、と眠るメアリを抱きかかえた。

「さて、城までご同行願いますよ、聖女様」
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　意識が浮上してすぐに感じたのは、控えめな上下の振動。何者かに担がれ、どこかへ運ばれているのだとわかった。

　空気の質が変わって、屋外から屋内へ入ったこともわかる。

　けれど、まだ目は開けられない。

　頭は起きようとしているのに、身体は強引に寝かされている。気持ちが悪い。

「お連れしましたよ」

　耳元でする男の声で、起きたり眠ったりを繰り返していた意識が再び浮上する。

　呼吸がしにくいと思ったら、口と、それから目にも布を巻かれているようだ。腕は後ろ手に縛られているらしい。

「ずいぶん手荒なまねをしてくれたね」

　メアリが思ったことをこの場の誰かが代弁してくれた。

「と言いますけど。城の人間に気づかれないよう運ぶのはなかなか骨が折れるんですよ。おまけにただの女性ではないですし」

「早くこちらに寝かせてあげて」

　──この声は。

　もしかして、ジョシュアとレイフォールだろうかと、メアリは眠っているふりを続けながら耳をすました。

「彼女が、聖女の正体？　……思っていたより若い」

「ええ、僕も意外でした。壁の受け答えから、もっと年上の女性を想像していたのですが」

「眠っているんだね？　どうやって連れてきた。僕は乱暴にするなと言ったはずけど」

「お迎えにあがったときにはすでにご就寝でしたよ。けれど念を入れてさらに薬で眠らせてあります。もうしばらくは目覚めないでしょう。数回、頬をひっぱたきでもすれば別ですが」

　いかがします？　と、男は軽い感じに言った。

「まったく……。起こさないように。このまま夢だと思ってもらったほうがいい」

　メアリの背中がふんわりとしたものに包まれる。どうやら寝台に寝かされたらしい。

「ここまでうまく行きましたが、あまり長くは侍従長たちを誤魔化せられません。僕は隣の間に控えておりましょう。いつもあなたが使う睡眠薬よりは弱いものなので、刺激をされますと目を覚ますのでご注意を」

「わかった」

「くれぐれも、声の力には気をつけてくださいね」

「ああ」

　メアリがどれほど目を開けようとしても、身体はまったく動かなかった。まるで自分の意思で動くことのできない夢を見ているみたいな感じがする。

（ここは……たぶん、王城よね？　レイフォール殿下の私室なのかしら……）

　衣擦れの音がしたかと思ったら、ふと知らない香りに包まれた。

　メアリの背中にぞくりとしたものが走る。

　嫌悪感からではない。間近に迫った人の気配に、身体が緊張しているのだ。

「……自分で命じておいて、いざあなたを目の前にしたら、寝ていてくれて助かったと思ってしまったよ」

　声がさっきより近くで聞こえる。頬に触れているのは、彼の指だろうか。

「はぁ……自分が嫌になるな。このような少女に振り回されて。僕はあなたをどうするつもりだったんだろう」

　耳に吐息がふきかかる。メアリの顔のすぐ近くに、相手の顔があるらしい。

「声の力に気をつけろと言われたけど。僕は、あなたの声が聴きたかったんだ……。もう一度……あなたの声を」

　そうつぶやく男に、そっと目隠しを外される。口に噛まされていた布も外されたのがわかる。けれどまだメアリは目を開けることができない。

「──これが、あなたか」

　感じ入るような声だ。

　彼の手で前髪をかきわけられて、額をなぞられ、頬を包まれる。

　触れているところからじわりと他人の体温がうつってくる。あたたかな手だ。

「どのような女傑だろうと思っていたのに、こんなにもあどけない寝顔を見せられるとは思っていなかったよ」

　メアリはゆっくりと身体の緊張を解いていった。彼に触れられるのは、不思議と心地がよかった。

「瞳の色が見てみたかったな。どのような表情で話すのだろう」

　こんなふうに慈しまれるように触れられたことなど、初めてかもしれない。

　壊れ物を扱うような慎重な手つきは、アニタのやり方とも違う。

「……聖女。本当のあなたは、どんな感じなの？」

　どうして彼はこんなにも優しくメアリに触れてくれるのだろう。

　怖くないのだろうか。気味が悪く無いのだろうか。

　彼だってメアリの声の力を知っているはずなのに。だってメアリは、彼に力を使ってしまった。

（それなのに……どうしてみんなみたいに、怖がらないの？）

　そう思っても、声は出ない。

（この人は……本当の私を知りたがってくれる……ただの私を？　どうして……）

　頬に触れていた男の手が離れる。

『待って、まだそうしていて』と、口が動けばそう命じていたかもしれない。

「……はぁ……。参ったな……」

　何がどう参っているのだろう。こちらのほうがずっと困惑しているんだと言いたい。

「ジョシュアの薬はよく効くから、無理やり起こされると気分が悪くなるんだ……頼むから……もうしばらく、寝ていておくれよ」

　レイフォールは囁くように言った。

　すると、メアリの寝ている寝台がなにかの重みでじわりと沈んだ。身体をそっと包んだのは、おそらく彼の腕だ。

（ななななに……っ!?　ど、どうして殿下、添い寝なんか）

　何が起きているのか。メアリは動かない身体をなんとか縮めようとした。

　けれど相変わらず、指のひとつとして動かせない。

　こめかみのあたりにレイフォールの息づかいを感じる。「良い匂い」と吐息混じりに笑ったようだった。

「薔薇かな。いいね。……この部屋に聖なる女性がいるって実感する…………それってすごく…………」

　ごくりと彼の喉が鳴った。

「──責任を取れ、とは言ったものの……さすがにこんなつもりはなかったんだけど……添い寝だなんて、壁越しよりひどいんじゃないか……？」

　隣に寝ている彼はそうつぶやいて、身じろぎした。

　相変わらずメアリの身体は起きることを拒否していて、彼が何をしようとしているのかはまったく見えない。

「ん……」

　静寂のなかで漏れ聞こえた声音に、ぎくりとする。

「……、……ふ……、………………はぁ」

　寝台が軋む。首筋にあたたかい息が吹きかかる。

（殿下、いったい、なにをして……!?）

「ん……、…………あぁ……」

　これは。この、何かを耐え忍ぶかのように漏れる、甘い感じの声は。

　沸騰してしまったみたいに熱い頭で、ありえない想像をしてしまう。

（ま、まさか殿下、今、私の横で──!?）

「……っ、…………いや！　……良くない！」

　レイフォールが勢いよく飛び起きたので、隣のメアリもぽよんと弾んだ。

「これは良くない！　寝ている女の子相手にこれは良くないな！　悪の所業だ！　ああ、最低だ……壺があったら叫びたい……」

　何がどうなったのかわからない。

　わからないけど、とりあえずメアリは彼の腕の中から解放された。

　レイフォールは「良くない、良くない」とひとりごとを繰り返しながら寝台を下り、いずこかへ行ってしまった。

「はぁ……罪悪感がひどいな、これは……」

　しばらくして戻ってきた彼に、メアリも心の中で激しく同意した。

（大丈夫です……、私も同じ気持ちです……）

　聞いてはいけないものを聞いてしまった気がする。

　それともこれはメアリの妄想が作り出したリアルな夢だろうか。

　──いや、ちがう。

　隣にいる彼の温度、息づかい、肌の触れる感触はばっちり現実のものだ。

「ごめんね。どうかお願いだから、今夜のことは夢だと思っておくれ」

　そう言いながら、彼はメアリの前髪を後ろに撫でつけるようにした。

　額に押し当てられた感触が何であるのか、目を開けることのできないメアリにもわかった。

　僕もそうしたい、とつぶやいたレイフォールに、メアリは結局ひとことも返事をすることができなかった。
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（はぁぁ……）

　メアリはひとり、大聖堂近くの泉のほとりで時間をつぶしていた。

　早春の太陽の光を浴びる池の水面はきらきらと輝き、周囲の林は風に吹かれて葉擦れの音をたてる。

　この美しい泉は、かつて女神が禊ぎをしたと伝えられる清浄な場所である。

　今のメアリにもおそらく心の禊ぎが必要なのだ。そう思ったから、ここへ来た。

『瞳の色が見てみたかったな。どのような表情で話すのだろう。本当のあなたは、どんな感じなの？』

　みるみる顔に熱が集まってくる。

　メアリは急いで足下の小石をひろって投げて、水面に映る自分の姿を消した。

（夢だと思えと言われても……あんなの、忘れられるはずが……）

　あれから一週間もたったというのに、レイフォールの吐息、部屋の香りと彼の体温、それから特別に甘い声と、額にされたキスのことを思い出してしまう。

　そのたびに頭を抱えて身悶えているのだから、「お疲れですか」とアニタに心配されるのも当然だった。

（ぜんっぜん、疲れてなんかいないのに……むしろ暇を持て余しているくらいで）

　というのも建国祭の準備がいよいよ本格化し、大聖堂に特別な装飾をほどこすため、祭りが終わるまで懺悔室が開かれないのだ。

　聖女のお役目がなくても、修道女としての仕事や慈善活動はもちろんある。祭りの準備のためであれば城下町へ行くことも特別に許されていて、ほかの修道女たちは出かけたっきりなかなか帰ってこない。例年通りだ。

　目の不自由なアニタですら人手としてかり出されているのに、メアリはこうしてひと気のないところで気配を消していることしかできない。

　仕事をしたくないわけではなくて、メアリが張りきったところでかえって皆が怖がってしまい──結果、邪魔になってしまう。

　だから、掃除や洗濯をしたあとはどこかに隠れているほうがずっといいのだ。

（いつも思うけど、聖女でない私って、いなくてもいい存在なのよね……）

　わかっていても少し落ち込む。

　強い風が吹いて、水面がざっと波紋をたてる。メアリは頭巾ベールが飛ばされないよう顔を伏せた。

　風がおさまったところで、そっと目をあけた。

　すると、泉を挟んで向こう側、密に茂った林のなかに人影があることに気づく。

「おやおや。こんなところで油を売っているなんて。お一人ですか？」

（誰……？）

　メアリが立ち上がると、その人影も日差しの下へ一歩踏み出した。

　夜空よりも深い漆黒の髪と、翳った空色の瞳をした、背の高い青年だ。

　一般市民らしい服装だけども、どこか品のようなものを感じさせる出で立ちをしている。

　距離のあるここからでも、明るい日差しを浴びた彼の表情ははっきりと見えた。にこりと笑っている。

「ま、都合はいいか。お迎えにあがりましたよ、聖女様」

　今度こそしっかりと男の声を聞いたメアリは、跳び上がって驚いた。

（この声、ジョシュアだ……！）

　光の下で彼の顔をまじまじと見るのは初めてである。

　長い前髪が垂れ目の片方を隠している。ほんのり微笑んでいるような口元に、ほくろがひとつ。メアリが壁越しに聞いていた声のとおりの、色っぽい男性だ。

「ああ、もしかして僕が誰だかわかりませんか？」

「……ジョシュア、ですね」

「正解です。声でわかりました？　先日はどうもありがとうございました。けれど今はどうか、声の力は使わないでください。キミに危害を加えるつもりはありませんので」

　メアリはぐぬぬと押し黙った。力を使うつもりはなかったけれど、先手を打たれてしまった。

　そもそもメアリは面と向かって人と話すのが得意ではない──ましてや彼のような社交に長けた大人相手に、駆け引きなんてできるはずもないのだ。

　それなら正攻法で聞き出すしかない。

「ジョシュア、どうして先日は私の部屋がわかって……いえ。どうして私が聖女だとわかったんですか？」

　ジョシュアは泉のふちをたどるように、ゆっくりとこちらへ歩いてくる。

「それは、僕に協力してくれる可愛い子猫たちがこの教会にも何人かいるからですよ。懺悔室の聖女がメアリという名の修道女で、三階の角部屋にいると教えてくれたのは彼女たちです」

「まさか、その子たちに王家のスパイをさせているの？」

「いえいえ、今回限りです。今のところはね。大丈夫大丈夫、そんな警戒した顔をしなくとも、女神に誓って、彼女たちに手は出していません。僕はお仕事以外で女性と親密になることはありませんから。まぁ、信用していただけるとは思いませんけど」

「……信じられません」

「ふふ、でしょうね。聖女様には僕の恥ずかしい話をあれこれ聞いてもらいましたからね」

　ジョシュアは肩を揺すって笑っている。

「ああ、面白い。こんな普通の女の子が、聖女なんて大層な肩書きで呼ばれているなんてさ」

　とげのある言い方にムッとして、メアリは口を引き結んだ。

「ああ、すいません。キミを貶しているわけではないです。やっぱり教会は理解できないなって思っただけですよ。それからレイフォール殿下と、僕の趣味も違うってことですかね」

　名前を聞いただけで、メアリはぱっとジョシュアの顔を見てしまった。

「ふふ……目の色が変わりましたね。彼に会いたいのですか？　そうでしょう。でもね、ただの修道女なんかがおいそれと会えるお人じゃないんですよ、あの人は」

　わかるでしょう？　とジョシュアは意地悪く笑って、こちらへ手を差し出した。

「でも、僕は優しいので。キミが望むなら、会わせてあげましょうか？」

　メアリはぎゅっと両手を組み合わせて握った。

「……それがあなたの優しさゆえの行動なのだとしたら、遠慮いたします」

「ははは！　賢い女性は嫌いじゃないです。でもね、メアリ。会いたいと思うなら今、僕の手を取りなさい。じゃないと、キミなんかでは二度とあの人に会えませんよ」

　二人は距離を保ったまま対峙した。

　ジョシュアは変わらず微笑みを浮かべている。メアリは必死に考えを巡らせた。

（私がここで、殿下に会いに行ったとして……誰に迷惑をかけるだろう。教会側はむしろ王家とのつながりを喜ぶかもしれない。でも私は彼らのために行くんじゃない……だから、ご迷惑がかかるとしたら、殿下の方だ）

　メアリは顔を上げた。

「この件、殿下のご意志は？　あなたはなぜわざわざ迎えに来てまで、私を殿下に会わせようとするの？」

「前にも言いましたが、疲れているんですよ、あの人。そのせいでだいぶ具合が悪くて」

「具合が……？　まさか、体調を崩されているんですか!?」

「へ？　ああ、……うん、そうですねえ……まぁ、崩していたというか……むしろ頑張りすぎていた、というかですね。だから気晴らしになればと思って、懺悔室を紹介したんです。キミだって気になりませんか？　その後の彼の様子が」

　メアリはさくさくと芝を踏んで距離を詰め、ジョシュアの前に立った。

「では連れて行ってください。……お元気にされているか、少し確認するだけでいいので」
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（……と言ったけれど。まさか食糧といっしょに詰め込まれるとは思ってなかったわ……）

　メアリは荷馬車に積まれた空の木箱の中で静かにしているよう言い含められた。

「今の僕は、教会や王城に食材を運ぶ業者の男、という設定で変装しています」

「変装……？」

「そう。服装や髪型をいつもと変えています。仕事柄、そういったことが得意なのですよ。今からこの木箱に隠したキミを王城の厨房まで運び、そのあと殿下のもとに案内します」

　ジョシュアはそう言って木箱の蓋をしめた。暗くなった箱の中はかすかにリンゴの残り香がする。

　言われたとおりにおとなしくしていると、ほどなくしてがたんと木箱が上下に揺れた。荷馬車が動き始めたらしい。

　教会を無許可で脱走するなんて、生まれて初めてだ。

　悪いことをしている自覚はあるけれど、同時にワクワクもしている。

　荷馬車はじれったいほどのどかに歩みを進めた。

「はい、ご到着です。出て出て、急いで」

　木箱から顔を出したとたん、頭からすっぽり何かを被せられる。

「わっ!?」

「黙って。ここからは絶対に声を出さないでくださいよ」

　ジョシュアは袋詰めにしたメアリを肩に担ぎ、そのままどこかへ歩き出した。

　いくつもの扉をあけ、階段を昇り降りしたり、うるさい場所を通ったりしているのがわかる。

　けれどどこを通っても誰かに見とがめられることはない。彼は王城の裏側を自由に闊歩できるらしい──一体、何者なのだろう。

　ややあって、これまで通ってきたなかで一番静かな場所についた。

　よいしょ、とメアリを床に下ろしたジョシュアが、袋の口を緩めた。

「おつかれさま。顔を出していいですよ」

　メアリは乱れてしまった頭巾ベールを取って、あたりを見回した。

（ここは……？）

　窓がなくて、狭くて、薄暗いところだ。

　ろうそくのあかりしかない小部屋は、教会の物置小屋を彷彿とさせる。

　けれどここは無人ではなかった。

　ジョシュアのそばに、影のように並んだ複数の人間が立っている。驚いたメアリは頭巾ベールをぎゅっと握りしめた。使用人のお仕着せを着た少女たちだった。

　ジョシュアは彼女らに「頼んだよ」と手を振り、小部屋を出て行ってしまった。

　メイドたちは全員でメアリに向き合うと、何も言わずに修道服に手をかけてくる。

「な、なんですか!?」

　彼女らはピタリと動きを止め、メアリはハッとして口を押さえた。

　今、声の力は使わなかったはずだ。

「……お嬢様をこちらの服に着替えさせるよう、命じられております」

　メイドの一人が淡泊にそう告げた。腕に提げているのはおそらく、彼女らが着ているものと同じ使用人服だ。命じたのはジョシュアだろう。

（私にも変装をしろということ……？）

　メアリが静かになると、彼女らはものすごい早さで着替えと髪結いを済ませていった。

　アニタのやり方とはまったく違う、神業のような早さだった。

　最後にメイドキャップを頭にのせられ、仕上げとばかりに銀盆とグラス、それからワインの瓶をもたされる。

「あ、あのっ」

「……」

　彼女たちはメアリの着ていた修道服を抱え、しずしずと頭を下げた。

　ここまで誰一人としてメアリの目を見なかったし、声をかけられることもなかった。みな、命じられた仕事をしただけで、メアリ自身に興味はないのだ。

　ぎゅっと口を引き結び、小部屋の外へ出た。

　そこには、先程とはうってかわって豪奢な宮廷貴族の姿をしたジョシュアが立っていた。

「うん、良い仕上がりですね。似合いますよ、思った通りね」

　色っぽい垂れ目をさらに細め、メアリの全身を眺めて彼は笑った。

「……あなたって、一体何者なの？　本当はただのお坊ちゃまではないんでしょう？」

「どう思っていただいてもけっこうです。さ、行きますよ。ついてきなさい」

　返事も待たずに歩き出したジョシュアの背中を慌てて追いかける。

（つまり、貴族と使用人のフリをして殿下のもとに……？　こんな変装で、バレないものなのかしら……）

　誰かとすれ違ったらどうしようとびくびくしていたメアリは、王城の廊下の美しい装飾や絵画を見る余裕はなかった。

　そういえば絨毯はふかふかで、ジョシュアとふたりで歩く足音もしない。かわりにどこか遠くから、楽器の優雅な音色が聞こえてくる。

　この使用人服も、靴も、ふだん着ている修道服よりずっと良い着心地だし、さすがは王城だと感心してしまう。何から何まで一級品ばかり。

　教会の質素な暮らしとは大違いだ。




　いったいどう歩いたか見当もつかない道のりをへて、ジョシュアがひとつの扉の前に立った。

　扉の両脇に立つ衛兵たちに向け、彼がうなずく。それが何の合図なのかはわからないが、衛兵らは持ち場を離れていずこかへ歩み去っていった。

「殿下。ジョシュアです」

　部屋の中から「入れ」と返事がある。メアリはぎゅっと盆を握りしめた。

　扉を開けて入った広い部屋の奥、天井まであろうかという大きな窓の近くに、その人は立っていた。

「お連れしましたよ、殿下」

「誰をだ？」

　レイフォールは読んでいた書類から顔を上げた。ジョシュアを見て、つぎに隣のメアリへと視線をうつす。

「──あなたは……」

　こちらを見たままつぶやくようにそう言って、彼は紙束を執務机に置いた。

「まさか……聖女？」

「は、はい、そうです」

「なぜここへ」

　なんと言ったらいいのだろう。

　扉が開かれる前からドキドキしていたメアリは、王子殿下に会ったらまず何を言おうか、なんて考える余裕はなかった。まして本物を目の前にしたらなおさらだ。

（そういえば私、殿下にちゃんとお会いするのは、これが初めてなんだわ）

　これまで細工窓ごしに見てきたレイフォールより目の前の彼のほうが、当たり前だけれどずっとずっと素敵に見えた。

　陽光を反射する白いシルクのブラウスと細身のシルバーのベスト、同色のタイトなパンツスタイルは、宮廷服のなかでも簡素なものだろう。それでも彼が着れば、どんな衣装でも高貴に見える。

　うっとり見とれていると、ジョシュアに「ほら」と肩を小突かれ我に返った。

「あっ。きっ……きょ、今日は……私、殿下の……ご体調が……その」

「うぉっほん」と隣のジョシュアが咳払いをする。さらには「もっと聖女らしく」などと小声で忠告されてしまい、ますます言葉を失くしてしまう。

「ほ……本日は……っ」

　レイフォールは怪訝な顔でメアリの返事を待っている。

（なぜここへ、って、殿下のご様子が気になったからよ……でも、殿下は『ただのメアリ』が気軽に会える人じゃない。だから聖女として殿下に会う理由を答えないと──）

　──それなら、ひとつだけ。

　メアリは背筋を伸ばして息を吸った。

「わたくし、首を洗って参りました！　先日の責任を取らせていただきます！」

　ぶはっと隣のジョシュアが吹き出した。

「ふ、ふふっ……！　し、失礼。いやあ～、面白い」

　ジョシュアは腹をかかえてヒィヒィ言っているし、レイフォールは固まっている。

　彼らの反応を見なくとも、自分はいま失言したのだとメアリはわかった。

　顔が熱い。銀盆を握る手に汗が滲む。

　レイフォールは髪をかき上げた。眉間に皺が寄っている。

「ジョシュア……。お前が強引にお連れしたのだろう。なぜこんなことを……使用人の真似事までさせて」

「お忙しい殿下に、あなたの心の友から差し入れでございます。いいかげんお休みになってはどうです。ほらメアリ、殿下にそれをお渡しして」

「は、はいっ」

　先ほど「もっと聖女らしく」と言われたのとは一転して、使用人のようにグラスとワインを運ばされる。

　それにしても広い部屋だ。入り口からレイフォールの執務机までは、ソファにローテーブル、大きな花瓶と観葉植物……たくさんの家具を避けて進まなければいけない。

「こっ、ここに、置きます」

「……ああ、ありがとう」

　どうしてだか、レイフォールは目も合わせてくれない。

　歓迎されていないのだ。そうと感じたメアリは、急にこの部屋にいるのが恐ろしくなった。どうしてのこのことやって来てしまったんだろうと、強い後悔が襲ってくる。

　メアリは、自分が彼にとってなにか──特別な存在なのではないかと、うぬぼれていたことに気づいてとても恥ずかしくなった。

　今すぐこの場を立ち去ってしまいたい。そう思って後ずさりすると、メアリより先にジョシュアが「では私は失礼いたします」とくるりと踵を返した。

「えっ。ジョシュア!?」

「殿下は執務机で昼寝中だと、侍従長に言っておきますねー。でも、きっかり一時間。延長はなしでお願いします。それではのちほどお迎えにあがります、聖女」

　手を振って去るジョシュアを呆然と見送る。

（か、勝手な……）

　彼がいないと帰りたくても帰れない。レイフォールもため息をついている。

　この気まずい空気をどうしてくれようか。

　足下をにらみつけていたメアリに、レイフォールが向き直った。

「聖女……いや、メアリと、呼んでもかまわないかな」

　顔をあげると、ようやく彼と目を合わすことができた。

「もっ、もちろんです、殿下」

「今日は、どうやってここへ？」

　レイフォールはメアリを部屋の中央のソファへと促した。

「ええと、変装したジョシュアが……」

　ここまでの道のりをかいつまんで説明すると、レイフォールは秀麗な顔をだんだんと険しくしていった。

「彼はまた、勝手に教会へ行っていたのだね」

「あの、殿下。たしか他人の目があるから休まらないという話でしたが……今は大丈夫なのでしょうか」

「ああ、ジョシュアが少しだけ侍従たちを引きとめてくれている。彼は優秀な……部下、なんだ。あれこれ頼んでいる間に、僕の何でも屋になってしまったけれど」

「そうですか。不思議な人ですね、ジョシュアは」

　メアリはレイフォールと普通に話せていることにほっとして、ようやくソファに腰を落ち着けた。

　けれどすぐ隣にレイフォールが座るものだから、またしてもぴんと背筋を伸ばさなくてはいけなかった。

（っていうか……ち、近くない!?）

　ほぼ半身が触れ合うほどだ。彼の吐息がこめかみをくすぐる。

　これが宮廷式なのだろうか、だとしたら家臣たちは大変だ。こんなに美しい王子様と至近距離で話して、正気を保っていなくてはいけないのだから。

「せっかく訪ねて来てくれたあなたをもてなしたいところだけど、使用人を呼ぶことができないから……」

「おっ、おかまいなく！　むしろ私がっ。そちらのお飲み物はいかがですか？」

　話題を探すのに必死だ。さきほど机に運んだ瓶を指して、メアリは言った。

「持たされるままに持ってきてしまったのですが、お酒でしょうか」

「……あのラベルはマシリエ産の林檎酒か。ジョシュアの領地のものだ、問題ないだろう」

　あなたも飲むかな、とレイフォールは立ち上がろうとした。

「いえっ、ごめんなさい私、お酒は飲んだことがなくて」

「そう。そういえばメアリはいくつなの。壁越しのあなたは、僕よりもっとずっと年上のように思えたんだけど」

「十九歳です」

「じゅう、く……」

　彼の青い瞳がメアリを見て瞬きをする。

「……若いね」

「お、恐れ入ります……？」

「十九のあなたが、男の性欲がわかる、などと言ったの？」

　レイフォールはさらさらの金色の髪を耳にかけ直して、メアリの顔をわざわざのぞき込んで言った。

　青い瞳はおかしそうに笑っている。からかわれているのだ。

「そっ、それは……聖なる壁に語りかける方々は、身分も、年齢も、性別も様々です。私は彼らからいろんなお話を聞くので……その」

　メアリは自分の耳が赤く熱を持っているのを感じた。

「なるほど、耳年増ということだな」

　少し横を向けば、砕けた感じに話してくれるレイフォールのまばゆい美貌があるのに、恥ずかしくて見られない。なぜか彼の方が、メアリをしげしげと見つめている。

　このままでは横顔に穴が開きそうだ。

（んもう、何をしに来たのよ、メアリ！　もう二度と会えないかもしれないんだから、言いたいことを言わないと……！）

　思い切ってレイフォールに向き直る。

「殿下。私、殿下のご体調が優れないのだと聞いてやって来たのですが、お元気でしょうか？」

　瞳を覗く。女神の泉よりも澄んだ青色が、ぱちぱちと瞬いた。

「ああ、見てのとおり元気だよ」

「では、殿下のお心は？」

「……心？」

「あれから、ご無理をなさっていませんか」

　二人はしばらく無言で見つめあった。

　レイフォールの表情からはなんの感情も読み取れない。

　どうやら王子様という人は、常日頃からとびきりに厚い仮面をかぶっているらしい。

「……」

　レイフォールは手でそっと、メアリの目を隠した。

「……あ、あの、殿下？」

「あなたの瞳は、僕には強すぎる」

「強い、って……？」

「見透かされる気がするんだ、不思議とね」

「あっ」

　メイドたちに結ってもらった髪がほどかれてしまう。メアリの頬にかかる髪を、彼の指がゆっくりと耳にかけ直した。

「……でも、ここはあなたの懺悔室ではないのだから、メアリ」

　どさりと、気づけばソファに押し倒されていた。

　レイフォールの完璧に美しい顔が眼前に迫る。長いまつげ、細く高い鼻筋。薄く微笑む唇がメアリの名前を呼ぶ。

「お優しい聖女様。もしかしてジョシュアの差し入れというのはあの林檎酒ではなく、あなたのことなのかな？」

　両手の手首をとらえられる。メアリはぽかんとレイフォールを見上げた。

「ジョシュアに何を言われた？　王子を誘惑しろとでも？」

「まさか！　私は自分の意志でこちらに」

「自分の意志で、責任を取りにきたの？　どうやって？　何をするつもりで？」

「そ、それは」

　ほとんど勢いで来てしまったのだから、すぐに答えなんて出てこない。

　でも、心配だったからだ。懺悔室で見た彼も、この部屋でこっそりと添い寝をした彼も、悩みを抱えている様子だったから。

　疲れた人、困っている人、悩んでいる人の話を聞いて、楽にしてあげたい。それは聖女の役目で、メアリの存在意義でもある。

　そして、なんでも持っているように見えるこの完璧な王子様にも、悩みがあることをメアリは知ってしまった。

　誰にも叶えてもらえない望み。押し込めて封じている本音が。

（それを、私だけが知っている。聞いてしまったから）

　今、メアリの上で美しい微笑を浮かべているレイフォールと、懺悔室で身悶えていた彼の姿が重なる。赤い顔で、羞恥に語尾を震わせていた王子様。

　あのときの彼を思い出すと、甘い痺れが背筋を這い上がってくる。

　眉根を寄せ、息を乱す姿を、もう一度見たいと思ってしまう。

（優しくして差し上げたいのに、それと同じくらい困らせたいなんて）

　どうしたら彼を優しく困らせられるだろう。そう考えるだけでゾクゾクする。

（もう一度、あのときのようなお顔が見られるなら、私、なんだって──……）

　なにかの感覚が、メアリの中でぱちんと切り替わったような気がした。

「……ふふふ」

　メアリは彼の下敷きになったまま、うっとりと笑った。

「ええ、責任を取りますわ。だって、殿下がお元気になる方法を、私、知っていますので」

　レイフォールは眉を上げる。

　メアリはほんの少しだけ膝を立て、長いスカートの裾を持ち上げた。

「私の足で、踏んで差し上げますわね、殿下」

　彼は表情を固まらせた。

　少しわかってきた。この人はたぶん、動揺すると無表情になるタイプだ。

「あなたは……またそうやって、人をからかって」

　レイフォールはそう言いつつちらりとメアリの足元に視線を流した。

　──見ている。見られている。

　恥ずかしさはあるけれど、彼と会えるのも今日で最後かもしれないと思えば、なんでもできる気がした。

「どこを踏みましょうか、殿下？　リクエストがございましたら、どうぞ」

「どこ、って……」

　レイフォールの頬がだんだんと赤く染まってくる。メアリはますますいい気分になった。

　完璧な美貌を崩さない王子様より、今の彼のほうがずっと魅力的だ。

「今いちど声の力を使いましょうか？　殿下が素直になれるように、と」

　レイフォールはハッとした顔になって、メアリの上から飛びのいた。

「いい。必要ない」

「本当に……？　今なら誰の目もありませんのに。懺悔室と同じです」

　起き上がったメアリは、乱れてしまった髪を後ろに払って微笑む。

「私、あの晩のことも少しだけ覚えているんですよ」

「あの、晩……」

「ベッドで、私のことを抱き枕になさったでしょう？」

「……！　す、すまなかった」

「謝らないでください。嫌ではありませんでしたから」

　メアリの中のなにがどう変わってしまったのか、さっきまであんなにまぶしい存在だった王子様と対峙しても、堂々としていられる。

「殿下の心を楽にしたいのです。ここが懺悔室であれば私はそう考えるでしょう」

　レイフォールはゆるく首を振って半歩、後ずさった。

　これではまるで獲物を追い詰める獣の気分だ。ただ、彼にとびきり優しく、少し困らせたいだけなのに。

「ほら、そのままでは踏めませんから。お座りになって？　殿下」

「こちらへ」と差し出したメアリの手は宙に浮かんだまま。

　彼には時間が必要なのだということはわかっている。

　欲望を人にさらけ出すのは簡単じゃない。それが積もったものであればあるほどそうだ。

　レイフォールは眉間に皺を寄せたままメアリの指先を睨んで、たっぷり数分は悩み──ちらりと視線を合わせてきた。

　メアリは歩み寄って彼の手を握った。そのまま彼をエスコートしてソファに座らせ、自分はその真正面に立つ。

　メアリが屈むと、影がレイフォールを覆う。そのまま耳元にそっと口を寄せ、ささやいた。

「いい子、ですね」

　レイフォールの頬にぶわっと赤みがさした。知的な青い瞳はいまや熱を帯びてとろりと溶けたようになって、メアリを上目遣いに窺っている。

　とても、とてもかわいい。

「ふふ。いつも頑張っている殿下に、ご褒美です」

　右足の靴を脱いだメアリはソファに足をのせ、スカートをまくりあげて膝上の靴下留めガーターリボンを解いた。それを白いストッキングと一緒にぽとりと床に落とす。

（……お気に召すかしら）

　足の甲なんて気にしたことはなかったので、自分のそれが綺麗かどうかなんて自信はない。ただレイフォールは食い入るように見ているので、きっと大丈夫だろう。

（踏むなら、まずは靴かしら）

　ロングスカートを控えめに持ち上げ、指先でちょいとレイフォールの革靴を掻く。

「……あの、……メアリ」

「はい、殿下」

「…………もう少し………強く……」

「はい、わかりました」

　言われたとおり体重を乗せてぎゅっと靴を踏みつける。レイフォールは口元を押さえて小さく震えた。

　これだ。これが、メアリの見たかった彼だ。

　もっと、もっと知りたいと思う。完璧な王子様の仮面の下の素顔を暴きたい。

「腿は、どうでしょう」

「えっ……」

　今度はスカートを膝下まで持ち上げ、足を彼の膝に乗せた。

　高さがあるのであまり力は入らないけれど、さするように大腿の上を滑らせると、彼は「うわっ」と息を呑んだ。

「メアリ……！　そ、それは」

「男の人の腿ここって、硬いんですね」

　足裏に筋肉の弾力を感じる。レイフォールは細身だけど、決してひ弱ではないのだ。感心していると「それって、ワザと……？」と彼が息を震わせた。

「あなたの言葉選びは……独特だ……」

「そうでしょうか」

「んっ……メアリ、もう……いいから」

「いいえ、たくさんして差し上げたいんです。これが最後かもしれませんから」

「最後……」

　足の指でつまむようにしたり、ぎゅっと力を入れて踏んだり。

　なかなか体力がいる。色々と試しているうちに息切れがしてきた。

「んっ……、んっ……殿下、いかがですか？　なにかご要望はありますか？」

「メアリ……メアリ、もういいから……」

「ですが。あんっ」

「んぶっ!?」

　めいっぱい踏みつけたせいで膝の力がかくんと抜けて、メアリはレイフォールの上に転倒してしまった。

　胸で、顔を潰してしまっている。

　ちょうどブラウスの谷間に食い込むような感じで彼の鼻先が埋もれている。

「やだ、ごめんなさい、殿下……って、きゃ!?」

　ドンと強く突き飛ばされ、メアリは床に尻もちをついた。

「い、いったぁ～～～～……！」

　お尻は痛いし、スカートが膝上までめくれあがってしまった。

　慌てて直しているうちに、なんだか目が覚めたような気持ちになってきた。

　顔を上げると、立ち上がったレイフォールが赤い顔でわなわなと身を震わせている。

「あなたはっ……あなたには、慎みが！　足りない！」

　そうして彼はメアリに背を向けると、大股で部屋を横切り、執務室の奥の部屋に──おそらくもっと私的な場所だ──入って、バタンと扉を閉めてしまった。

（あ、あれ……私……またやっちゃった……？）

　そして扉は、メアリがいるうちには二度と開かなかった。





　　◇◇◇






「だんまりで、どうしたんです？　殿下に会えてうれしかったー♡　なんてはしゃぐかと思っていたのに。おとなしくって気持ち悪いったら」

　帰りの荷馬車に揺られるメアリは、ジョシュアのからかいにムッと口を曲げた。

（この人、私に対してだんだん遠慮がなくなってきたなぁ）

　聖なる壁の相談者だったころの彼は、もっと陽気な紳士だったのに。

　つまりあれは仮面で、こちらが本来の彼なのだろう。

（貴族のように振る舞えるのに、人攫いもお手のもの。変な人だわ。でも面白い。人ってやっぱり、いろんな顔を持っているものなのね）

　メアリだってそうだ。懺悔室の聖女でいるときと修道女メアリでいるとき、それからレイフォールの前に立った時の自分が、すべて同じとは思えない。

　でも、それは悪ではない。人の生き様というのはおそらく、そういうものなのだ。

「ははぁん、わかりましたよ。帰り際に感謝の口づけでも贈られて夢見心地なんでしょう？　女性はほんとに殿下の顔が好きですねえ。で？　どうなんです？　殿下はお喜びでしたか？」

「な、ちがっ……さっきからあなた、殿下にも私にも失礼ですよ！」

「はははっ。その様子じゃぜんぜんですね」

「痛っ、いった!?　ちょっと、馬の操あやつりが乱暴です、ジョシュア！　痛いぃ～」

　木箱での移動はまったく優雅ではない。

　これじゃ慎みをもつどころか、体中があざだらけになってしまいそうだ。

「だぁいじょうぶ。明日からはもっと上等な馬を用意しますよ。迎えは僕じゃなくて部下たちなので、今みたいな悪態をつかないように。彼らはあなたのことを、お優しく清らかな聖女様だと思ってるんですからね」

「あ、明日から……？　部下？」

「あれ？　僕は殿下からそのように言付けられましたが？　『聖女メアリと僕の時間を、毎日一時間ほど確保するよう調整してほしい』って」

「……どうして、そのようなことを？」

　なぜメアリを呼ぶのだろう。最後は機嫌を損ねて引きこもってしまったのに。

　どういうことかと訊ねても、ジョシュアにもよくわからないらしかった。

「殿下が僕に変な仕事を申しつけるのは、珍しいことなんですがね」

「変な仕事って……それならあなた、普段はいったいどんなことをしているの？」

「諜報活動のようなものですね。それから城下におりることも多いです。レイフォール殿下は国民の暮らしの実際を気にかけておられますので。とは言っても、基本的には殿下の側近として自由に過ごさせてもらっていますよ」

「そんなお仕事もあるのね……。そういえば私が壁越しに聞くあなたのお話は女性関係ばかりでしたが、それも？」

「女性は有益な情報を持っていることが多いですから。キミのこともヴァリタ教信者の噂から調べました。懺悔室の聖女はなかなか評判が良かった」

「えっ」

「噂を精査し、僕自身でキミの人柄をたしかめ。聖なる壁との対話が、殿下の気晴らしになればいいと思ったんですよ。最初はね」

「たしかに、懺悔室にいらっしゃったときの殿下はなにか思い詰めていらっしゃるようでした……自由がない、と」

「ええ……。彼はたいへん優秀でいらっしゃるのですが、一方でご自分に厳しく、甘え下手でしてね。最近は目も当てられないぐらいお疲れだったんですよ。先日の領主たちとの会談はまるで自動人形の受け答えのようでした。本来の彼はそんな人じゃないのに」

　陽気なジョシュアにしては感傷的な声色だ。

　彼も従者として、主人の心身が心配なのだろう。

「ですが、その殿下の死にかけた表情筋が、教会に行ってから少しばかり改善しています。それはキミのおかげなのではないかと思うのです。ありがたく思っていますよ」

　メアリは木箱のなかで押し黙った。

　感謝されるようなことはしていない。

　むしろあの日も今日も、レイフォールに恥ずかしい思いばかりさせているような気がする。

　けれどもし、ジョシュアの考えが少しでも当たっていて、メアリが完璧な王子様の役に立ったのなら──それはとても喜ばしいことだ。

「僕は、あの人には…………──でいてもらいたいので」

　揺れる木箱の中では、ジョシュアのひとりごとのような呟きはよく聞き取れなかった。

「これからも期待しています。殿下のことをよろしく頼みます、聖女メアリ」

　無言になってしまったメアリをよそに、ジョシュアはのんびりと荷馬車を進めた。
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　両開きの扉を慎重に押し開けると、あたりにギギィとつんざくような音が響いた。

「失礼しまーす……」

　扉の先には下り階段があって、石の壁には一定間隔でランプが灯っている。けれど下の方は暗くてよく見えない。階下から吹く風に頬を撫でられる。この先には無限の深淵が続いているかのようにすら見える。

（私はここに来て、本当によかった、のよね……？）

　おそるおそる階段を一段下りて、メアリはそう思った。




　王城に招かれること、三度目。

　今日はジョシュアの部下だという男性に連れられ、馬に乗ってやって来た。そして前回のジョシュアのときと同様に、メアリは使用人へと変装させられた。そこまではいい。

　案内役の彼はその後、地下書庫への階段だという扉の前までメアリを先導し、見張りの衛兵と一緒にどこかへ消えてしまったのだった。

　ゆえに地下へと下りるのはメアリだけである。

　この先には、古い書物を保管する書庫があるのだという。メアリにはそれが真実かどうかを確かめる術はないし、たとえ本当は拷問部屋が待っていたとしても、言われたとおりに暗い階段を下りるしかない。

　びくびくしながら道なりに進むと、突き当たりに古めかしい木製扉があった。すでに先客によって開かれているようだ。

「殿下……？　どちらにおいでですか……？」

　メアリの声は、背の高い書架いっぱいに整理された膨大な量の書物たちに吸われてしまって響かない。

　極力日光を避けたつくりのせいか、空気はひんやりしている。まるで教会の裏林にある霊園だ。あそこも夜になればこんな感じに不気味な風が吹くのだ。

「殿下……レイフォール殿下ぁ……」

　心細くなって囁くと、書架の間からぬっと飛び出した腕に突然、手首をつかまれた。

「ヒッ!?　い、イヤーッ!!??」

「……そんなに驚かなくても」

　レイフォールは片手で耳を押さえて、呆れた感じに息をついた。

「で、殿下！　よかった、ああ、こわかったぁっ……！」

「声を抑えて。慎みが足りないと、きのう言ったばかりなのをお忘れかな」

「も、申し訳ございません……びっくりして」

「今は誰もいないからいいけど、気をつけておくれ。王城の中でこんな大きな声を聴くのは初めてだよ」

　ついておいでと言われたので、メアリはレイフォールの持つランプの光をたよりに薄暗い書架の間をおそるおそる進んだ。

「ここだ」

　ずらりと並ぶ書架の奥の奥に、ぽっかりとあいた明るい空間があった。

「どうぞ。あなたのために用意した勉強部屋だ」

　何も説明されなければ、なんて素敵な秘密基地だと思っただろう。

　たくさんのランプに照らされた空間は橙色に明るい。天井はドーム状にカーブしたつくりで、地下だというのに閉塞感もあまりない。

　床には精緻な模様が描かれた絨毯が敷かれていて、低い長椅子と、もたれかかって寝るのにぴったりな大きなクッションがいくつも並べられている。

　書き物ができそうなローテーブルもあるし、物置代わりの猫足の椅子の上にはこれでもかという分厚さの本が山のように積んである。

　これぞ貴族のライブラリールームという雰囲気だ。

「素敵……でも、どうして勉強部屋……？」

「昨日、あれから考えたのだけど」

　レイフォールは長椅子に座ると、置いてあったクッションのひとつに背を預けて、メアリを手招きした。

「僕は、あなたを淑女らしく教育し直すべきだと思うんだ」

「ええっ？　どういうことですか」

　教育、と聞いてメアリは露骨にいやな顔をした。今まで受けてきた教育というものに、あまりいい感情がないからだ。

「理由をお尋ねしても……？」

「うん」

　メアリが少し間を空けて隣に座ると、レイフォールは山のように積まれた本のなかから一番分厚い一冊をとって、自分の膝に置いた。

「聖女メアリは今後、ヴァリタ教会の中心人物になっていくだろう？　その聖女の中身が異性を喜んで踏むような──いや、失礼。あまりにも女神の印象とかけ離れた女性では、宮廷側としてもヴァリタ教の行く末が心配だ、というのが第一の理由」

「うっ……！　殿下にご心配をおかけするのは私としても本意ではありませんが……」

「参考までに聞くけれど、教会ではどのような教育を受けてきたの？」

「ほかの修道女たちとなにも変わらないです。読み書きと計算、それから聖なる書にある建国史……のようなものは教わりました。けど、私は身寄りのない孤児ですし、貴族のご令嬢とは育ちや考え方がまったく違うと思います。淑女らしくあるための教育なんて……そもそもふさわしくないような……」

「そう気負わなくても、すぐになれるよ、あなたなら」

　本の表紙に手を添えた殿下は、ほんのりと微笑んでメアリを見た。

「少なくとも、懺悔室の聖女メアリは淑女らしく感じたよ。あれを壁がなくてもできるようにすればいいだけ」

「で、ですが私、自分が聖女のお役目をしているって、信者のみなさんには知らせていません。だから私自身が淑女になる必要があるのかどうか」

「建国祭に、あなたがヴァリタ教会の代表として出席すると聞いた。これが二つ目の理由」

「うっ」とメアリはまたしても言葉につまった。

「本当に決まっているのですか……？　私も聞かされていないのに？」

「そうらしい。式典には僕も出る。そのときにあなたが変な動きをしたら、我慢できずに笑ってしまうだろう？」

「いっそ笑ってください～っ」

「それは困るよ。家臣たちをぎょっとさせてしまう」

　いつでもどこでも完璧に振る舞う王子様が、メアリのへんてこな挙動を見て腹をかかえている姿を想像する。それはそれで心温まる良いシーンになり……は、しないらしい。

「殿下が、私の先生になってくれるんですか？」

　ちらりと上目遣いにうかがうと、レイフォールは髪をうしろに払って自信ありげに微笑んだ。

「一日、一時間だけ自由時間をもらうことにしたんだ。そう願い出ても誰も僕を責めなかったよ」

　それは彼が今まで、あまりに多忙だったからではないのだろうか。そんな貴重な自由時間をメアリ相手に使っていいのだろうかと、不安になる。

　けれど計画を話すレイフォールの口ぶりは饒舌で、表情も生き生きとしていた。

「人前に立つために重要なのは、優雅な立ち居振る舞いとマナーの実践だ。それだけに絞ればひと月でなんとでもなるだろう。教師役は僕が最適だよ。なんて言ったって僕は完璧な王子、だからね」

「じ、自分で言っちゃった……」

「皆にそう呼ばれているのは知っているんだ」

「あら、バレていたんですね」

　二人は顔を見合わせてくすくすと笑った。

（そっかぁ……、勉強はあまり得意じゃないから気が引けたけど、これからしばらくのあいだ殿下とお話しできる時間があるのは、ぜんぜん悪くないな……）

　メアリはそわそわと居ずまいを正した。レイフォールも膝の上の本を開く。

「では今日は、簡単な歴史のおさらいからはじめようか。現在の周辺国との関係を把握するためにも歴史の教養は重要だ。ただ、女神と聖アメリアの建国についてであれば、あなたのほうが詳しいかもしれないけれど」

「はいっ。そこには少し、自信があります」

「うん。それでは建国よりもうすこし時代を下って、聖アメリア歴百年から──」

　レイフォールの穏やかな声は聞き取りやすく、メアリにもわかりやすくまとめてくれた聖アメリアの歴史はとても面白かった。

「──そのような争いや災いがあって、今の聖アメリア国がある。ヴァリタ教会と王家の関係性も、その年代によってさまざまな形をとってきたけれど、ふたつは今こん日にちまで長らく寄り添って歩んできたんだ」

　父王以前までは、とレイフォールは小さくこぼした。

「……国王様は、あまりヴァリタ教会のことがお好きではないようですね……」

「うん……たしかに政治と宗教のかかわりは難しいと思う。陛下は昔から、ヴァリタ教の興隆が王家の求心力の低下に繋がるのではないかと危惧しておられた。けど僕は、王家と教会、ふたつがよきパートナーとなればいいと考えている。民の心が女神を必要としているのだから、彼らの心の拠り所を切り捨てるのは良くない」

　メアリはそっとレイフォールの横顔を盗み見た。

　国民のことを当然のように第一に考える彼は素敵だ。

「──けれど、それにはあなたの働きも重要なんだよ、聖女メアリ。だからしっかり学ばないと。よそ見をしていないで」

「は、はい！　……頑張ります……！」

　──と、気合いを入れたものの。

　どんなにわかりやすい授業だったとしても、ほどよい温度の、薄暗い部屋で何十分と話を聞き続けていると、少しうとうとしてきてしまう。

（ね、ねむい）

　歴史を離れ、現在の○○国の国王がＸＸで、○○国の首脳はＸＸ国の女王の親族にあたり……という呪文がはじまったあたりで、いよいよ限界がきた。

「殿下……ごめんなさい、眠いです……っ」

　メアリは手をあげて彼の講義を遮った。

　レイフォールはメアリの不調に今気がついたという感じに目を瞬いている。

「おやおや、こらえ性のない。あなたの勉強時間はたった一時間しかないのに」

「んんん～っ……。でも、眠くて……。このままじゃ集中できなさそう……なにか刺激がないと」

「刺激か」と、レイフォールは形の良い顎に手をあて思案した。

「そうだね……。たとえば授業の最後に、なにかあなたに褒美があったりするといいのかな」

　そういえば愛犬はそうやってしつけたと、彼は真顔で言っている。

「なにがいい？　今すぐに用意できるものはあまりないけど」

　レイフォールは寛大だ。不出来な生徒にやる気を出させるためにご褒美を用意しようなんて優しさは、教会のシスターたちにはないものだった。

　ご褒美があればたしかにうれしいし、頑張れるかもしれない。おまけにこの様子だと何をねだってもいいらしい。メアリはそわそわと考えはじめた。

　清貧な教会ではたまにいただくお菓子などの甘味は貴重で、メアリももちろん大好きだ。

　育ち盛りのアニタあたりは、食べ応えのあるお肉に目がない。

（でも、今すぐ飲食物をご用意いただくのは無理そうだし……）

　じっとレイフォールを見る。

　今日も完璧に美しい王子様は小首をかしげてメアリの返答を待っている。

　たくさんのランプの光に照らされた彼の髪色はオレンジがかった金色で、頬にも赤みがさしているように見える。

　美しい彼の顔を見ていたら、ひとつ、胸が躍ることを思いついた。

（……こんなことをねだったら、怒られちゃうかしら）

　いつぞやのように、ぱちんと自分の中で何かが切り替わったような感覚がする。

　ふふふ、とメアリは頬に手をあて笑った。

「思いつきました」

「なんだろう」

「私、殿下の恥ずかしがるところが見たいです」

「…………は？」

「なので、また、ちょっとだけ踏んでもよろしいでしょうか。それが私の、ご褒美になるかもしれません」

「僕を踏むことが、どうしてあなたの褒美になるのさ……」

　レイフォールは「理解できない」と、額を押さえて盛大にため息をついた。

「ふふふ。だって私、踏まれているときの殿下を見るのが好きみたいで」

　頬を染め、眉を寄せて、メアリの一挙一動に反応するレイフォールの姿は、今思い出しても背筋がぞくぞくしてしまう。

「……あなたにはそういう……、人を加虐するのが好き、みたいな嗜好があるのかな」

「いいえ。まったくありません。でも、殿下は私にとって特別なんです」

「特別……？」

　メアリはまだ自分の中でぼんやりしている考えをまとめようと、宙を見上げた。

「私、懺悔室にいるときは、どう声をかけたら相手に安心してもらえるかを……相手を喜ばせたい、という考えを大事にしてきたつもりでした」

　けれど、優しくしたいのと同じくらい困らせたいという感覚を、メアリはレイフォールに会って初めて知った。

　今まで他人にそのような感情を抱いたことはないし、メアリ自身もこんな自分を知らなかった。そういう意味で、彼は特別な相手だ。

「今思えば、初めて壁越しに殿下とお話ししたのがきっかけで、私は変わってしまったのかもしれません。でもそれが悪い事だとは思えないんです」

　うっとりと話すメアリを横目で見て、レイフォールはきまりが悪そうに本に視線を落とした。

「あのときは……驚いた。壁の向こうに人がいるとは知らなかったし……それからあなたの声の力にも」

「ご心配なく、殿下。私、もう二度と勝手に力を使ったりしないと誓います。それに、慎みがないと殿下に失望されるのも嫌なので……踏むなんていうのも、やっぱりやめておきますね」

　ちょっぴり残念ですけど、とメアリは正直に打ち明けた。

「……。それは本当の本当に、勉強のための褒美なんだね？」

　レイフォールはこちらを見ないままに言う。メアリはぱっと笑顔になって、うんうんとうなずいた。

「はい、とても目が覚める刺激だと思います」

「……、……一回だけ。それであなたの勉強がはかどるなら、今日だけ。一回だけ、許そう」

「本当ですか？　ありがとうございます！　ではさっそくいたしましょう」

「なっ、さっそく!?」

「だって時間がありませんもの。善は急げです、殿下」

　メアリはいそいそと両足の靴を脱ぎ、昨日と同じようにガーターとストッキングも脱いで絨毯の上に落とした。

　レイフォールはぷいとそっぽを向いている。

　横顔は彫刻像のように整っているのに、頬だけはほんのりと赤い。肩まである髪に隠されている耳も、きっと同じ色をしているのだろう。

（ふふ、かわいい。殿下は肌が白いから、赤くなるのが目立ってしまうのね。臣下のみなさまはこんな殿下を知っているのかしら。照れている殿下が、とってもかわいいってことを……）

　昨日と違って、二人とも同じ長椅子に座っている。

　どうやって踏もうかしらと迷って、メアリはまず足の指先でこちょこちょと彼の脚のすねをなぞった。

「ひっ!?　ちょっ、と、そんなのはだめだよ！」

「あらごめんなさい。気持ち悪いですか」

「そ、そうじゃなくて……いや、とにかく、そのようなやり方はだめだ」

「踏むだけ？」

「踏むだけ！」

「わかりました。それじゃあ殿下、いきますよ」

　スカートを膝まで持ち上げて、長椅子の上に両足をのせる。裾がめくれないよう注意しながら、レイフォールの腿にかかとをのせてぐりぐりと揺するようにして押しつけた。

「痛いですか？」

「いいえ、大丈夫。よし、終わりだな」

　ほっとした感じの声に、メアリはにこやかに「いいえ」と返した。

「どうして殿下が、これを一回だと決めるんです？」

「え……？」

「私のご褒美です。私が一回分を決めます」

　ぎゅ、と足裏に力を入れて、彼の大腿の側面を膝から脚の付け根まですべらせる。とくに脚の付け根あたりを重点的に踏みつけた。

「うっ…………メアリ、あまり、調子に…………んっ」

「ふふ」

　足をどけて、メアリはレイフォールの横に手をついた。身を乗り出し、うつむいて顔を隠している彼の髪を、指先で耳にかけてやる。

「はい、おしまい」

　最後にふっと耳に息をふきかけると、レイフォールは口元を覆って息をのんだ。

「っ……だからあなたはっ……そういうところが……！」

　涙目のレイフォールににらまれても、怖くもなんともない。

　メアリはにこにこしながらスカートを整え、彼の隣に座り直した。

「……一度、あなたも体験してみればいい」

　ぽつりとつぶやかれた言葉に、メアリは首を傾げた。

「踏まれることをですか？　それは私のご褒美にはならないかと」

「じゃなくて、僕が！　あなたのからかいでどんな気持ちになるか、踏まれてみれば少しはわかるだろう！」

「ああ、なるほど。たしかにそれは重要だと思います」

　自分のやったことを反省することは大事だ。それにレイフォールの気持ちがわかれば、次はもっと上手く喜ばせることができるかもしれない。それならぜひ体験してみたいと思う。

　メアリが背を正すと、立ち上がったレイフォールが正面に陣取った。見上げた彼はむすっと不機嫌そうに眉を寄せている。

　──見下ろされている。

　背の高い男性にそうされると、威圧感があって支配されている感じがする。相手が彼でなかったら怖いと思ったかもしれない。

　どうやって踏まれるのだろうと、メアリはどきどきしてそのときを待った。

　けれどレイフォールは足で踏むどころか、メアリの足下に片膝をついて跪いた。目を伏せた彼の顔が、メアリの目線より下にある。

（やっぱり、とてもお美しいわ……）

　ランプの光を弾く金色の髪も、すべすべの額も、目元に影を作るくらい長いまつげも、細い鼻梁も、そして均整のとれた身体つきも、長い手脚も。まるで生きた美術品のような造形だ。

　いつまでも飽きずに眺めていると、ちらりと視線をあげたレイフォールと目が合う。メアリはどきっとして視線を反らした。

「……触るよ、メアリ」

「えっ」

　レイフォールの手が、メアリの片足を両手ですくい上げて包んだ。予想とは違う優しい手つきに困惑して、メアリはどぎまぎと彼の名を呼ぶ。

　そこになにかあるわけでもないのに、レイフォールはまじまじとメアリの足の甲を見つめている。指先をつまむように揉まれたり、くるぶしをなぞられたり。

　焦って足をひっこめようとするのに、足首をつかまれてしまっては動かすことができない。

「そ、そんなところ、きれいではないですよ、殿下」

　足指を他人に観察されたことなんて、生まれてこのかた経験がない。これはもしかしたら、裸を見られるのと同じくらい恥ずかしいことかもしれない。

「で、殿下、もう……あっ」

　足首を掴んでいた手が、ふくらはぎをゆっくり下から上へとさすりはじめた。ストッキングは脱いでしまったから、肌を直接触られている。表面を滑らせるくらいのやわらかい手つきで、足首から膝までをゆっくり往復される。

「ん……殿下、ちょっと……くすぐったい……です」

　何を言ってもレイフォールは手を止めてくれない。完全に仕返しのつもりなのだろう。

　ただ、触られていること自体は不快ではなかった。むしろどちらかというと──気持ちがよかった。

　同じ気持ちよさでも、アニタのマッサージとはなんだか違う。

　何が違うのか。相手が彼だからか。

「あっ!?」

　膝の内側をなぞられたとき、思わず身体が震えた。

　妙に甘ったるくて変な声まで出してしまった。メアリは慌てて口を押さえた。

　それにさっきから、なぜかお尻の辺りがむずむずとする。じっとしていられなくて、でもどうしたら楽になるかわからない。

「殿、下」

　呼んで、目を合わせてはいけなかった。メアリは彼の瞳を見て後悔した。

　彼はいつもの柔和な表情ではなく、真剣な表情でじっとメアリの反応を見つめていた。青い瞳はランプの光のせいか熱っぽく溶けて見える。

（そんなに、見ないでほしい）

　メアリは両手で顔を覆った。

（ああ、殿下も、こういう感じになってたってこと……？　見られるのって、すごくどきどきする……。変だわ、身体が熱い……でも私、こんな優しいのじゃなくて……もっとちゃんと、触ってほしい……かも……）

　何かが足りない。そのもどかしさは何なのか、どこからやってくるのか、わからない。

　レイフォールの手はついに膝から腿の内側──スカートの中にまで滑り込んでくる。

「ひゃっ!?」

　そこが今までで一番、気持ちよかった。

（でも、もっと──もっと奥の方が……っ！）

　身悶え、懇願しようとしたとき。

「はい、おしまい」

　耳元でレイフォールの声がして、彼の手が離れていった。

「う、うう……」

　メアリはぐったりと長椅子にもたれかかった。

　立ち上がり膝を伸ばしたレイフォールは「やれやれ」と妙に明るい声で言う。

「どうかな？　僕があなたにどれほど困惑させられているか、これでわかった？」

「……わかった、ような気がします……」

「はぁ、助かったよ。頼むからもう踏ませてくれなんて言わないで」

　メアリはこくこくとうなずいた。

　たしかにこういうご褒美はあまりよろしくない。授業のあいまにやってしまったら、覚えたことが片っ端から飛んでいってしまうだろう。それぐらいの衝撃だった。

「メアリ、よく聞いて」

　レイフォールは椅子に座り直すと、真摯な声でメアリに語りかけた。

「女性が男を前にしてみだりに脚を出してはいけないよ。僕はともかく、相手の男が勘違いをするから……誘われているのかと」

　そしてまだ息が整わないメアリの背をとんとんと優しく叩いてくれる。

（でも、脚なんて、掃除をしてても見えちゃうし、走っても見えちゃうのに？　……あ、そうか。本物のご令嬢は、掃除も、走りもしないんだわ）

　やっぱり自分はまだまだ淑女にはほど遠いのだと反省をする。

「はい、殿下……ごめんなさい」

「わかってくれたらいいよ」

　彼の言う「誘い」というのはつまり、「私と交際をしませんか」という合図になってしまうぞ、ということだろうか。たしかにそれは大変なことだ。

（誰にでもわかる誘い方をしてしまって、聖女が不特定多数とそういう関係になっては、問題だものね）

　これからは気をつけようと思う反面、気になることもある。

「あのう……殿下？　質問があるのですが」

「なんだろうか」

「逆を言えば……女性側から誘いたいと思うときは、相手にそのように脚を見せればいい、という解釈で合っておりますでしょうか」

「はっ!?」

　レイフォールは目を見開いて絶句した。

　そして腹の底から深いため息をつくと、傍に積んであった本の山に顔を埋めてしまった。

「あなたって人は……。……これは、前途多難だ……」

「で、殿下？　ごめんなさい、私、また変なことを言ったんですね!?　気をつけますから、何がおかしいのか教えてください、殿下っ」

　どれだけメアリが謝っても、レイフォールは「やだ」「むり」と繰り返し、授業はおわりになってしまった。
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　就寝前のひととき、アニタはメアリの肉体改造をするのだとばかりに全身のマッサージに余念がない。

　今夜はメアリを寝台に座らせ、頭がすっきりするツボだというところをぎゅうぎゅう指圧してくれている。なかなか心地よい刺激だ。

「ん～、気持ちいい。痛いのは、もうやめたの？」

「はい。とある方に手ほどきしていただいたのですが、肌をさすったり、つまんだりするだけでも痩身や疲労回復に効果があるんですって。はい、頭はこれでおしまいです。髪を整えますね、メアリさま」

「とある方って？」

「最近出入りするようになった、異国の薬師の男性です。とびきりの美声なんですけど、お顔立ちも美形なんだそうで、みな彼に夢中なんですよ」

「ふぅん。建国祭も近づくと、色んな人が教会に来るわねえ」

「賑やかで楽しいですよね。足腰は疲れていらっしゃいませんか？」

　アニタは寝台のそばに膝をついてしゃがんで、彼女の膝にメアリの足を置いた。

　その体勢で、ふと昼間のレイフォールを思い出してしまう。

　触れられた感覚までよみがえりそうで、メアリは慌てて足を引っこめた。

「あ、足は平気。その、疲れてないから……そうだわ、気になっていたことがあるんだけど」

「私の足って汚くないかしら」と訊ねようとして、やめた。

　アニタがあまりに自然に振る舞うからたまに失念してしまうのだけど、彼女の目は光を映さない。今も手探りでメアリの夜着の裾を整えてくれている。

「はい、なんでしょう？」

「ええと……もしよければ、肩が疲れているかもしれないなって。たくさん本を読んだから」

「では、肩でおしまいにしましょうか」

　アニタの手がメアリの肩をさする。張っていて重いと感じていたところを、ぎゅっと指圧してくれる。

「あぁ、すっごく気持ちいいわ……そうだ！　アニタ、私にもマッサージの仕方を教えてくれない？　それで私も、アニタにしてあげたいわ。だって本当に気持ちがいいんだもの」

「まぁ、メアリさまったら……！　私などの説明でよければ、いくらでも……。では、まずご自分でもできるところからお教えしますね。手のひらの中央あたりを、こうしてぎゅっと親指で押してみてください」

「こうかな……？　アニタにやってもいい？」

「ええ。……お上手です！　本当、気持ちいいですね」

　ぎゅっ、ぎゅっと繰り返しているうちに、触れあう手と手が温まっていくのがわかる。

　ふたりは顔を見合わせてうふふと笑った。

「すごいなぁ、アニタったら。もしかしたら将来、これで食べていけるんじゃない？」

「褒めもらえて嬉しいですが、商売のことばかり考えていると司祭様に怒られてしまいますよ」

　司祭様といえば、とアニタは急に真顔になり声を落とした。

「メアリさま、昨日と今日の昼間はどちらかにお出かけでしたか？」

　メアリは、ぎくりとして視線をさまよわせた。

「えっ？　ええーっと、昼間なら、女神さまの泉あたりにいたはずだけど……？」

「そちらも探しに向かったのですけど、入れ違いになってしまったのでしょうか」

「か、かもね？　何か私に用があったの？　ごめんね、探させてしまって」

「いいえ。用があったのはアニタではなく、司祭様がメアリさまをお探しだったのです」

「げっ」とメアリは淑女らしからぬ声で唸った。

「なんのご用で……？」

「さぁ、アニタにはわかりませんが……この時期ですからおそらく、建国祭の準備についてではないでしょうか」

　そうかもしれない、とメアリは頷いた。

　レイフォールですら聖女が式典に参列することを知っていたのだから、メアリ本人に知らされるのは遅いくらいだ。

「いろんな者に声をかけて探し回っておられたので……。早めにお伺いするのがいいと思いますよ」

「ううっ、やだなぁ叱られるかも……教えてくれてありがとう、アニタ」

　アニタはメアリの行方に疑問をもった様子はなく、手のひらのマッサージに意識を戻した。

（私が教会を抜け出していること、アニタには話しておいたほうがいいかな……？）

　アニタはメアリにとって唯一無二の友人だ。

　彼女ならこれから先、メアリが教会を抜け出す際の手助けをしてくれるかもしれない。それに、王城での話はきっと彼女への良い土産話になるはずだ。

「そうだ、メアリさま」

「えっ？」

「もしよければ明日は、一緒に街へおでかけしませんか」

　出鼻をくじかれたメアリは、ぱちぱちと目を瞬いてアニタを見た。

「城下街へ？」

「ええ、建国祭までのあいだ、修道女たちは何人かグループになって聖都内の教会を巡るでしょう？　そのおつとめのあとには、買い物や、カフェに寄ることがちょっとだけ許されるんですって」

　アニタはうっとり祈るように指を組んだ。

「みんなでカフェ……憧れます。それで、メアリさまは去年もおととしも巡礼に参加されていなかったと聞いて……私のグループはほかに三人いるのですが、私の目について助けてくれる優しい子ばかりで……。ですから……メアリさまも、よろしければ一緒に……」

　アニタは懸命に言葉を選んでいるようだった。

（ああ、そっか……。私がみんなとうまくいっていないこと、ついにアニタにもわかっちゃったかな……）

　今までできるかぎり隠していたけれど、アニタにも付き合いがあるから、いずれは知られてしまうことだった。

　アニタとの関係は、去年の建国祭よりもあと──両親を亡くし悲嘆に暮れていた彼女が、聖なる壁の懺悔室を訪れたのがきっかけではじまった。

　司祭がアニタを聖女の側付きに命じたのはそういった理由を加味したのだろうし、彼女もメアリに恩義を感じて尽くそうとしてくれる。

　けれど、アニタがこれからも友人でいてくれるかどうかは、彼女の心しだいなのだ。

　メアリは胸の焦燥を隠すよう声を落ち着かせて言った。

「ありがとう、アニタ。気を遣ってくれて」

「そんなつもりは……！　アニタはただ、メアリさまのことをみんなにもっとちゃんと知ってもらいたくて……だから」

　──みんな。

　アニタには、楽しいことを共有する友人ができたのだ。ちくちくと胸が痛む。

「私にかまわず、楽しんできていいのよ」

「……でも」

　アニタの友人たちは、アニタのことが好きだから優しいのだ。けれどそれは彼女らがメアリに優しくすることには繋がらない。

　アニタの顔をたてて付き合ってくれたとしても、それはメアリへの友情と言えない──そんなひねくれた考えに、自分で傷ついてしまう。

（こんなでは聖女にも淑女にもなれない……今の私は、レイフォール殿下にお見せできないような顔をしているわね、きっと）

　こういうとき、彼ならなんと答えるだろうか。

　完璧な王子様はきっと本音を優しく包んで、相手が傷つかないようにそっと渡すかもしれない。

「……実はね、最近少し、一人で勉強し直したいなと思うことがあって、時間がほしいの。だから、今回は本当に大丈夫。誘ってくれてありがとう、アニタ」

　アニタは何か言いたそうにこちらに顔を向けていたけれど、それ以上メアリからの賛同が得られないとわかると「残念です」と小さくつぶやいた。

（明日も、城へ行くんだもの。たくさん覚えることもあるし……寂しくなんてないわ）

　むしろ一人でいる方がいい。レイフォールの呼び出しがいつ何どきになるかわからないのだし。アニタと離れてもそれほどつらくないのはもしかしたら、彼のおかげかもしれない。

　そうやって自分のことばかり考えていたメアリは、いつもとちがうアニタの様子にまったく気づいていなかった。
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　レイフォールからの呼び出し時間は、早朝、女神の泉近くの林を確認することでわかるようになっている。

　ジョシュアの部下たちが木の枝に布を縛り、その色でおおよその呼び出しの時間帯がわかるのだ。メアリが布を外せばＯＫ、手つかずなら今日は無理という意味の返事になる。

　淑女教育二日目の今日は、黄色。十五時頃だ。




　晴れ晴れとした良い天気にもかかわらず、王城にやってきたメアリの表情は冴えなかった。

「なんだか疲れていない？　メアリ、顔色が悪いよ」

「ごきげんよう、殿下……。実は……私、朝からちょっと……お勉強を」

　メアリはよたよたとレイフォールに歩み寄ると、今朝習ったばかりの宮廷式の礼をしてみせた。ちなみに今日は変装ではなく、修道服のままだ。

「おや？　それはまだ教えていなかったけれど」

「実は、司祭様が……」

　朝のおつとめのあと司祭ダンデモールに呼び出されたメアリは、そのまま昼過ぎまで式典についてのあれこれを叩き込まれたのだった。

「殿下の仰ったとおり、聖女として建国祭に参列するよう言われてしまい」

「なるほどね」

　レイフォールは優雅にお辞儀を返し、そして淑女をエスコートするかのようにメアリに腕を差し出し微笑んだ。

「大変だろうけど、僕はあなたの活躍を嬉しく思うよ」

「活躍だなんて……。でも本当に、本番で殿下を笑わせてしまわないよう、頑張らないと」

「それはぜひ、そうしておくれよ」

　レイフォールが大げさにため息をつくものだから、メアリはくすくすと笑ってしまった。

「そういうことなら、今から案内する場所があなたの気分転換になるといいんだけど」

　連れて来られたのは王城の主庭にあるガラス張り温室──植物園と言うらしい──の一画だ。

　さんさんと輝く陽光で明るい温室の中は、異国の花々と果樹が整然と生い茂っている。甘い香りとしっとりとした湿度に満ちていて、どこからか水の流れる音もする。

　物珍しさにあたりを見回していたメアリは「あっ」と驚いて足を止めた。

　噴水の水が流れ込む水路と花壇のあいだに、淡いブルーのテーブルクロスのかかった丸テーブルが用意されている。

　テーブルのうえには白磁に金縁のティーセットと、色とりどりのゼリーやケーキが載ったケーキスタンドが並べてあるようだ。

　こちらにまでただよう焼き菓子の甘い香りに、どうしたって幸せな気持ちになってしまう。メアリは感激してレイフォールを振り返った。

「殿下、こちらは!?」

「今日はテーブルマナーを覚えよう。同時にこれがご褒美でもある。いいね？」

「もちろんです……！」

　そしてどうやら今日は二人きりの授業ではないらしかった。

　テーブルの近くに、給仕のために控えている女性使用人の姿がある。

（あの方は……以前、着替えを手伝ってくれたメイドさん？）

　彼女はメアリの視線に気づくと、表情を変えぬまま深々と頭を下げた。

「彼女はアン。ジョシュアの部下の一人だよ。昨日の地下書庫も、今日のこのガーデンパーティ仕様も、彼女の助力あってのものなんだ」

「そうだったんですね。あの……いつもお世話になっております」

　メアリがアンに頭を下げると、アンは意外そうに目を瞬いて、そのあと同じくらい深々と頭を下げた。

　そうするとメアリもまた恐縮して頭を下げて「君たちはいつまでそうしているのかな」とレイフォールが呆れるまで、頭を下げ合ってしまった。

「では、実際に食べながら説明するとしようか」

　華やかに盛りつけられたアフターヌーンティセットをはさみ、メアリとレイフォールは向かい合わせに座った。

　彼が視線をやると、影のように立っていたアンが二人分のティーカップに紅茶を注ぐ。

「晩餐会やガーデンパーティを開きましょうとなったとき、まず問題になるのが、誰を誰の隣に座らせるかということなんだけど」

「それは皆、殿下の隣に座りたがるのではありませんか？」

「それは……まぁそうなんだけど、実際は僕の隣以外のところに頭を悩ませるものなんだよ」

「と、いいますと？」

「ゲスト同士の交友関係に配慮するのがなかなか難しくてね。友達のいないパーティほど肩身の狭いものってないだろう？」

「うっ。たしかに」

　賑やかな場にポツンといる自分を想像すると、心細くてやりきれない。

　けれど主催側からしてみれば、パーティの規模が大きければ大きいほど考えるのが難しい問題だろう。

「と脅してしまったけど、そのあたりは事前に侍従たちと相談ができるから、当日は笑顔で楽しめさえすれば良いんだよ」

「なるほど……それに殿下の笑顔の前では、みなさまの緊張など消えてしまいそうですしね」

　レイフォールはちょっぴり苦く笑った。

「……皆があなたのようであれば、僕もずいぶん気楽なんだけどなぁ」

　レイフォールはティーソーサをそっと持ち上げカップを手にすると、優雅に口をつけた。ほっと息をつき「いい香りだ」と穏やかに微笑む。

　彼が笑うだけで幸せになれる人間は、この世界に山ほどいるだろう。メアリはやわらかな笑顔にぼうっと見とれた。

「さぁ、あなたもどうぞ。主催のテーブルが食事を始めたら、ゲストも自由に楽しんでかまわないんだよ。ほかにも細かい作法はあるけれど、まずは美味しくいただくのが大切だと僕は思う」

　笑顔ひとつで相手の心を虜にしてしまうのは、生まれ持った才能なのか、それとも訓練の賜物なのか。

（殿下のようになりたいと思っても、私なんかじゃ到底……）

　彼との距離に尻込みして、それでも少しは近づきたいなと思ってしまう。

　けれど、上手にやろうと思うほどかえってうまくいかないものだ。

　ソーサを揺らしてしまったメアリは、載せていたスプーンを床に落としてしまった。

「あっ……ご、ごめんなさい」

「メアリ。あなたは目の前に聖なる壁があると思って振る舞ってみるのがいいと思う」

　テーブルに身を乗り出したレイフォールの手が、メアリの両目を塞いだ。

「あなたはたぶん、いつもそのように意識を切り替えてると思うから」

「意識を、切り替える……？」

「聖女であろうとする自分と、いつものメアリと。あなたはその二つの顔を使い分けているんじゃないかな」

　仮面を被るのではなく、切り替える。

「……やって、みます」

　メアリは目を閉じたまま息を整えた。

（ここに壁があって……私は相談者の訪れを待っている……）

「そういえばね」

　すると目を覆っていたレイフォールの手が離れ、彼は秘密を打ち明けるみたいに囁いた。

「そこにいるアンは、本当は男性なんだよ」

「……、……そう、なのですね」

「こんなにきれいな人が!?」と、頭の中は騒がしかった。

　けれど懺悔室でならば、誰が何を言おうとまず話を聞くのがいつものやり方だ。

「ふふ……うん。やっぱりあなたは実践向きだね」

　目を開けると、レイフォールが口に手を当て満足げに笑っている。

「い、今のは……冗談なのですか？」

「さて？　……メアリ、世界にはいろいろな考えを持った人々がいるでしょう。人の上に立つ僕らは、彼らとの違いをいったん受け止められるだけの寛容さが必要だと、僕は思うんだ。あなたはその点をちゃんとクリアしているよ」

　だから自信を持ってと、彼は励ましてくれる。

「それにね。あなたの声には、人を包む優しさがある。だから思ったこと、感じたことをたくさん話せばいいんだよ。そうすれば相手も安心するだろうから」

　すごくすごく嬉しいのに、メアリは上手に笑えなかった。

（私の声が安心するなんて……話していいなんて言われたの……はじめて）

　メアリがメアリのまま、思ったことを言っていいだなんて。

　ありがとうございますと言うタイミングを逃してしまって、カップに口をつけることでごまかした。口に含んだ紅茶がやたらと甘く感じる。

　ちらりとレイフォールを窺うと、ちょうど彼もカップを空にしたところだった。すかさずアンが熱々の紅茶を注ぎ足し、また後ろに下がった。

　彼女の淑やかな所作はどう見ても女性なのに……男性だなんて。

「……殿下のお話は私、ぜんぶ信じてしまいますよ？」

「ふふ、嘘をついてもあなたの目は見破るだろうね。さぁ、ご褒美を一つどうぞ。どれがいい？」

　本物のパーティでは食べる順番が決められているそうだけど、今は好きなものを取っていいと彼は言った。

　メアリは宝石のようなお菓子たちをわくわくと眺めた。

「どれもすごく美味しそう……！　一番甘いものは、どれでしょう」

「そうだね……チョコレートは好きかな？」

「とっても！」

「ではこのタルトはどう？　一番上の皿が甘いデザートだよ。このパイや、フルーツゼリーも気に入るんじゃないかな」

「すてき！　いただきます」

　レイフォールも同じチョコレートタルトを取り、ナイフとフォークで切り分け口に運んだ。手本を見せてくれているらしい。

（きれいな食べ方……美味しそうに見えるし、美しいって気持ちがいいわ）

「ん、おいしいよ？　食べてごらん」

　メアリはあわててフォークを手に取った。またしても見とれてしまった。淑女はきっと人の食事の仕方なんて眺めないだろうに。

「メアリ、チョコレートが口元についてる」

「えっ」と、メアリは石のようにかたまった。

「そこじゃなくて、唇のこちら側だよ」

「……！」

　食べ物で口を汚すなんて子どもみたいだ。あわあわしていると「おいで」と彼が手招いた。

　おずおずと彼のほうに顔を向けると、レイフォールはナプキンを片手にメアリの頬に手を添えた。

「ふふ。妹がいたら、こんな気持ちなのかもしれないね」

「い、妹……!?」

　がんと頭を殴られたような衝撃だった。

（妹……そっか、殿下はそういうつもりで、私にお優しいのね……）

　幸せの塊のようなチョコレートを食べても、なんだかさっきより甘くない。

　頬に触れた彼の指の感触がまだ残っている気がして、そっと指で触ってみる。

（嫌だわ、さっきから顔の熱が引かない……それになんだか心臓がドキドキして……息苦しい、ような……？）

　喉にタルトでも詰まらせたのだろうか。急いで紅茶を飲み干す。

「っ……」

　どくん、と心臓が強く脈打つ衝撃に、メアリは胸を押さえてうずくまった。

「メアリ？」

「あっ…………いえ、なんでも……ん……っ」

　レイフォールの声を聴くだけで、身体に甘い痺れが走る。

　何かがおかしいと焦るのに、口から出るのは熱っぽい吐息ばかり。

　強烈な尿意に似た疼きが、下腹部の奥をずくずくと熱くする。

（やだ、なんだか、変だ……私…………急に、どうして……？）

　どこもかしこも触覚が異常に敏感になっている。

　服の擦れにすらぞわぞわと肌が粟立つ。

　とくにひどいのが、背筋と内腿と──それから股の間と、胸の先のほう。

（なんなの、これ…………身体が、じんじんする……っ）

　自分の髪が首を撫でるだけで、衣服が肌をかすめるだけで、メアリは喘ぎびくびくと身体を縮こまらせた。

「メアリ……？」

　異常を感じ取ったレイフォールは、険しい顔をしてメアリの腕を掴んだ。

「ひあっ!?」

　彼は咄嗟に手を離す。メアリはぎゅっと唇を噛んで声を呑み込んだ。

　レイフォールがアンを呼び、頭上で二人が何事かを言い合っているのが聞こえる。

　食器か、ティーカップかと、アンが何かを検分しはじめた気配がする。

（やだもう、服、ぜんぶ脱いじゃいたい……こすれるの、むずむずしていやだよ……！）

　早くこの熱を逃したい。

　でないと、もっとひどい醜態を彼らの前にさらしてしまいそう。

（いやだ……いやなのに……触りたい……っ、ここ、触りたいよ……熱いところ……っ）

　ぎゅっと内腿に力が入る。さっきからずっとそこが疼いて仕方がない。

　奥歯を噛み締めて耐える。でないと、声が出てしまいそうで。

「メアリ、苦しいんだね？　解毒薬がある、すぐに飲んで」

　レイフォールの指が頬に触れる。

　メアリはそれに縋りついた。

「殿下……！　たすけて……おねがい」

「大丈夫、助けるよ。さぁ口を開けて、いい子だから」

「ちがうのっ……」

「え？」

「殿下、おねがい」

　この甘苦しさをどうにかしたい。その一心で、メアリは自分の胸に彼の手を当てた。

「あっ……う……身体が、おかしいの……たすけて、殿下……」

「メアリ、気をたしかに」

「無理です……だって……もう、私っ」

　胸に触れたレイフォールの手は動いてくれない。それがこんなにもつらい。

「レイフォール様、わかりました。ティーカップとチョコレートタルトに、それぞれ別の薬がごく微量、振りかけられていたようです」

　それがアンの声だと、はじめメアリは気づかなかった。

　女性とも男性とも判別しがたい高さの声で、そこに険しさを滲ませている。

「僕も一緒に口にしたのに？　なぜ彼女だけがこんなにも」

「メアリ様は薬の耐性がまったくないのでしょう」

「僕には効かない薬だということ？」

「そのようです。とくに、メアリ様が最後に飲み干した紅茶……ティーカップの底に、溶けきっていない粉薬が残っています。雑な手口ですね……バレてもかまわないという」

　メアリを抱くレイフォールは小さく舌打ちをした。

「まさか、あいつの仕業か？　だが、なぜメアリに仕掛けた……？」

　耳にする会話の意味をほとんど考えられなかった。

　息苦しい、熱い。体の奥がうずいてしかたがない。

　少しでも身体の熱を冷まそうと、メアリは頭巾ベールを引っぱって温室の地面に落とした。汗をかいた首筋に貼りつく黒髪を払うだけでも、背筋が異様にぞくぞくする。

（このかんじ……風邪とは違う。懺悔室で聞いたえっちなお話を、夜に思い出しちゃったときの……いやらしい気分を、何百倍も濃くしたみたいなっ……！）

　熱っぽい身体を持て余して身をよじると、涙でにじんだ視界にレイフォールの顔が見える。

　メアリはぎゅっと目を閉じた。

　彼に触れたい欲求を、残りかすみたいな理性でなんとか押さえつける。

「メアリ……聞いて」

　びくりと身体が跳ねる。彼の声こそが、甘い毒のよう。

「人払いをしてしまったせいで、すぐにあなたを助けられるだけの者がいない。今アンを向かわせ、急ぎ部屋を手配させている。もう少しだけ耐えて」

　メアリは彼の腕の中でぎゅっと身を縮ませ、首を振った。

（もう無理！　息もできないくらいなのに）

　レイフォールはますます震えがひどくなるメアリの両肩を掴んだ。

「ごめんね、メアリ」

　どうして彼が謝るのだと言う間もなく、唇にやわらかいものが触れた。

　それがレイフォールの唇だと気づいたときには、舌で唇がこじ開けられ、口内に苦々しい液体が注ぎ込まれる。

「んんっ!?　んぐっ、げほっ」

「飲んで。解毒薬だけど、媚薬を薄める効果も多少あるはずだから」

「げほっ、なにこれ、にがすぎます……！　ほんとに薬なのかあやしいですって」

「大丈夫、僕は何度も飲んだことがある。ほら、もう一度、口を開けて」

「無理です！　毒よりにがいなんて！」

　飲み込んだあとも舌にひどい味が残る。

　口をきつく閉じていやいやと首を振ると、彼はメアリの顎をとらえ再び口づけてきた。

「んうぅっ」

　彼の舌が口内を探り、抵抗するメアリの舌を押し返して喉を広げようとしてくる。

　呼吸に困ったメアリはついに薬を飲み干した。

「けほっ」

「頑張ったね。これで少しは楽になるといいんだけど」

　涙が出るほどまずい薬を口に含んだのに、レイフォールは平然としている。

　メアリとの口づけに動揺する様子もない。これも、彼が身につけた仮面のせいなのだろうか。

「殿下、ごめんなさい……ご迷惑を……」

「違う、僕の失態だ。僕が、あいつに気を許しすぎていた」

　あいつというのが誰のことなのかわからないけど、彼は薬を飲んだときよりもずっと苦い顔をしていた。王子の仮面を崩させる人物とは、誰なのだろう。

（お話を聞いてさしあげたいのに……まだ、身体が疼いてる……気を抜くと、変な声が出ちゃう……っ）

　唇を噛むメアリを腕に抱き、レイフォールは眉をひそめた。

「まだ、つらいんだね」

「っ、すみ、ません……っ、殿下お願いします、耳元で話さないで……！」

　吐息が肌をかすめるだけでお腹の奥がきゅんきゅんと疼く。

　薬の苦味で正気を取り戻したのはつかの間で、今はもう、触れ合うレイフォールのぬくもりに過剰反応してしまう。

「離れてください……っ。私のことは、放ってくださってかまわないのでっ」

　解毒薬が効くまでの辛抱だ。あと数分、いや、数十秒なら。

　いつまで理性を保っていられるかわからなくて怖い。さっきみたいに彼の手を取って、みずから胸に触れさせてしまいそうになる。これ以上、醜態をさらしたくないのに。

「う……うっ……」

「泣かないでメアリ」

「やっ……！」

　優しい抱擁すらつらい。そのまま服を剥ぎ取って、むちゃくちゃにしてほしくなる。

　そんな妄想ばかりが頭に浮かんで、とっくに下着は濡れてしまっている。

「……なんとかする。僕の責任だ。決して褒められた行為ではないけど……でも」

　彼はメアリの肩を支える手にぎゅっと力を込めた。

「で、殿下、なにを……っ、ひぁんっ」

　彼の手がメアリの腿を撫でた。スカートごしにではなく、スカートの裾から手を滑りこませて。

「媚薬の対処法のひとつは、単純に身体の欲を晴らしてやること、だから」

「だめっ……だって、こんなのっ」

「メアリ、目をつぶっていて。僕がこれからやることを、どうか許して」

　レイフォールは言うや否や、メアリの修道服をたくし上げた。明るい午後の光の下、彼の前にメアリの白い太ももと下着がさらされる。

「いや……、だめ……」

　抵抗しようとしても、手に力がほとんど入らない。これではまるでメアリの妄想の中だ。

「い、いけません……だめ……」

　レイフォールの指が脚の付け根をなぞる。メアリは吐く息を甘く震わせた。

「触るよ、メアリ」

「うそ、ほんとに……っ!?　あっ!?　あぁっ」

　待ち望んだ刺激。

　下着をずらして触れられた場所が、とろりと濡れているのが自分でも分かる。

「いやぁっ……」

「……すごい」

　ごくりとレイフォールが喉を鳴らした。

「こんなになるまで我慢したんだね。つらかったろう」

「うぅっ、ごめんなさい、ごめんなさい殿下……！」

「気に病まないで。そのまま力を抜いておいで」

　言うなり彼はメアリの秘部を上下に優しく擦ってくれる。

「ひぁっ!?」

　ぐちゅぐちゅと水音が耳を刺激する。あまりの快感から逃げようと腰を引くのに、レイフォールが背後から抱き込んでいるせいで身動きがとれない。

　彼の指にとろりとろりと蜜が絡め取られ、塗りたくられているかんじがする。

　それがこんなにも、気持ちいい。

「あ、あうぅ……んっ、殿下、レイフォールさま……っ、ごめんなさいっ、私……指を汚して……」

「僕のことはいいから……どう？　ちゃんと気持ちいい？」

「あっ、あんっ…………きもちいい、ですっ」

「うん、それでいいんだよ。もう少しの……辛抱だからね」

　優しい声が耳に注がれる。

　彼の膝に脚をのせ、大きく開脚させられ恥ずかしいところを晒している。そこを男の人の骨張った中指が、丁寧に撫でている。

　こんなこと、昼間の美しい温室でやっていいことじゃない。目から入ってくる情報に頭が混乱する。

「はぁっ……はぁっ……ひゃあっ!?」

　レイフォールはメアリの下を触るのと同時に、服の上から胸をまさぐり始めた。

「や、そっちまで触っちゃ……」

「まだ足りないだろう？」

　ワンピースの裾をたくしあげられると、白い腿がすべてあらわになる。

　内腿をゆっくりと撫であげられ、脇腹を、そして下着の上から乳房を掴まれるといよいよ正気を保っていられなくなる。

「でんかっ……それはっ……っ、あ、あっ」

　下着さえも下ろされ、つんとたちあがった頂きを彼の指がつまむ。あまりの刺激に頭が真っ白になる。

「あうっ！　はぁっ、だめ……だめです、もう私……レイフォールさまぁっ」

「大丈夫。僕に、身を委ねて」

「ひぅんっ……やぁっ、そんなの、だめえ……！」

　胸も、秘部も同時に責められて、メアリは背をしならせて喘いだ。

　レイフォールはメアリの目尻からこぼれる涙を唇で拭って「大丈夫だよ」「気持ちよくなって」と、呪文のように繰り返しなだめてくれる。

　そのことばを頼りに、快楽への道を駆け上がっていく。

「レイ、……さま……！　あっ、あー……っ」

　身体を包む彼の腕にしがみついて達したあと、メアリはぐったりと意識を失った。
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　次に目覚めたとき、メアリはかたい寝台の上に寝かしつけられていた。

　身体が熱っぽい。気怠さを感じて寝返りをうち、薄い掛け布団を引き上げる。

　眠れなくなって薄目を開けると、木目のある天井と壁が見えた。

　教会の私室に似ているけど、そこではない場所。

「メアリ……？　目が覚めたんだね、よかった」

　声だけで、それが誰だかすぐにわかる。

　ベッドサイドに座っている人物のほうへ首をむけて、メアリはそっと声をかけた。

「殿下……。ここは……ん」

　身を起こそうとすると、脚やお腹に鈍い痛みが走った。

　眉をひそめるメアリを見て、彼はそっと背中を支えて起き上がるのを手伝ってくれた。

「ここは、使用人たちの居住棟。今は使われていない一室だ。あれから四時間くらいたっている。あなたはずっと眠っていたんだよ」

「ごめん、無理をさせたね」と言われた瞬間、気を失うまでになにがあったかをすっかり思い出してしまった。メアリは両手で頬を覆って呻いた。

「私こそごめんなさい！　お願いですから、あの失態は忘れてくださいませんか……！」

「そのつもりだよ。あれはあなたの本当の姿じゃなくて、薬のせいだった。大丈夫、わかっているから」

　突き放すでもなく気安くもない、絶妙な距離感。レイフォールがそんな様子だから、メアリもいくらか羞恥心を落ち着けて周囲を見回すことができた。

「今はもう、夜なのでしょうか。大変……早く帰らないと、無断外泊なんて司祭様になんと叱られるか……！」

「今晩はここにいて。どういう意図で、誰にあなたが狙われたのか、まだわかっていないんだ」

　狙われた。改めて聞くとショックな響きだ。とたんに窓の外の静けさが不気味なものに思えてくる。

「……今からの見張りは、アンと交代するよ。こういうときにそばにいるのは女性の姿であるアンのほうが、あなたも安心するだろうから」

「でも……アンも男性だという話では」

「僕だって男だ。しかも僕は、あなたに触れたんだよ」

「それは……！」

　意識しないようにと気をつけていたのに、思い出してしまう。

　メアリの肌をなぞった彼の手、指……。またしても体温があがった気がする。

「ですがっ、あれは私が殿下に助けてほしいと言ったからです。必死だったから、声の力を使ってしまったかもしれません。殿下は悪くありません」

　レイフォールはぐっと奥歯を噛みしめるように口を引き結んだ。

「あれは僕の意志だよ。……それに、まだあなたの薬は抜けきっていないんだ、メアリ」

　言われてハッとする。身体の熱っぽさは薬のせいらしい。

　潤む視界ですがるようにレイフォールを見る。

「そんなあなたと一緒にいるのは……僕もつらいから……」

　レイフォールは立ち上がり、メアリに背を向けた。

「……僕はあなたの前ではどうしても、完璧ではいられないみたいだね。情けない話だ」

　俯く表情は見えない。さらさらの髪も姿勢の良い背中もいつもどおり完璧な王子様なのに、覇気の無い彼はそのまま部屋を出て行った。

（でも……私の目が覚めるまで、ここにいてくれたんですね）

　後ろ姿に声をかけることはできず、メアリは再び布団にもぐり込んだ。

　本音を言えば引き留めたかった。目が覚めて一番に聞いた声が彼で嬉しかったし、昼間のことだって……嫌じゃなかったのだと、伝えればよかった。

　けれどもう彼はここにいない。

　ほどなくして水差しを持ったアンが入室してきた。

　たしかに、アンの姿にはほっとした。薬が効いているらしい今、男らしい人と二人きりになるのは気を遣う。

「薬を盛ったのは、十中八九ジョシュア様でしょう」

　アンは椅子に座るなりそう口を開いた。メアリは眉をひそめて彼女を見上げた。

「どうしてわかるのですか？」

「ジョシュア様はレイフォール殿下の耐薬性をよく知っています。殿下の毒味役でもありましたから。それから城のほとんどどこへでも出入りできます。変装して厨房にこっそり入ることも可能なのです」

　メアリはしばしジョシュアが仕掛けたという可能性を思案した。

「……アン？　あなたがあのガーデンパーティを用意してくれたという話だったけれど、あなたは疑われていないのですね？」

「いいえ。もちろんあのあと、私の身体検査、私物にいたるまですべて殿下のご命令で調べられました。けれど私はあのような反応を起こす薬を知りません。二薬が混ざり効果を発揮するものだそうです。私が調薬できるような代物じゃない」

「ジョシュアならできるっていうこと？　彼は……どうして私を狙って、薬を？」

「動機などはわかりかねます」

　アンは俯きがちに話した。彼女を責めているわけではないのに声がつらそうなのは、疑いのかかっている上司を思ってのことなのだろうか。

「殿下と私をからかったのかしら？　よくわからないわ……」

「彼の考えを理解できるのは殿下くらいでしょう。彼らは……長い付き合いだそうですので」

「それって、どれくらい？」

「少なくとも、ここ数年のものではなさそうです」

「そうなんだ……幼なじみのような間柄なのかしら」

　ジョシュアの、レイフォールに対する態度を思い出して納得する。言われてみれば主従以上の気安さがあったかもしれない。

「……そういえば私ね、以前ジョシュアから言われたことがあるの。『殿下を頼みます』って。別にそれを信じているわけじゃないんだけど」

　メアリに媚薬を盛ることで、彼はいったい何を期待したのだろう。

「変な人だなとは思っても、悪人とは思ってなかった。だからなんだか変な感じ。私と殿下がどうにかなったら、ジョシュアになにか得でもあるのかしら」

「得……」

　アンはしばらく顎に手をあてて考えていた。

「……これは噂なのですが」

　低い声に、メアリはうなずいて返した。

「ジョシュア様の両親は、ヴァリタ教会派の中枢にいる……と耳にしたことがあります」

「ジョシュアって、貴族のご子息なのよね？　領地があるとか……詳しくは知らないけれど」

　聖なる壁で相談を受けていたときは、そういう話だったように思う。

　けれどアンは小さく首を振った。

「ジョシュア様のおいたちについては、私も深くは知りません」

「上司なのに？」

「少なくとも、私たちが軽々しくお話しできる立場の方ではありませんので」

「そっか……王太子殿下の側近、だものね」

　メアリが知っているジョシュアの情報といえば、レイフォールの側近で、諜報活動などもする何でも屋であり、アンの上司だということ。そしてメアリにとっては謎めいた協力者──共犯者とも言えるかもしれない──だということくらいだ。

（貴族のなかの、教会派か……。現国王陛下は政治からヴァリタ教会を遠ざけていらっしゃるから……両親が教会派であるジョシュアは、それについてなにか思うことがあって動いているのかしら……？）

　ジョシュアと面と向かって話したのは、女神の泉で対峙した一度きり。美しい男性だけれど、聖なる壁を隔てたときの彼とはだいぶ印象が違ったのを覚えている。

（彼、たしか言っていたわ。私があまりにふつうの女なのに、聖女と名乗っていることを笑ってた。『教会の連中の考え方は理解できない』って。あのときは教会に対してあまりイイ感情がなさそうだったけど……？）

　教会派、宮廷派。貴族達の思惑。

　大きすぎる相手の考えていることは、メアリにはまだ見えない。

「……もしかして私は、なにかよくないものに巻き込まれているのかしら……」

　アンは小さくうなずいて返した。

　彼女の目から見てもそうなら、メアリは今後よっぽど慎重に動かないといけないだろう。

「けど、そうだとしても……たぶん明日も私、懲りずに殿下に会いに来ると思います」

　去って行くレイフォールの後ろ姿に声をかけたかった。「また会えますか」と訊ねる勇気がなくて、黙って見送ってしまったことが悔やまれる。

「それって、よくないことだと思いますか？」

「控えられたほうがいいかと思います」

「……そうね」

　アンは良い聞き役だった。口をはさみすぎず、けれど意見は言う。

「ですが、温室でメアリ様とお話ししているときのレイフォール殿下は楽しそうに見えました。あのように微笑まれる殿下を見たのは、久し振りです」

　レイフォールの笑顔を思い出すと、困惑ばかりだった胸がぽっとあたたかくなる。

　彼と知り合ってからというもの、メアリはこうして壁がなくとも人と話す機会が増えた。

　そのせいでトラブルに巻き込まれたとしても──それは以前の、教会という殻にこもっていた生活よりずっといいとメアリは思った。

「私も……そうだといいなと思っています。殿下の笑顔って、とても可愛らしいですよね」

「ふ……そういったのろけ話は、どうぞご本人に直接お伝えください」

「これってのろけなのかしら？」

「そうですね。聞いているだけで胸焼けがしそうです」

「まぁ。言うわね、あなた」

　二人は顔を見合わせ、ほんのちょっと笑った。





　　　４






（暑い……）

　メアリはひどい不快感で目をさました。

　小さな部屋は夜闇に沈んでいる。廊下からかすかに漏れ入ってくる光だけが唯一のあかりだ。

　夢うつつを行き来するメアリの耳は、静寂のなかにかすかな物音を拾った。木の床を軋ませる規則正しい靴音。

（誰か、この部屋に近づいてくる……？）

　アンか、それともレイフォールだろうか。様子を見に来てくれたのかもしれない。

　彼らを心配させないようにと、メアリはそのまま安らかな眠りを演じて目を閉じた。

　やがてひかえめに扉が開かれたらしく、まぶたの裏にかすかな光を感じた。人の気配が近づき、訪問者は眠るメアリのすぐそばにやってきた。

「……ねえ、聖女」

　それがレイフォールの声だと、すぐにわかった。

「キミ、もっと本気を出してみたら？」

　けれどなにか違和感がある。彼はこんな口調でメアリに話しかけない。

　それならこの声の主は誰だろうと、考える間もなくあたたかな感触がメアリの首に添えられた。両手が首をつかむ。

　ひゅっと呼吸が乱れる。メアリは懸命に身体の震えをこらえた。

「キミのその声で、目で、身体で……もっと甘美に……大胆に、僕を誘ってごらん。できるだろう？」

　声の主は、メアリの首に手を添えたまま言った。

　恐ろしくて目を開けられない。

　添えられた手にいつ力が入るともしれず、メアリは浅い呼吸を繰り返して沈黙を守った。

　どれほどの時間をそうしていただろう。背中にはびっしょりと汗をかいている。

「……期待しているよ、聖女」

　手が離れ、人の気配が去って行く。

　メアリは足音が聞こえなくなるまで息を潜めた。

「はっ……はぁっ……はぁっ……！」

　飛び起きて、首に触れる。

　まだそこに掴まれた手の感触が残っていて、気持ち悪い。

（なん、だったの……？）

　閉められた扉を凝視し、メアリはぶるりと身を震わせた。

　息がなかなか整わない。今のは、薬の見せた悪夢だったのだろうか。

　そうならいいのに、耳に残る声も、首に触れた人の手の感触も、あまりに現実だった。




「──メアリ？」

　はっと目が覚めて、メアリは掛け布団をはね除け飛び起きた。

「殿下っ？　いつから、ここに……？」

　小さな採光窓の外はすでに黎明の明るさを滲ませている。

　レイフォールは夜と朝のはざまの青白い光を纏わせ、扉を控えめにあけて廊下にたたずんでいた。

「つい先ほど。昨晩はなかなか抜け出せなくて、こんな時間になってしまった。入ってもいいかな？　具合はどう？」

　メアリはとっさに首を押さえた。まるでそこに感触が残っているかのように感じてぞっとする。

（先ほどの人、声は殿下のものだったけど……）

　けれどレイフォール本人は今夜はじめてここに来たと言っている。

（殿下の声や態度に違和感はない……だとしたらあれは、声のよく似た別人だった……？　けど……）

「メアリ？　顔が真っ白だ。解毒薬の副作用でひどく汗をかくだろう？　これを」

　レイフォールはそう言って、グラスになみなみ入った冷たい水を差しだした。

　メアリはそれを受け取ろうとして、彼の手に触れてびくりと手を引っ込めた。

　透明の液面が揺れて、レイフォールの指を濡らす。

「ご、ごめんなさい」

「大丈夫。こちらこそごめんね、配慮が足りなかった。誰だって寝起きを見られたくはないだろうから」

　サイドテーブルにグラスを置いて、彼は部屋を出て行こうとした。メアリはとっさに彼の上着の裾を掴んだ。

「待ってください、殿下……！　その、お話ししたいことがありまして」

「なんだろう？」

　よほど切羽詰まったように聞こえたのか、レイフォールは神妙な顔でベッド横の粗末な椅子に腰掛けた。

（って、どうしよう……さっきの夢のような体験の話をする……？）

　レイフォールの声をした別の人物に首を絞められた、と。

　自分でもまだ整理ができていない。

　時間がたてばたつほど、現実味のある悪夢だったのではないかと思えてくる。

　そんな話のために彼を心配させるのはよくない。現に、こんな遅くにでも様子を見に来てくれたのに。

　メアリはなるべく明るい調子で話しかけた。

「いえ……私、どのように教会に帰るのがいいかしらって、考えて」

「ああ、そうだね。心配だったろう」

　レイフォールは「大丈夫」と穏やかに返した。

「手は打ってある。『巡礼者が産気づいたことに気づいた聖女が、そのまま宿に付き添っている』と、あなたの付き人に言付けてあるよ」

「付き人……？　もしかしてアニタのことかしら。殿下、彼女は私の友人なんです。それでは私は今夜、見知らぬ誰かの安産を祈っていることになっているのですね」

「そう。だから口裏を合わせてね」

　人差し指を唇に当てて、彼はにこりと笑った。いつもと変わらない彼の様子が、だんだんとメアリの不安を落ち着けてくれる。

「そんなごまかし方、まったく思いつきもしませんでした。信じてもらえるでしょうか」

「早朝に教会へ送るから、嘘をつく自信がなければ、疲れたと言ってそのまま部屋にこもっているといいよ」

「なるほど。殿下ったら案外、嘘がお上手でいらっしゃるんですね」

　冗談めかして言うと、夜明けの青白い空間で、レイフォールは儚く微笑んだ。

「……そうとも。僕は嘘をつくことに抵抗なんてないんだ」

「優しい嘘です。私のことを庇ってくださって、ありがとうございます」

　レイフォールは微笑みを消した。

　訪れた沈黙と同じくらいの無表情で、ぽつりと声を漏らす。

「そんないいものじゃない。僕はもっと……、大きな嘘を……」

「殿下？」

　なんでもないと、彼は椅子から立ち上がった。

　話題が尽きればすぐにでも出て行こうとする彼を引き留めたくて、懸命に頭を働かせる。

「殿下がこのような場所にいると知れたら、お付きの方々を心配させてしまいますか？」

「いや……。今夜は一人になりたいと、侍従達に言い含めてある。ちなみにこの部屋は、僕の……かつての使用人が使っていた部屋なんだ。公務の緊張で気分が悪くなると、昔はよくここでサボっていた。だから彼らも、僕の逃げ込む場所ならここだろうってわかっているはずだよ」

「殿下にもそんな子ども時代があったんですね」

「今もそう変わらない。世間が思うほど、僕は完璧じゃないよ。君も気づいているだろうに」

　言葉の端々ににじむ感情の揺れ。それに、メアリとの距離感をはかりかねているかのようなよそよそしさを感じる。

（やっぱり、少し落ち込んでいらっしゃる……？）

　今夜のレイフォールは、以前聖なる壁に来たときと同じように思い詰めた雰囲気を纏っている。

　けれど彼の揺らぎは弱さではないと今のメアリにはわかる。周囲への気遣いや、我慢強さのせいなのだ。

「殿下。よければ、夜明けまでもう少しお話ししませんか？」

　傷つきやすい人には手を差し伸べたくなってしまう。大丈夫、安心してと伝えたい。

　それはメアリが聖女の役目を続ける理由に近い。

　聖女の言葉はメアリの願望のあらわれ。自分が人に言われたかった言葉をかけてきただけだ。

　ただレイフォールに対してだけは、優しさだけで接しているわけではない自覚がある。

　もっと本当の彼を知りたい。暴きたい。

　それはメアリ自身がもつひそかな欲求だった。

「ふふ。──それとも、お疲れでしたら、朝までここで一緒に眠られますか？」

　シーツを片手で持ち上げ、狭い寝台の上でメアリはにこりと微笑んだ。

「メアリ……。男に向かって、そういう冗談はいけないと」

　彼は頭痛をこらえるみたいにこめかみを押さえた。

「でも……私、いじける殿下を見ていると……ちょっとだけ、いじめたくなってしまうんですもの」

　メアリは寝台を下りようと足を床につけた。そしてふと思い立って、修道服のスカートを持ち上げちらりと脚をのぞかせた。

「メアリ」

　今度こそレイフォールの語気が強くなる。

「薬がまだ効いているんだ、メアリ。おとなしくして」

　けれどメアリはますますスカートを膝上まで持ち上げた。彼の視線を誘うように。

「だって、もう少し一緒にいたいのに、殿下はすぐ出て行こうとなさるから。……私、目が覚めて殿下がいてくださったことが、とても嬉しかったです。それから昼間のことだって……嫌じゃなかった。相手が殿下でよかった。今はそう思います」

　言葉がするすると口を出る。どれも心からの気持ちだ。

「それに、いっときの快楽に身を任せることは、そんなにも悪いことでしょうか？」

「だめに決まっているだろう……」

「私はそうは思いません。安らぎの求め方は人それぞれ。触れ合いを求める者は心に素直なのでしょう。そして私はいま、殿下に触れたいと思っています。ううん、触って欲しい」

　メアリはレイフォールの手を取って、頬に当てた。不思議と、今ならこの手が首に触れたとしても恐ろしくはないと感じる。

「殿下は、どうですか？」

「どう、って」

　この部屋に来たときの、青白い頬をした彼はまるで人形のようだった。その頬に朱がさすのをメアリはうっとりと眺めた。

「私に触れたいと、思いませんでしたか？」

「……僕、は…………」

　こうしてメアリの言葉を聞いて、頬を染める彼がとても愛しい。

　彼の感情を揺らすのは自分でありたいと思ってしまう。

（私、殿下とお会いするといつも別人のように浮かれてしまうわ。それって、彼のことが……好きだからなんじゃないかしら）

　だとしたらこれは、メアリにとって初めての恋だ。

（きっとそうね……。私……この人が好き）

　まさか王子様相手に恋をするなんて、小さな懺悔室にこもっていたときの自分はまったく予想してもいなかった。

　自覚したとたん、彼を求める気持ちがどんどんふくれあがってしまう。それが聖女としての願いであるはずがない。ただのメアリとして、彼のことが好きだ。

　頬に触れた体温が心地よい。同じように彼にも安らかな気持ちになってほしい。

（声の力を……使えば……）

　この人の感情を揺らすことはできるだろう。けれど、強制して得られる好意ほどむなしいものはないと、メアリはよくわかっている。相手からの信頼だって失う。

　それなのに、懇願したのはむしろレイフォールのほうだった。

「あなたの、力で…………」

　レイフォールは俯き、ささやいた。

「私の力で？」

「……『心を伝えよ』と……僕に……」

　震える声は、夜明け前の静寂に溶けていくよう。

「いいのですか」

　レイフォールは口に拳を当てて、小さくうなずいて返した。

　メアリの胸の内にじわりと期待がにじむ。

　彼はいったい、どんな心を伝えてくれるのだろう。

　メアリは立ち上がって、彼の胸に手を当てた。

「『今の気持ちを、私にだけ教えてください』」

「っ、……僕、は…………っ」

「私にどうしてほしいですか。レイフォールさま」

　熱を込めて彼を見つめる。

　頬を染め俯いたままだったレイフォールは、やがてゆっくりと手を伸ばし、メアリの背に腕を回した。

「僕は……あなたに……」

　メアリをそっと抱きしめたまま、彼は吐息混じりにささやいた。

「本当の僕を、受け入れてほしい……」

「本当のレイフォールさま？　それって……？」

　彼はこくんとうなずいて、口元を押さえた。

　声の力が作用しても、初対面のときと同様に、彼はいくらか抵抗できるらしい。

　精神力の強さなのか、それとも相手が王族であることが関係しているのか。こんな反応をされるのは彼だけだったので、メアリにもくわしいことはわからない。

（無理に聞き出したくない。けど、殿下は話したがっている……？）

　だとすればここから先に必要なのは、レイフォール自身の勇気なのかもしれない。

（知りたい。教えてほしい……）

　メアリは彼をそっと抱きしめ直して、背を撫でた。

「わっ」

　びくりとレイフォールの身体が弾む。気にせず、そのまま彼の胸に顔をうずめて深く息を吸った。

「ちょ、メアリ……っ」

「はぁ……殿下の匂い、私、好きです」

「匂いって……！　ご、ごめん、近かった、離れて……！」

「嫌です。殿下の言葉のつづきを待っているんです、私。言っていただけるまで、ずっとこうしてますから」

　背に回した腕にぎゅっと力をいれて、メアリは言った。

　さっきからずっと浮かれて、どきどきしている。あまり顔を見られたくなかったから、彼がぴくりとも動かなくなって都合が良かった。

　夜明けのいっとき、世界はとても静か。小さな部屋に二人でいると、まるで壁のない懺悔室にいるみたいだった。

　レイフォールは動かない。

　メアリも彼に寄り添ったまま、穏やかな緊張の時間を過ごした。

「……僕が何も言わなければ、ずっとこうしてくれるの」

「え？」

　ぐっと体重がかけられて、メアリはたたらを踏んで後ずさった。

「殿、下？」

「相手が僕でよかったと、あなたは言ったけど」

　一歩、一歩と後ろに追いやられて、寝台の端に脚が当たる。膝が折れて、どさりと寝台に上半身が倒れる。

　今度はメアリが目を見開いて固まる番だった。

「どうして僕なら大丈夫なの、メアリ」

　覆い被さるレイフォールは真剣な表情でメアリを見下ろしている。華やかな美貌も、まばゆいくらいの金色の髪も、夜明けの静けさのなかではやわらかく見える。

　彼の指がメアリの頬を撫ぜて、そのまま両手で頬を挟まれた。至近距離で顔をのぞき込まれる。メアリはぎゅっと目を閉じた。

「顔、真っ赤だね……。こんなメアリ、初めて見る」

　額が合わさる。呼吸の仕方を忘れてしまったみたいに、胸がきゅっと甘苦しい。

　吐息が唇をかすめてびくりと身体が跳ねた。メアリはますますぎゅっと首を竦めて、なんとか羞恥を耐えしのいだ。

「答えをわかっていて訊ねるのは……ずるいですよ、殿下……」

「わからないよ、あなたの気持ちなんて。でもそうだね、ずいぶん女々しいだろう？　これも僕。いよいよ見限られてしまうかな」

「見限りません……！　それが本当の殿下だとしても、私は」

　メアリは口を引き結んだ。

（──私は……）

　気づいたばかりの気持ちを彼に伝えて良いのか。伝えてどうしようというのか。簡単に口に出してはいけないと、心が歯止めをかける。

　迷い、おそれ。期待と不安。熱っぽい頭で答えを探して、視線をさまよわせる。

　潤むメアリの視界は揺れるレイフォールの瞳を捉えた。黎明の青。まるで生まれたての空のよう。それがじっとメアリを見ている。

（殿下も……同じ、かもしれない……？）

　メアリが彼の気持ちを知りたがったのと同じに、彼も声の力があれば『今の気持ちを伝えてほしい』と、そう言いたいのかもしれない。

（言いたい……言ってしまいたい……）

　唇を開いて、また閉じて。

（ここに、聖なる壁がなくても……私はこの人に、この人を想う自分に、向き合いたい……）

　触れ合う額に、胸に、脚に、彼の体温が伝わってくる。

　それはメアリが人生で初めて出会った幸福の温度だった。

　いま、この人に恋をしている。心臓が飛び出そうなくらいどきどきしている。

　メアリは顔の横にあるレイフォールの手に、そっと鼻先を近づけた。

「……好き、です。レイフォールさま……んっ」

　頬にレイフォールの唇が触れる。前髪を後ろになでつけられて、額にも口づけが落とされる。

「殿下……っ」

「レイ、と。メアリ」

　指を絡められる。大きくてかたい、男の人の手だ。力強く、メアリの手を握りしめてくる。

　吐く息が熱い。どくどくと自分の血が巡る音がする。

「……レイ」

　初めて口にのせた音は、とろりと甘い感じがする。

　レイ、と繰り返して呼ぶ前に、メアリの唇にレイフォールの唇がそっと重なった。

　優しく触れるだけのキスは、すぐに離れてしまう。

　レイフォールはメアリの頬を包んで、額を合わせて目を伏せている。ふたりとも耳まで赤らめ、じりじりとお互いの反応を待った。

　息を吐くのすらためらわれる沈黙のあと、先に口を開いたのはレイフォールのほうだった。

「あなたの言う『好き』とは……こういう好きで、あっていた？」

「あっ……あって……あって、いますけど……っん」

　二度目の口づけは長くて、彼の唇はメアリの下唇を食むように擦ってくる。

「殿、下……っ」

　今までも苦しいほど心臓が鳴っていたのに、これ以上はもたない。胸を押してなんとか呼吸を確保する。

「どうして……キス……」

　期待してしまう。だから言葉がほしい。確信がほしい。

「教えてください……レイ、さま」

　けれど浮つくメアリとは裏腹に、レイフォールの青い瞳は憂いに沈んだままだ。

「……言いたい。けど、言えない」

「なぜ、ですか……？」

　愛称を呼ばせて、こんな優しいキスまでしてくれるのに。メアリはレイフォールのシャツの胸元をぎゅっと掴んだ。

　彼は寝台に倒れたメアリを深く抱きしめ、肩口に頭を埋めた。やわらかな髪がさらさらと滑っていくのを頬に感じるほど、ふたりは密着している。

「…………僕では……『レイフォール王子の恋人』を決めることができないから……」

（どういう意味……？）

　なにか事情があるらしい。王族には自由な恋愛が許されていないということだろうか。

「それなのに今、あなたを離したくない。あなたのその目にずっと僕をうつしてほしいと……そんなこと叶うはずがないのに」

「か、叶います！　だって、私は殿下のことが好きで……殿下だって、本当の自分を受け入れてほしいって、言ったじゃないですか……！」

　やっぱり恋心は秘めるべきだったのだろうか。浮かれていた気持ちが急降下していく。

　彼のシャツを握る指先が冷たくなって、メアリは力なく腕をおろした。

　受け入れたいのに、教えてもらえない。好きなのに、愛させてくれない。

　もどかしくて……苦しい。

「それなら私は……どうやって本当の殿下を知ったらいいんでしょう……私に、何ができるのでしょう……」

　メアリはそっと自分の喉に触れた。

（わからない……こんなとき、何と言ってさしあげたらいいのか。自分の気持ちにいっぱいいっぱいで）

　押し黙るメアリを片腕で抱きしめ拘束したまま、レイフォールは耳元に口を寄せた。

「……もし、あなたが僕に、なにかしてやりたいと思っているなら」

　耳に吹き込まれる声があまりに艶っぽい。背筋がぞくぞくする。

「いまの、熱に浮かされる僕の身を、あなたに任せてみたい……メアリ」

「……それ、って」

　レイフォールはちらりとメアリの脚を気にするそぶりを見せた。それに気づいたメアリの頬がかっと熱くなる。

（ぬくもりを求めるのは心に素直な者だと言ったのは、私。殿下は素直になって……私に触れたいと言ってくださってる……？）

　そんなことを言われたら、ためらいよりうれしさが勝る。

（知りたい……触れたい……好きな人のことだもの……）

　メアリはそっとレイフォールの指に自分の指をからめた。ほとんど力の入っていない手で、そっと彼の手を腿に誘った。

　これから自分が何をしようとしているのか、ちゃんとわかっていてこうしている。

「……王子殿下にこんなこと……私、聖女として失格ですね」

「それなら僕も教師役として失格だ。淑女教育のはずだったのに……あなたをそそのかして」

「いいえ！　それを言うならもともとはあの薬のせいで」

『あの薬を盛ったのは、十中八九ジョシュアでしょう』

　アンの言葉が脳裏によみがえる。

　自分たちの気持ちやこの状況が、誰かの意図で導かれたのだとしたら──。

「殿下……これは、ジョシュアの企みなのですか……？　殿下と私が近づくようにと……？」

　レイフォールは苦いものでも飲んだみたいな顔をして、シーツの上で拳を握った。

「……もし、誰かが何かを企んでいたのだとしても……それに関係なく、僕はいずれこうしていたと思う」

　スカートの上からそっと腿を撫でられる。メアリはとっさにきゅっと膝を閉じて、彼から視線を逸らした。

「あなたにキスしたのは、今だけでもあなたを手に入れたかったから。……勝手だろう」

「でも私は、嬉しかったです……どきどきして……、……嬉しかった」

「よかった」

　メアリが目を閉じるとすぐに彼の唇が重なる。

　三回目のキスもやっぱり優しくて、でもそれだけでは少し物足りなく感じてしまう自分がいる。

「殿下……レイさま」

　いままで聖なる壁越しに、たくさんの恋の相談を受けてきた。けれどメアリの現状は、そのどれとも違う気がする。

　二人の想いは同じはずなのに、幸せはすぐに手を離れてしまいそう。身分や立場のせいだけじゃない。彼の気持ちがまだ揺らいでいるからだ。

　つなぎ止めないといけない。そのためにもメアリがまず気持ちを示すのだ。

　ぱちんと、スイッチが変わったかのような感覚がする。彼といるといつもそうなってしまう。

「もっと……ちゃんと触らないと、ダメ」

　一夜だけの関係になんてしたくない。

　そう感じるくらい、メアリはとっくに彼に夢中だった。彼にだって夢中になってほしい。

「こわがらないで。もっと触って、レイさま」

　夜明けが迫ってくる。青白かった部屋は、朝日の存在を感じるくらい白く輝きだしている。

　ふうっとレイフォールの耳にやさしく息を吹きかける。わかりやすく身体をビクつかせる彼の頬に手を添え、顔を上げさせた。

「真っ赤でいやらしいお顔。ふふ、鏡で見せてさしあげたいくらい」

　悠長にしている時間はあまりない。メアリは寝台から起きあがって、自分の修道服のボタンをゆっくりとすべて外した。

　レイフォールが息を呑んだ気配がする。彼が何か言うより早くメアリは彼に乗っかって、彼のシャツのボタンを上からひとつ、ふたつと外していった。

「メ、アリ」

「はい、殿下。私に提案があります」

　メアリは修道服を肩からゆっくりと落として言った。

「まずは見せあいっこ、しませんか？」

「み、見せあいっこ……？」

「はい、殿下」

　上半身をスリップワンピース一枚にしたメアリは、呆然としているレイフォールの上にまたがったままにこりと微笑んだ。

「私たち、まだお互いのことを熟知しているとは言えません。私は本当の殿下を知らないし、きっと殿下も私のぜんぶを知らない……だから、ね」

　彼の腹に手を添える。前屈みになると、メアリの長い黒髪がさらさらと胸元に落ちてくる。

「私のこと、しっかり見てください？」

「じゅうぶん、み、見えているから……それ以上は」

　ふだんは修道服で押さえつけている胸だけど、こんな薄着で前屈みになると迫力が増して見えるかもしれない。

　光沢のあるスリップワンピースは、メアリが動くと光の反射でてらてらと光る。

　レイフォールは腕で目元を隠して呻いた。隠しきれていない頬が上気していて、頬や首や、胸元まで淡く色づいていて綺麗だ。

「ダメですよ、ちゃんと見て。殿下が以前、女体に興味があるとおっしゃったのを、私、覚えているんですから」

　彼の腕を掴んで顔からどかし、そのままメアリの胸に添えさせる。乳房は男の大きな手にすっぽりと包まれ、たゆんと弾んだ。

「う、わ」

「殿下の手、あたたかいですね……」

　嫌がられてはいないと思う。メアリが手を離しても、レイフォールの手は胸に吸い付いたみたいに離れないから。

　大胆な言動とは裏腹に爆発しそうな鼓動は、たぶん彼の手に伝わってしまっているだろう。

「いかが、でしょう？　んっ……」

　レイフォールの親指の腹が胸の頂きをかすめる。ぴくりと身体が反応して、メアリはそっと震える息を吐いた。

　彼はというと、メアリの胸に両手を添えたまま赤い顔でぼんやりしている。

「……私のお胸は、あまり殿下の好みではありませんか？」

「……えっ？　あ…………いや……ちがう、つい……さわり心地が、よくて……」

　目元を赤く染めたレイフォールは、青い瞳をとろりと潤ませ、うわごとのように呟いた。

「白い肌に、長い黒髪が映えて……まるで女神の肖像のように、神聖だなと……」

「女神さまは人を誘惑したりなど、なさらないでしょう」

「それから……華奢な肩も、薄い腹も……尻の感触も……男の身体とは全然違う、のだなと……」

「それを言うなら、殿下も。引き締まった身体、男らしくて素敵です」

　部屋はだんだんと明るくなってきて、窓の外から鳥の鳴き声も聞こえる。

　そろそろ使用人たちが起き出す時間だろうか。

「……このくらいにしましょうか、殿下。明るくなってきましたね」

　メアリはレイフォールの上半身を目にしたし、彼も薄着のメアリを目の前にした。「見せあい」ならこれで充分だろう。

　そう思ってメアリが腰を浮かせようとしたのに、思いがけず強い力で彼に身体を引き寄せられる。

「きゃっ!?」

　とっさに寝台に手をつくけれど、ちょうどメアリの胸の下にレイフォールの顔があって──。

「……おいしそう」

　すん、と彼の鼻先がメアリのスリップワンピースの胸元をかすめた。

「え？　あっ」

　口を開いたレイフォールの口内が見える。伸ばされた舌が目指した先は、メアリの乳房だ。

「あっ!?　あんっ」

　ぱくりと、胸の頂きが口内に含まれる。ぞくぞくっと背をしならせ、メアリは喘いだ。

「やだっ……た、食べちゃ、だめ……！　やうぅっ……」

　レイフォールは乳房の大きさをたしかめるみたいに手で揉みしだきながら、熱心に吸い付いている。

　伏せた長いまつげと、細い鼻梁。金色の髪がきらきらと輝いている。

　朝日のなかで見る彼はとても神聖でうつくしいのに、見目にそぐわない淫らな行為に夢中になっている。

「やだ、そんなの、だめで……あっ、あぁん」

　身体を支える手に力が入らなくて、逃げたくても逃げられない。

　舌はくるくると乳首をこね、反対側も指でいじられる。メアリはびくんびくんと身体を震わせた。

（声、出ちゃう……！）

　手の甲を口に当てて、必死に淫らな声を抑えた。

　もし今、この扉を使用人達に開けられたら大変なことになる。アンだっていつ様子を見に来るともしれない。

「はぁっ……も、吸っちゃだめです……あん、だめったら……」

　サテンの生地がべとべとになるまでなめ回される。薄布が唾液で肌に貼りついている感触がする。

　それに、彼のお腹の上で身をよじって気づいてしまった。

　お尻のあたりに当たる、かたいものの存在。

（こっ、これはっ……男性の、性的な興奮のしるし……!?）

　つまり、レイフォールがメアリとの行為に興奮しているということ。

　そう考えると、じわっと自分の股の間も熱くなったように感じる。昼間さんざん彼の指でなぐさめられたところ。さわられると気持ちいい場所。

　うずきをどうにかしたくて、彼の硬いお腹にぐっと押しつけてしまう。

「ふぁっ…………レイさま、まって……これ以上は、本当にだめで……」

　薬がようやく抜けてきたのだろうか、メアリの羞恥と理性がかろうじて行為を中断させた。これ以上彼の愛撫を受ければ、絶対にもっと欲しくなってしまう。

（昼間みたいな醜態を、また私は……！）

　あれは薬のせいだった。けど、いまは素面だ。

（わ、私はちょっとだけ殿下のかわいいところが見たいなって、思っただけなのに……こんなふうに反撃されるなんて……っ）

「あっ、あぅ……レイ、さまぁ……もう、ゆるして……」

　自分の声が涙声になっていることに気づく。

　きもちよくてつらい。これ以上をしてはいけないとわかっているから、なおさら。

「──いつならいいの」

「え……？」

　長い長いため息を吐いて、レイフォールはやっとメアリの身体を離してくれた。

　彼は片手で顔を覆い、指の隙間からぎらぎらした視線を寄越す。

「触れ、見ろと、さんざん煽っておいてこれは……ひどいと、自分でも思わない……？」

「ひ、ひぇ……っ」

　今まで聞いたことのない低い声で言って、レイフォールはメアリの腕をがっちりと掴んだ。

「いつならいいの」

「い、いつ……？」

「今夜？　あした？」

「えっ……えっ？」

「覚悟していてね、聖女。次は……なにがあっても止めてあげないから」

（あ、あ、あ、どう、どうしよう）

　返事をするまで放さないといわんばかりのレイフォールに気圧され、メアリはとうとう、こくんと小さくうなずいたのだった。
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　修道女たちが住まう居住棟の古い階段をそっとつま先でのぼったメアリは、おそるおそる三階の廊下に顔を出した。

　この時間はみんな、早朝のおつとめに出ているはずだ。

　急いで自分の部屋に入り扉を閉め、ずるずるとその場にしゃがみ込んで嘆息した。

（やっと、帰って、きたぁ……）

　腕に抱えたバスケットから甘い香りがする。

　別れ際にレイフォールから持たされたお土産だ。昨日のお茶会で食べきれなかった焼き菓子の詰め合わせが入っているらしい。

「ちゃんと毒見済みです」と、森まで送ってくれたアンが気遣わしげに教えてくれたのが印象的だった。

　寝不足の身体を引きずって、バスケットごとかたいベッドに倒れる。

　思えばここ数日はめまぐるしいほどいろんなことがあった。

　王子様の淑女教育、植物園でのお茶会、媚薬に告白、キスとそれから──……。

（っ、ひゃああ～～～～っ）

　思い出して叫びたくなるのをこらえて、メアリは枕に顔を押しつけて脚をバタバタさせた。

　ついさきほどまで、こことそう変わらない質素な部屋に、王子様とふたりでいたのだ。

　使用人部屋だそうだけど、それが良かったかもしれない。王城らしい高価な寝具や装飾品はメアリの日常から遠すぎて、きっと気後れしてしまっただろうから。

（でも殿下は、あんなお部屋でも意外と浮いてなかったかも。あいかわらずとてもお綺麗だったけど……でもなんていうか……殿下の美しさって、どんな場所でも不思議と馴染むというか……）

　夜明けの青白い光のなかに佇むレイフォールの姿を思い出す。

　扉の前に立っていたときは遠慮がちだったけれど、メアリのことを心配して来てくれたのがわかって嬉しかった。

　彼の声、一挙一動を思い出しては胸がきゅっと苦しくなってしまう。

（私の、好きな人……）

　狭い懺悔室にこもりきりだったメアリが、彼に出会って、恋をして、好きだと伝えて、初めてのキスをした。

　たった数日でこれは、怒濤の展開と言ってもいいだろう。

　キスをくれたレイフォール自身も顔を赤く染めていた。メアリはもっとそんな彼が見たくて、見せあいを提案して、そして……。

　『次は……なにがあっても止めてあげないから』

（う、う、うわぁぁぁん……！　次、次っていつ…………！）

　今夜、それとも明日。確実な約束はしていない。

　メアリはぎゅっと自分を抱くようにして胸を寄せた。まだそこに彼が触れた感覚が残っている。

（殿下の舌、すごく、気持ちよくて……おかしくなるかと思った……）

　男女が夜に寝台の上でどのようなことをするのか、今までも聖なる壁越しに聞いたことはあった。

　けれど、知識として知っているのと実際に体験してみるのとは大違いだった。

　話に聞いていたよりずっと生々しく、でも嫌な感じはぜんぜんなかった。

（もっと殿下に会いたい。お話ししたい……。恋だと気づいたとたんに人は、こんなふうに変わってしまうものなの？）

　もし次に会えたなら。

　おいしいお菓子とお茶を前に、今日あったことを語り合って。お話のあいまにキスをして、それから──。

（今日のつづきを…………って！　あああっ、だめだわ！　ずっとこんなことばかり考えてしまう！　殿下と並んで恥ずかしくないような淑女を目指すはずだったのに、これではむしろ遠ざかっているような……！）

　ベッドの上でごろんごろんとのたうちまわり、最後に大きく息を吐いて、メアリは目を閉じた。

　お土産のバスケットからただよう砂糖とバターの甘い匂いが鼻をくすぐる。幸せに浸っていい場面のはずなのに、ぬぐえない不安もそばに寄り添っている気がする。

（次って……いつ会えるんだろう……。会っていいのかな……）

　かたや一国の王子、かたや孤児の修道女。身分も立場も釣り合っていないことは明白だ。

（私たち、これからどうなるんだろう……）

　考えたいことはたくさんあるけれど、しだいに重くなるまぶたにあらがえず目を閉じた。




「──メアリ様、お戻りですか」

　しばらく眠っていたらしい。

　控えめなノックとともに少女の声がきこえて、メアリは気怠く目を開いた。

「あの……入ってもよろしいでしょうか」

　返事をする前に、扉が控えめに開かれた気配がある。

　メアリは起き上がれず、首の向きだけを変えてそちらを見やった。

「おはようございます、メアリさま。ちょうど掃除が終わって部屋に戻ってきたところで……隣室にメアリさまの気配がありましたので」

　アニタは背で扉を閉めて、そこで言葉を探している。

「昨晩は……神聖なおつとめをお疲れ様でした、メアリさま」

「……ううん、大丈夫よ。ありがとう、アニタ」

　レイフォールが言っていたとおりに伝わっているようだけど、アニタに嘘をつくのは後ろめたい。

「ええと……少し、疲れちゃって。今日はなるべく部屋で休ませてもらおうと思っているの」

　ボロが出る前に話題を変えたいと思ったけれど、アニタはまだなにか言いたそうにその場に留まっている。

「あの、メアリさま。その……アニタは知っているんです」

「ん？　なにをかしら？」

「本当は……、メアリさまが本当は、どこへでかけられていたか」

「え？」

「メアリさまは、お城に」

　今度こそメアリはぱっちりと目を開けて起き上がった。

「『言わないで！』」

　アニタはびくりと肩を揺らした。メアリはハッと自分の口を塞いだ。

　咄嗟に力を使ってしまった。アニタ相手に、強制するような力を。

「ち、違うの……！　怒ったわけじゃなくて……っ、と、とにかく、すぐに取り消すわね、今の言葉」

「いえ……大丈夫、です。メアリさま。どうぞこのままで」

　アニタは喉を押さえ、静かに呼吸を整えて顔を上げた。

「……すみません、突然こんなことを言って、驚かせてしまいました。嫌な気持ちにさせてしまってごめんなさい」

「そ、そうじゃなくて……！　私こそごめんね、声は大丈夫？」

「大丈夫です。メアリさまの声、アニタは好きですから……何を言われても、大丈夫です」

「アニタ、お願い教えて。誰に、何を聞いたの」

　言われたアニタは眉をひそめて視線を下げた。

「それは……」

「教えてほしい。大事なことなの」

　メアリはぎゅっとシーツを握りしめた。

「あなたの知ったそれは……私の大切な秘密で……。あまり、人に知られたくなくて」

　アニタは困ったような顔でしばらく立ち尽くしていた。

「……アニタは……知人から、聞いて」

「知人？」

「はい……。城にも出入りする、腕の良い薬師の男性です。知り合ったのは最近なんですが……以前、メアリさまにしたマッサージを教えてもらった人なんですけど」

　たしかに彼女の口からそんな話を聞いた覚えがある。とても美形で美声の異国の薬師が教会に通っていると。

　どうやらメアリの知らないうちに、アニタはその後もその薬師と交流を続けていたらしい。

　アニタは祈るように手を組み「お話しします」と頭を垂れた。

「昨晩、私がメアリさまからの伝言を預かるところを、教会に訪ねてきた薬師の彼が偶然見ていたのだそうです。そして、『あれはレイフォール王子の遣いですが、ご友人に何かあったのではないですか』と、教えてくれたんです」

「そう、だったんだ……。彼だけが気づいたということ？　他の人は知らないのね？」

「はい。司祭様もシスターたちも、メアリさまは出産に立ち会ったと信じておられます」

「そう……」

　ひとまず安堵する。

　アニタに知られただけならきっと大丈夫だ。今ここで口止めしておけば──。

「あの、メアリさま。メアリさまのこのところのご不在は、もしかして……？」

「……それは……」

　メアリがレイフォールとどうやって出会って親交を深め、どんなところに惹かれたのか。

　それから、好きだと気づいてしまった今の悩み。友人である彼女には聞いて欲しいと思う。

　けれど、相手が王子だということがメアリを慎重にさせた。

「……ごめんね、アニタ」

　アニタを信用していないわけじゃない。

　けれど、教会にはメアリによくない感情をもつ少女たちもたくさんいる。アニタと仲の良い彼女らには知られたくない──。

「ごめんね……言えないの」

「……そう、ですか」

　アニタは目に見えて落ち込んだ様子で、しばらくそこに立ち尽くしていた。

　朝食の鐘が鳴る。

　もう少ししたら部屋に帰ってくる修道女たちもいるだろう。

　アニタは「そうだ」とスカートのポケットを探り、手のひらに小さな包みを持って差し出した。

「……あの、これを、メアリさまに」

「なにかしら」

「滋養強壮の煎じ薬です。眠気がすっきりするので、もしよかったらお勉強の前に使ってください」

　ベッドサイドまで来たアニタは小さな包み紙をメアリの手に握らせて言った。

「勉強のこと、心配してくれたのね。ありがとう」

「いいえ……。それからアニタは今日、巡礼で街へ出る予定なんです。なので身の回りのお世話をすることができず、申し訳ありません」

「気にしないで、自分でできるから大丈夫よ。巡礼のあとはみんなとカフェに行くんだったっけ。楽しんできてね」

「はい。……あの……よければ、メアリさまも……」

　アニタはしばらくもじもじとしていたけれど「なんでもありません」と小さく首を振った。

「帰ってきたら、街でのお話を聞いてもらってもいいですか」

「もちろんよ。……そうだ、薬のお礼にこれを」

　メアリはバスケットを引き寄せ、甘い香りのする焼き菓子を包めるだけハンカチにくるんでアニタに差し出した。

「お城でいただいたものなの。アニタのおやつにして？」

「私がいただいていいのですか？」

「ええ。でも、皆に知られないよう、こっそりとね」

「……おいしそう。ありがとうございます、メアリさま」

　朝食を取って来ましょうかと訊かれたけれど、食欲がないと断った。

　アニタは巡礼に出かけ、メアリは再び寝台に倒れ込んだ。

（薬か……ちょっと今は、飲む気がしないかな……）

　握っていた小さな包みを眺めてメアリは嘆息した。

　せっかく用意してくれたアニタには悪いけれど、薬のせいで混乱させられたばかりだ。

（例の知人の薬師という方から仕入れたのかしら。少ないお小遣いを、私のために使ってくれたのね……）

　アニタのがっかりした顔を思い出すと、意地を張らずに一緒に街に出ればよかっただろうかなとも思った。

　けれど疲労と眠気は本物で、メアリはすぐにうとうとしはじめた。




「……リ！　メアリ！　いるんでしょう？」

　どんどんと扉を強く叩く音がする。

「メアリ！　シスター・メアリ、いいかげん、起きなさい！　司祭様がお呼びですよ」

　年かさのシスターの声だ。

「へっ……し、司祭様が!?」

　メアリはびっくりして飛び起きた。

　同時に、扉が無遠慮に開け放たれ、すごい形相をしたシスターが部屋に入ってきた。

「起きているのなら返事をなさい。しかもなんです、だらしのない姿で。髪もぐしゃぐしゃよ。きちんと身支度して向かいなさい。今すぐによ」

「は、はい！　シスター！　すぐ行きます！」

　メアリはビシッと背を伸ばして慌てて髪を手櫛で整えた。

（な、なにかしらなにかしら……!?　もしかして深夜の外出を叱られるのかしら……!?）

　そうしてシスターに連れられ、びくびくと司祭ダンデモールを訪ねたメアリには、眠気と疲労が吹っ飛ぶほどの出来事が待っていた。





　　　２






「聖女様。お召しになった聖なる白き衣の裾を、少し持ち上げていただけませんか」

　メアリは口を引き結んだまま頷いて返事をした。

　あまり頭を動かしすぎると仮留めして被っているベールがずり落ちてしまうので、控えめに。

『聖なる白き衣』というのはふつう、大聖堂の女神像が身につけている聖布のことをさす。

　素材は純白のシルクで、聖アメリア国の花嫁が着るウェディングドレスの原型にもなったといわれるシンプルなデザインのドレスのことである。

　メアリは今まさに女神像と同じ白いドレスを着て、ウエストの高い位置を銀製の鎖ベルトで留め、透けるレースの長いベールを被って姿見の前に立っているのだった。

　足元は素足に革製の編み上げサンダルで、これも聖なる書に描かれている女神像を忠実に再現した姿である。

　これらはもともと、建国祭にあわせて女神像の装いを新調するために用意してあったものなのだそうだ。

（それをまさか、私が着ることになるなんて……）

　メアリはなるべく姿勢を正して直立不動を保った。

　けれど針子をつとめてくれるシスターたちの反応はどうにもかんばしくない。

「うぅーん……なんといいますか……悪くはないのですけど……。聖なる書に描かれている女神様はもっと、こう、大人びた女性の姿なのですがねぇ……」

「よろしいんじゃありません？　女神様は神ですが、聖女様は人ですし。聖女様のほうが見た目もお若いし、これはこれで可愛らしくいらっしゃるじゃありませんか」

「たしかに、大聖堂の女神様像は男性顔負けに長身ですもの、現実的じゃありませんわ。聖女様は華奢ですし、どちらかというと守りたくなる感じがしますわね」

「そうねぇ……ではそういう路線で仕上げましょうか」

「ドレスの裾直しを急ぎましょう。それからお胸が窮屈そうだわ、うらやましい」

　髪を編まれ、化粧を施され。手際よく準備が進んでも、時刻はあっという間に夕暮れ前である。

「まぁ。なかなかよろしいじゃありませんか」

「神々しくも親しみのある雰囲気に仕上がりましたよ、聖女様」

　完成したメアリをながめ、年かさのシスターらは満足げに頷いた。

　メアリも鏡をのぞき込んで、つい自分にうっとり見入ってしまった。

（すごい……まるで違う人になったみたい……）

　姿勢よく背をのばす自分の立ち姿が、とても品のある女性に見える。

　なにより、身につけたドレスとベールの美しさが素晴らしい。

　上質なシルクでできたドレスは光を弾いて、メアリが動くと白とも金色ともつかない艶やかな輝きを放つ。

　頭からすっぽり被った純白のベールは、メアリの顔をしっかりと隠しつつもほんのり透けていて、縁ふちの飾り刺繍が華やかだ。

　長い黒髪は生花とともに編まれ背中に垂らされている。

　仕上げにと吹きかけられた香水は甘く、香るたびに幸せな気持ちになれそうだ。

　鏡にうつる何もかもがきらきらと輝いて見えて、メアリは時間の許す限りまじまじと見つめていた。

「あら、もう間もなく迎えの馬車が来る時刻ですわ」

「急ぎませんと。聖女様、裾をこのようにつまんで持ち上げてくださいまし。我々で後ろを持ち上げますゆえ」

　純白のドレスを着せられたメアリはまるで教会で結婚式をあげる花嫁のようにも見える。

　けれど大聖堂の外でメアリを待つのは新郎ではなく、初老の男性──司祭ダンデモールと、迎えの馬車だ。

「それではいってらっしゃいませ。司祭様、聖女様」

「うむ」

　ダンデモールの合図で箱馬車が動き出す。

　今からメアリたちが向かう場所は、レイフォール王子殿下主催の夜会だ。

　建国祭まで二週間と迫ったこの時期、異国の要人たちをもてなすための晩餐会に、ヴァリタ教会を代表して司祭ダンデモールと聖女メアリが招待された。

　宮廷側からの連絡は今朝──つまり、メアリがレイフォールとの逢瀬からひそかに朝帰りをしたあと──になって突然のことだったという。

　せっかくの招待を無碍にするわけにもいかないと、司祭ダンデモールはメアリを大聖堂の聖具室に向かわせ、急ぎ聖女の正装を仕立てさせた。

　そこでシスターたちに世話をされたメアリはあれよあれよとこんな華やかな姿に変身させられたのだった。

（女神様のドレス……こんな美しいもの、生まれて初めて着るわ……）

　そっとドレスを撫でてメアリはため息をついた。シルクは体温になじんでしっとりとしている。

　聖女としての役目を受けて、一年と少し。まさか自分が夜会に出かける日が来るなんて思ってもいなかった。

　教会としては王子からの招待など青天の霹靂だろうけれど、メアリは「もしかして」とひそかにどきどきしていた。

（殿下が、私に機会をくださったのかしら……。殿下に堂々とお目にかかれるような場を用意してくださったのかも？）

　そういえば「ただの修道女では二度とあの人に会えませんよ」と言われたこともあった。

　たしかにその通りで、メアリが彼に会えるのはいつになるだろうと考えていた矢先の招待だ。

　軽快に走る馬車の車窓から、遠ざかる王城が見える。

　今夜の夜会は王城ではなく、王都内の離宮で開かれるのだという。教会の敷地より外に出るのは何年ぶりだろう。

「──春とはいえ、夕暮れ時はまだ冷えるな」

　メアリは向かいに座る司祭ダンデモールをベールごしにおずおずと見上げ、声を出さずに頷いて返した。

（司祭様と個人的にお話しするのは、聖なる壁のお役目を引き受けたとき以来じゃないかしら）

　聖アメリア国の国教であるヴァリタ教では、国内のそれぞれの教区に司祭をおいている。

　その司祭たちからさらに、人望と経験によって『女神の使徒』と呼ばれる者たちが選ばれる。女神の使徒はヴァリタ教会の指導者となり、日常的な職務と運営をおこなっている。

　女神の使徒のなかでも、王都区の司祭ダンデモールは教会の実質的なトップであるらしい。

　そして『聖女メアリ』を擁立したのもまた、彼なのであった。

　ダンデモールの説教をめあてに教会に訪れる信徒は多い。人格者なのだろうけれど、メアリにとっては父親世代よりも年上の、厳格で気難しい印象の人物だ。

「メアリ」

「は、はいっ」

　低い声で名前を呼ばれると、どうしても肩に力が入ってしまう。

「……女神様はいつも人々を見ておられる。心を落ち着け、目の前の真実をよく見極めるように」

　つまり、視線を下げてもじもじとしているのはよくない、ということだろう。

　メアリは椅子に座り直し背を正して、深く息を吸った。

「うむ。まず、そなたの姿や声についてだが、人前で明らかにしないよう気をつけなさい。声の力を侮ってはならないよ。女神様の力の片鱗であるのだから、正しく使えるようになるまで人前にさらすことはならぬ。絶対に悪用されてはならないのだと、肝に銘じておきなさい」

　メアリが神妙に頷くと、ダンデモールは少しだけ表情を和らげた。

「今から行くような公の場では、扇で口元を隠し、私や従者に耳打ちをして会話するように。そなたが信徒らに直接声をかけることはよくない」

「はい、わかりました」

「そして、本日の招待についてだが……」

　ダンデモールは聖杖の握りに両手を置いて、ベール越しのメアリの目をじっと見据えて言った。

「ひとつ、私から訊こう。そなたはレイフォール王子と、なにかつながりでもあったかな」

「えっ？」

「なぜ殿下が突然、ヴァリタ教や聖女にご興味をお持ちになったのか。心当たりはないかね」

「……それは……」

　たしかにつながりは、ある。あるけれど、絶対に人には言えないことだ。

　メアリは慎重に言葉を選んでゆっくりと話した。

「……わかりかねます」

　ある、とも、ない、とも答えていないのだから──嘘をついたことにはならないだろう。

　ダンデモールは杖を両手で握ったまま、ううむと唸った。

「国王陛下の御代になってからというもの、我々ヴァリタ教の聖職者たちは祭事に参加することさえ許されなくなっていたのだがなぁ……。しかしこの様子だと、王太子殿下の考えは、どうも陛下とは異なるらしい」

「と、言いますと？」

「そなたや私を呼んだのだ。そういうことだろう」

　ダンデモールは表情こそ変えないものの、満足そうな声でそう言った。

　メアリはひとまずボロが出なかったことに安堵して、再び車窓から夕暮れに染まる城下町を眺めた。

（殿下のお考えはわからないけど……でも私、今日は聖女として呼ばれたのだから、失態のないようにしないといけない）

　そう思うものの、美しいドレスで着飾り、初めて華やかな世界に足を踏み入れるのだ。どうしたって浮き足だってしまう。

　離宮に到着するまでの道のりを、メアリはほとんど夢見心地で揺られていた。




　王都の離宮は、ヴァリタ教にもゆかりのある歴史的建造物なのだという。

　馬車の中、司祭ダンデモールの話は尽きなかった。教会を出てからずっと厳しい顔をしているけれど、しきりにレイフォール王子殿下への期待を口にしているし、声に喜色が隠しきれていない。

　一方のメアリはと言うと、離宮への橋を渡ったあたりからますます緊張しはじめて、ろくに話が頭に入って来なかった。

「ついたな。……上手くやりなさい」

「は、はいっ」

　馬車の扉が開く。ふわりと夕暮れの風が入り込んで、メアリのベールを揺らした。

　メアリが馬車から顔を出すと、やってきた男性が──服装と帯剣からして、王家の騎士だろうか──すかさず手を差し伸べてくれる。

「お手をどうぞ」

　たしかこういうときは、素直にエスコートされるのがマナーだったはず。

　メアリは地に足がつかない気持ちのまま彼の手を借りてステップを降り、離宮のエントランスを見上げた。

（……大きい……大聖堂と同じくらいの天井……いいえ、もっと高いかしら……）

「司祭ダンデモール様、聖女メアリ様。ご案内いたします」

　騎士の男性はそのまま二人のそばについている。どうやら護衛と案内役を兼ねているらしい。

　メアリは視線だけで興味深く周囲を見回した。

　以前、はじめて王城に忍び込んだときはまったく余裕がなかったけれど、今夜は違う。せっかく正式に招待されているのだからと、観察に余念がない。

　離宮の室内は厚い絨毯が敷かれていて歩きやすく、壁には美しい絵画や女神の宗教画が掛けられている。あちこちに飾られた季節の花からほんのりと甘い香りがただよう。

　なにより、とにかく人が多かった。教会の礼拝日の比ではない。

　ホールではすでにたくさんの紳士淑女が品良く談笑していた。彼らはやってきたダンデモールやメアリに気づくと、興味深そうに視線を投げかけてくる。

「どうぞこちらにお座りください、聖女様」

　騎士の彼はメアリにホールの壁際にいくつもある歓談用の椅子のひとつをすすめ、ダンデモールにも同じようにして断られていた。

「要人への挨拶が先だ。そなたはここにいなさい」

（えっ……わ、私も）

　一緒に行こうとしたのに、ダンデモールは目当ての人物を見つけたらしくさっさと歩き去ってしまった。仕方なく、会場の観察を続けることにした。

（殿下のお姿は……まだないみたいね……）

　そうしてしばらくは、この珍しい空間を楽しく眺めていたような気がする。

　けれど時間がたつにつれて、自分はどうしてここにいるのだろうと、一人ぼっちの気まずさにふと気づいてしまった。

（司祭様はいろんな貴族の方たちとお話があるみたい……。退屈というわけではないけど、座っていることぐらいしかできない……）

　知り合いのいないパーティほど心細いものはない。

　そもそもメアリにはこのような場に限らず、友人と呼べる存在がほとんどいないのだ。

　ホールには同い年くらいのご令嬢がたくさんいるものの、どう見ても自分と彼女らが肩を並べて許されるとは思えない。

　目の醒めるような青、上品なゴールド、絢爛な真紅のドレス。

　この場を彩るのは、圧倒的な華やかさを身に纏った品格のある女性たちばかりだ。

　グラスを傾ける仕草ひとつをとっても洗練されていて、つい見入ってしまうほど。

　漏れ聞こえてきた話によれば、どうやら彼女たちもまた、レイフォールを待っているらしい。

（そういえば、王子殿下のお妃様選びが始まっているとか聞いたっけ……。こういう場所で出会うのかなぁ）

　まるでおとぎ話に紛れこんでしまった気分だ。

　あくまでメアリは観客。あちらは本物で、自分はそうではないのだと思い知る。

（こんなの、住んでいる世界が違うわね……）

　教会で鏡を見たときはあれほど美しく見えたメアリの装いも、彼女らのものと比べたらただの布切れのように思えてしまう。たぶんドレスが問題なのではなくて、着ている人間が及ばないせいでそう見えるのだ。

　そんな気持ちでいたからだろうか、今度はやたらと周囲からの視線が気になった。

　メアリの周りにだけはぽっかりと人がおらず、遠巻きに検分されているような気分になる。

　居たたまれない気持ちでいると、にわかに室内のざわめきが大きくなった。

「レイフォール殿下」

　誰かの声で、主催の彼が場にあらわれたことを知る。

「こんばんは、ようこそ。みなさん」

　招待客の誰もが、彼に向かって頭を下げた。

　ホールの端と端だけども、その姿は人の隙間からなんとか見える。

　レイフォールは優雅な微笑を浮かべたまま、近くのひとりひとりと目を合わせながら挨拶をかわしているようだった。

　金の髪はひとつにまとめて結われていて、顔の横にひと房だけたらしている。品のある横顔。穏やかな微笑。どれほど見つめても飽きない美貌に、誰もがうっとりと目を奪われている。

　こんなにたくさんの人の視線を集めているのに気負いなどまったく感じさせない、けれど非の打ちどころのない優雅さで、彼は周囲に等しく笑顔を向けている。

　知っているのに知らなかった、公でのレイフォールの姿。

（完璧な王子様だわ…………かっこいい）

　彼はぐるりと会場を見回す。メアリはふと、青い瞳がこちらのほうを向いたような気がして背を正した。

（──殿下）

　手を振るわけにもいかない。ただ心で呼びかけるしかできない。

（あ……）

　こちらを向いたように思えたのは一瞬で、彼は再び招待客に囲まれてしまい見えなくなる。

（……そうよね。パーティというのは、貴族の方たちにとってお仕事の場だもの……）

　人々の興奮も冷めやらぬ中、メアリはその場にすとんと座り直した。

（私、なにを期待していたのかしら……殿下が私のことに気づいて、特別扱いしてくれるんじゃないかって、そう思ってたの？）

　──恥ずかしい。なんて自分本位な考えだろう。

（完璧な王子様が、そんなことなさるはずがないのに）

　口の端がひくりと震える。

（なさるはず、ないのに……。どうして私は、傷ついているんだろう……）

　表情を隠すためにと持たされた扇子があってよかった。広げて、口元を覆い隠す。

（何をしにきたの、私……こんな格好までして……）

　それについては、馬車のなかで司祭にさんざん言われたはずだった。

　いよいよ聖女の存在感を示すときが近い。建国祭前のよい実践の機会だと思え。女神様の顔に泥を塗らぬ振る舞いを心掛け──……。

　ひとことも、メアリを王子に会わせてやるとは言われなかった。

　当たり前だ、そもそもこの招待は社交で、社交には政治的な意味がある。

　司祭ダンデモールの目的は教会の権威の復活で、それ以外のこと──好きな人に会いたいと願ってしまったメアリの恋心など、知る由もない。

（私がひとりで勝手に舞い上がっていただけ……本当に恥ずかしい）

　笑い声のさざめきは波のようにメアリを包む。

　ぐるぐると目が回るような気がして、メアリはぎゅっと扇を握りしめて耐えた。

（ああ、なんて場違いなんだろう──）

　自分がどこを見ているのか、もはやよくわからない。

（どうして殿下は……私をここに招いたんだろう……）

　これも淑女教育の一環だとして、メアリを試しているのだろうか。だとしたら頑張らないといけない。けれどなにを頑張ればいいのだろう。

　生まれは変えられないし、育ちも彼女ら彼らとはまったく違う。

　声の力こそあれど、特別に清い心を持っているわけでもない。

　それなのに浮かれて、身の程知らずにものこのこやってきたメアリに現実を知らしめたかったのだろうか。そんな卑屈な考えが頭をよぎる。

（……帰りたい、な……）

　心細さはじわじわとメアリを苦しめた。

　どこへ行けばいいかもわからないし、大勢の人の目があって逃げ場がない。

（どうしよう……ちょっとだけ、泣きそう）

　それだけは絶対によくないとわかっているのに。足元がぐらつく感じがする。

（私にはやっぱり、教会の懺悔室が似合いだ）

　外の世界にあこがれているだけで充分だったのに、レイフォールに出会って、おそろしく欲張りになってしまっていたのだ。

（自分で気づいて良かった。傷が浅く済むわ……殿下に指摘されたら、とてもじゃないけど耐えられなかった）

　殿下。レイフォールさま。レイ。

　同じ空間にいるのに、目を合わすこともできない。

（──会いたかったな……）

　これ以上みじめな気持ちになるまえに、一人でも帰ろう。

　そう思って立ち上がったとき。

「聖女様」

　男性の声がして、メアリははっと意識を現実に戻した。

　腕を掴まれている。

　メアリがぼんやりと見上げた先で、心配そうにこちらを見下ろす青い瞳と視線がかち合った。

　誰だっただろうと一瞬、考える。

　黒髪で青い瞳の、騎士の装いの男性。会場についたときから護衛とエスコートをしてくれていた騎士だ。

「少しお顔色が悪いですね。ここは人が多いので、別室にご案内いたしましょうか」

（え……？　でも……）

　移動していいのかと確認しようにも、ダンデモールは客人らと話し込んでいる。

　レイフォールにいたっては、もはや姿も見えないくらい次々に招待客が押し寄せていて、こちらから訪ねることは不可能に思われた。

「こちらへどうぞ」

　黒髪の騎士はメアリをうながしホールから連れ出した。

　廊下にいくつも連なる扉の一つを開け、「応接室のひとつです」と頭を下げた。

　中に、ほかに人はいない。

　部屋の奥には大きな窓とバルコニーがあって、開かれたカーテンのあいだから城下町の暮れゆく空が見える。

　テーブルセットと暖炉、それから本がぎっしり詰まった壁一面の本棚。さきほどまでいた華やかなホールより、生活感のある部屋だ。

　入り口の扉は開けられたままにされているから、ここからでも廊下の様子やホールのざわめきはうかがえる。

　人の目がないことが何よりありがたい。椅子に腰掛けてそっと息を吐いた。

（ありがとう、ございます……）

　声を出すことができないから、感謝の気持ちもただ目を見ることでしか伝えられない。その目ですら今は純白のベールに覆われてしまっている。

「……社交界デビューをされたばかりのご令嬢は、たいそうお疲れになるものだそうですからね」

　思わず騎士の顔を見つめてしまう。彼はメアリににこりと微笑みかけた。

　青い瞳がきらきらと光って見える。別段めずらしくもない色なのに、昔からの知り合いを見つけたような気持ちになって、なぜだかすごくほっとしたのだった。

　メアリはそこで、改めて彼を認識した。

　年は少し上だろうが、二十代のうちではあるだろう。背は高いけれど筋骨隆々というかんじではなく、すらりと均整のとれた体つきをしている。

　そういえば彼の案内のおかげで、不慣れな夜会なのに迷わず済んでいたのだ。ずっとそばについてくれていたのに、その親切にも気づかないほど視野が狭くなってしまっていた。

　体から徐々に力が抜けると、耳を塞ぎたくなるような大きな波音に聞こえていたものが、ただの人の声だとわかった。

　深く息を吸う。ようやく自分の輪郭を取り戻したような気がした。

「とてもお美しい装いですね。よくお似合いです」

（え……？）

　見上げると、騎士の彼ははにかんだ笑顔を浮かべ、メアリの座る椅子の前に膝をついて視線の高さを合わせてきた。

「馬車から降りられた聖女様を見たときに、まるで本物の女神様が地上に降り立ったのかと思いました。聖なる書に描かれているお姿に、あまりにも似ていたもので」

　突然の賛辞にどう反応したらいいかわからなくて、メアリは手元の扇に視線を落とした。

　聖なる書の女神を目にしたことがあるということは、彼はヴァリタ教の敬虔な信者なのかもしれない。

　もしかしたらレイフォールの手配した者なのだろうか。教会派の貴族……と思っていいのだろうか。

「会場の人々もそう思ったのだと思います。見た目だけでなく、あなた様のたたずまいや、神聖な空気感のようなものにあてられ……本当はみな声をかけたいのに牽制しあって、機会をうかがっていたんですよ」

（そういうものなのかしら……）

　ひとまずは、この場に不釣り合いだと言われなくてよかった。

　人に認めてもらえるだけで、これほど救われた気持ちになるものなのだ。

「……なので、気後れすることなく。あなたはあなたのままで良いのだと思いますよ」

　彼にとっては客人へのお世辞かもしれない。そうだとしても、言葉の力を思い知る。

（殿下にも、似たようなことを言われたっけ）

　じんわりと熱くなった頬を扇であおぎながら思う。

　先日のお茶会ことだから、よく覚えている。

　あの日のレイフォールは、淑女らしく振る舞おうとしてうまくできないメアリに、あなたは実践向きで、思ったことを言っていいのだと教えてくれたのだった。

　ちらりと横目で窺った騎士は、こちらが照れてしまうほどの距離でメアリの手をとって、にこにこと機嫌よくしている。

　そのやわらかな表情もなぜかレイフォールを彷彿とさせた。

（不思議……この方、殿下と雰囲気が似ているような気がする）

　よくよく聞けば声音も近い気がする。低すぎず穏やかで、少し甘い声。

　もしかしたら本当に王子とつながりがある人なのかもしれない。遠縁の親族とか、そういった。

　もしそうなら嬉しい。レイフォールに関することなら何だって知りたい。

　メアリは思い切って彼に声をかけようとした。

「あの、あなたは」

　けれどそう口を開いた瞬間、ちょん、と唇を彼の人差し指で押さえられてしまった。

「──もう間もなく、王太子殿下がこちらへいらっしゃいます。聖女様はこのままお待ちください」

　彼はそれだけ告げてさっと立ち上がると、一礼し、足早に応接室を出て行ってしまった。

（殿下が……？　ここに、今から？）

　どういうことかと訊ねられる相手もいない。

　椅子から立ったり座ったり落ち着きなく部屋をうろついていると、ホールの生演奏がひときわ大きく響き始めた。

　彼が来るならもっと周囲が賑わうだろうに、メアリのいる応接室のあたりは変わらずひと気のないまま。

　聞こえるのはホールから漏れる三拍子のワルツばかりだ。

（ダンスは……練習したこと、ない……）

　踊れなくても、管弦楽の生演奏に合わせてつま先が動く。

　きっとレイフォールはダンスも完璧に違いない。隣のホールで誰かに誘われて──もしくはみずから誘って、踊っているのだろう。

　ダンスパートナーに選ばれれば自然と会話も弾むだろうし、踊りの中で息が合う相手もわかるのかもしれない。

　お妃選びにはうってつけの催しだ。

　そんな重要なことを差し置いてここに来るだろうかと、メアリはじっと廊下を凝視した。

　軽快な音楽はメアリの鼓動を速める。一曲、また一曲と曲調が変わっていく。

（どんな形であれ、ひと目お会いできたら……でも、美しいご令嬢の手を取って踊る姿は見たくない……きっと、嫉妬してしまう）

　みなの期待を裏切らない穏やかで優しい聖女になるには、どれほど厚い仮面を被らなければいけないのだろう。

　女神は、魔物──ヒトの悪しき心に形を与えて対話させたと伝えられているけれど、この嫉妬心を飼い慣らすのはとても難しそうである。

（殿下を好きになってから、どうして人々が聖なる壁を必要とするのか、本当の意味で理解できた気がするな……）

　心は良くも悪くも自由で、ときに自分では制御できないほど膨らんだり重くなったりしてしまう。

　そんなときこそあの懺悔室が──静かに己を見つめ直す時間と場所が必要なのだ。

　メアリは深く息を吸って、聖なる壁の前に座る自分を想像した。

（私はこの恋を、どうしたいのだろう……）

　恋は美しいばかりではないらしい。

　けれど、どれだけ自分の醜さに失望しても、相手への愛しさが消えることはないのだと思い知る。

（レイフォールさまが好き。愛したいし、愛されたい……けれど、それは叶わない願いかもしれない。そのとき、私はどうするの……）

　まばゆい憧れが恋になって、心を焦がしている。

　この熱を押しつければ、相手すら傷つけてしまうかもしれない。

（それでも、この悩みごとあの人に受け止めてほしいと……私の醜ささえ愛されたいと思ってしまう）

　メアリははっと口元を押さえた。

（「本当の自分を受け入れてほしい」と殿下はおっしゃったわ。私も、同じなのかも……）

　好きな人の前で本当の姿をさらけ出すのは勇気がいる。愛されたいと願うほど取り繕って、身動きがとれなくなって。

　そんな不器用さごと愛してもらえたら、どんなに──。

（えっ？）

　考えにふけっていたメアリの視界が、ふと、背後から人の手で覆われる。

　かたい感触。男の人の手だ。ふわりと香った香水にはおぼえがある。

　びっくりして動けないメアリの耳元に、その人物が顔を寄せた。

「そのまま、目をつぶっていて」

　メアリは息を呑んだ。

「……も、しかして…………殿下、ですか？」

「ん、やっと抜け出せた。静かにね……手を引くから、しばらく目を開けてはいけないよ」

　目元を手で覆われたまま椅子から立たされたメアリは、声の主に背を押され応接室をよたよたと横切った。

「ここの部屋には、秘密の抜け道があるんだ。聖アメリアのどんな城にも、いくつかあるものだけど」

「抜け道……？　見てはいけないものなのですか」

　ぎぎぎと、なにか重いものを動かす音がする。

「あなたが蜘蛛の巣やネズミの通り道に抵抗がないなら、見ることを止めはしないけど」

　秘密の抜け道が開かれたとたん、湿った匂いとひんやりした夕暮れの空気を頬に感じた。

　どうやら裏廊下のようなものらしい。

「な、なるほど、虫……」

　メアリ自身はそれほど気にならないけれど、たしかに貴族のご令嬢なら悲鳴をあげるところかもしれない。

「久し振りに使うけれど、これはなかなか……。ドレスが汚れてはいけないな……失礼」

「きゃっ!?」

　ひょいと抱きかかえられて、メアリは慌てた。

「殿下っ！　私、重いですから！」

「大丈夫だ、羽のように軽い。しばらく目をつぶっていて」

　背中や脚に、レイフォールの腕が回されている。恥ずかしさのあまり彼の肩に顔を埋めると男物の香水の匂いがして、ますます落ち着かない気持ちになってしまう。

「落としたりしないよ」

「～～っ、そういうことじゃなくって！」

　ははは、と笑う声はおおらかで、先ほどまでゲストに囲まれていたときの微笑みとは違って思える。

　これが素の笑い方なのだとしたら、それを聞くことのできる自分はとても幸運だ。

「すぐ着くから我慢してほしい。あと五十歩くらいだよ」

「ごじゅう……」

「この離宮には、かくれんぼをするような小さな年齢のころに滞在していたんだ。だから僕ほど抜け道に熟知している者は……ほかにいないんじゃないかな」

　レイフォール王子の幼少期。まばゆい金髪をした品の良い少年が広い城で無邪気にかくれんぼをする姿を想像して、つい微笑んでしまった。

（それはそれは、すばらしく愛らしい少年だったんだろうなぁ……）

　身体から徐々に力が抜ける。

　しっかりと抱き上げてくれる彼にすべて任せるつもりで、メアリは黙って静かにしていた。




「ついた。目をあけていいよ」

　連れてこられたところが清潔な室内で、紅茶のいい香りがすることは目を閉じていてもわかった。

　床におろされ、ゆっくりと目をあける。

　目に優しいくらいの室内照明の明るさに満ちた部屋は、さきほどの応接室より二回りくらい広い。テーブルセットには軽食の用意があって、紅茶の香りはそこからだとわかる。

「夜会のあいだに僕が滞在する部屋。ここなら誰も来ないから」

　隠し扉だろう本棚を閉じてレイフォールが言った。

　ようやく顔を見られたうれしさと気恥ずかしさで、メアリはちらちらと彼の姿を盗み見てしまう。

　艶のある金の髪が少し乱れている。ホールに登場したときはひとつに縛っていたはずだけど、ほどいてしまったらしい。

　服装も正装を解いてずいぶん簡素なものに変わっている。抜け出したと言うくらいだから、ゲストや護衛にバレにくくする必要があったのだろう。

「ホールで、ダンスの途中だったのではないのですか？」

「……いや、ゲストは楽しんでくれていると思うよ。それに僕以外にもいろいろな立場の人間がいるから何とでもなる。少しくらい抜けても許されるさ」

「でも……」

　この夜会はあなたのお妃様選びではなかったのかと、聞くことはできなかった。

　目の前に彼がいることがまだ信じられない。嬉しいのに心から喜んではいけない気がしてしまって、メアリはそっと距離をとった。

「……本当に、ここには誰も来ないのですか？　たとえばさきほどの……黒髪の騎士様も？」

「それは……あなたの護衛をしていた彼のことかな」

「ええ。やっぱり殿下のお知り合いなんですね」

　今頃、突然姿を消した聖女と王子を探してはいないだろうか。

　メアリが心配すると、レイフォールは眉を寄せて微妙な顔つきになった。

「知り合いと言うか…………まぁ、臣下、だから。そう、失礼がなかったならよかった」

「失礼どころか、私、彼のおかげであの応接室に連れ出していただいたんです。お礼を言いたかったなと思って……。またどこかで会えるでしょうか」

「メアリ」

　レイフォールはメアリにずいっと近づく。

　ぎょっとして身を引くメアリの背中を支え、聖女の純白のベールを取り去って額を合わせてきた。

「僕といるのに、まだほかの男の話をする？」

　突然触れられたことにも、嫉妬めいたことを言われたことにも驚く。

　頬が赤くなっているのが自分でもわかって、メアリは視線を彷徨わせた。

「そんなつもりじゃ……ごめんなさい、殿下」

「レイ、と」

「レイさま」

　誰も来ることはないという二人きりの部屋。

　レイフォールの視線が甘い気がして落ち着かない。

　おずおず見上げると、レイフォールはふわりと雰囲気をやわらかくした。

「そんなに怯えなくて大丈夫。おいで。まだ何も口にしていなかったのだろう？」

　まるでダンスの申し込みをするかのように手を差し出される。

　いままで、この手をとった女性はいるのだろうか。自分が初めての相手だったらいいのにと思いながら、指先でそっと彼の手に触れた。

　卓上にはスープとパンと紅茶、それからサラダに肉料理と宝石みたいなデザートたちが並んでいる。

「おなか、とってもすいています」

「よかった。じつは僕もなんだ」

　ふたりで食前の祈りを捧げて、さっそくいただくことにする。

　向かいに座るレイフォールをまねて、まずはスープの皿を引き寄せた。

（すごくおいしそう！　スープもパンも、まだあたたかいんだわ）

　琥珀色のスープを、音をたてないようにスプーンですくって口元に運ぶ。あたたかさが五臓六腑に染み渡るようだ。

「ふふ。幸せそうに食べてくれるね」

　しっかり見られていたことに気づいて恥ずかしい。

「私、温室でのお茶会のとき、レイさまのように綺麗に食べられたらって思っていたんですが……こんなんじゃ、まだまだ完璧な淑女にはほど遠いですね」

「僕の前ならいいんじゃないかな。それに今日は薬なんて入ってないから存分に召し上がれ。僕が用意したんだから、間違いなんて起こりはしないよ」

「えっ？　レイさまがお食事の用意を、ですか？」

「ああ……っと、ちゃんと見張っていたということだよ」

　レイフォールもスープを口にして、「本当だ、おいしい」と微笑んだ。

　同じものを食べておいしいと言い合える。これ以上ない幸せだ。

「私は殿下とお食事ができてとても嬉しいのですが……でも、皆の王子様を、私がひとりじめしてしまっていいのでしょうか」

「いいさ。僕だってたまにはわがままを言いたいんだ。それに今日はまだ、あなたとの授業時間をとっていなかったから」

　なるほど、この急な招待は淑女教育の一環だったらしい。

（なんだ、そういうことかぁ……良かった、勘違いしなくて。そうよね、まさか私がお妃様選びの候補に入っているわけないものね……）

　彼からの好意は伝わる。けれどふたりの関係を明確に表す言葉がないから、自信はない。

　仲が深まったように感じても、幸せのすぐそばには不安がある。

「あの……レイさまがこんなに良くしてくれるのって……私がレイさまにとって、妹みたい、だからですか」

　レイフォールは食事の手を止め、おもしろがるみたいに眉を上げた。

「温室での話を思い出したのかな」

「は、はい」

「それであなたは、僕に妹扱いされてると思っているんだね？」

「う……わ、わからなくて」

「そう」

　レイフォールはちらりと上目遣いにメアリを見やった。

「……女性からの気持ちを知っていて、それでもその人を妹として扱う男は、よほどの阿呆か、心のない輩じゃないかな」

「それは……つまり……じゃあ、レイさまは？」

　レイフォールは髪を耳にかけ直してくすりと笑った。

「夜会を抜け出して、自分の部屋に隠して。妹のために、そんなことをすると思う？」

　テーブルの上で指を絡められる。

「僕があなたのことを特別に思っていること、まだ伝わらない？」

　こてんと首を傾げた彼の、視線としぐさのひとつひとつがとびきり甘ったるい。

　これ以上近くで浴びたら、いよいよ心臓がどうにかなってしまいそうだ。

「つ、伝わります！　うれしいです……今晩はもう、お目にかかれないのかもしれないと思っていましたから、特に」

「さみしい思いをさせてごめんね」

「いいえ！　私はただ……自分があのような華やかな場にふさわしくない気がして、恥ずかしくなってしまって」

　レイフォールはうつむくメアリの手を引き、顔を上げさせた。

「あなたの姿はすぐに見つけられたよ。司祭は社交に熱心だろうと予想していたけど、まさかあなたを放って行くなんてね」

　本当によく見てくれている。

　同じ空間にいたのはほんの数分だったのに、よほどメアリのことを気にかけてくれていたのだとわかる。

「あなたが自分自身の魅力に気づいていなくても、あなたは僕にとって特別な人だよ。それこそ、最初から」

「それって……レイさまが初めて懺悔室にいらっしゃったときのことですか？」

「それもあるけど……そうだ、あの絵をごらん」

　彼の視線の先に掲げられているのは、女性をモチーフにした宗教画だ。

「女神様ですね。廊下にもたくさん飾ってあるのを目にしました。この離宮はヴァリタ教にゆかりのあるものだと聞いています」

「そう。……今日のあなたは女神の姿によく似ている。とても美しいよ、本当に」

　レイフォールは目を細めてメアリを見た。

「……僕の母──王妃メランダは五年前に他界したのだけど……もともと身体の弱い方でね。子を産むのは無理だと医師に言われていたらしい」

　それは彼の口から初めて語られる、家族の話だった。

「実際、彼女は王子を一人生んだあと年々具合を悪くして、生活のほとんどを寝台で過ごすことになった。僕の覚えている王妃メランダの印象といえば、聖なる書を開いて祈りを捧げる姿だ。そんなだから、僕も自然と女神への愛着を持ったのだと思う」

「王妃様はヴァリタ教を深く信仰してらっしゃったのですね……」

「そう。心のよりどころだったのだろう。けれど国王陛下はそれをよく思っていなかった。加えて当時、教会側から側室をすすめられたことも、妃を深く愛する王の逆鱗に触れたらしい」

「二人目の妻を……教会が？」

　たしかにヴァリタ教は愛に寛容だ。聖なる壁への相談事であっても、不倫や複数人との交際などが持ち込まれて許されるのだから。

　それはヴァリタ教が自身の心の魔物と向き合い、魔を受け入れる愛を認めていることに由来する。

「……もしメアリなら、どう思う？」

「なにをでしょうか？」

「レイフォール王太子に側室を、と言われたらあなたはどうする？」

「へっ？」

　どうする、とはどういうことか。

「そ、そそそ、それは、あの、殿下にご正妻がいらっしゃる前提でのお話ということですよね……？」

「そうだよ」

（なんでそれを、私に聞くの!?）

　雑談なのか、なにか深い意味があるのか。

　澄まし顔で食事を再開するレイフォールの真意はまったく読めない。

「世界を見渡せば、第二妃、第三妃をもつ王族は少なくない。世継ぎ問題だったり、政治、宗教的な問題だったりと事情はさまざまだけれど、聖アメリア国の場合は王族の血縁が少ないことが理由になるかな」

「……なるほど……」

　たった一人との結婚でも頭を悩ませるだろうに、二人目、三人目についてまで考えなくてはいけないなんて。王侯貴族の暮らしというのは桁違いに気苦労が多そうだ。

「…………私なら……」

　くるくるとスープをかき混ぜ、メアリは口ごもった。

（私なんて、ダンスのお相手にすら嫉妬してしまうのに……）

　正しい聖女像を考えること以上に、正しい王太子妃像を考えることは難しい。

　ただの修道女に正解など出せるはずがないけれど、メアリは懸命に考えた。

「そう、ですね……必要となれば……ご側室を娶るよう、請い願うのかもしれません」

「本当に？　どうしてそう思う？」

　覗き込んでくる青い瞳に、心の深いところを探られている気がする。

　メアリは眉間に力をいれて彼を見返した。

「だってきっと、殿下と結婚なさる方は、夫を愛するのと同時に……聖アメリア国のことも愛するのでしょうから……」

　それがメアリなりに考えた、王太子妃というもの。

　理想だ。自分がそうなれるとはかけらも思わない。

　レイフォールはしばらくメアリの言葉を噛み締めるようにしていた。

「……そうか。王妃様も、そう思ったのかもしれないな」

　小さなひとりごと。聴こえが良すぎるメアリの耳が拾ってしまったつぶやきだ。

（あれ……？　けど国王様は結局、ご側室は娶られなかったのよね……？）

　どこかひっかかる物言いだ。

　けれど違和感の正体が明確にはわからないまま会話は終わってしまう。

　その後はふたりとも考えにふけって、静かな食事になった。

（もし殿下が教会との関係を修復なさったら。司祭様たちは、殿下にご側室をご提案するのかしら……）

　好きな人と美味しい食事をいただいたばかりなのに、胸の内がもやもやとする。

　原因ははっきりしている。

「あの、殿下」

「レイだよ、メアリ」

　愛称を許され、特別だと言われても、恋人になったわけではない。

　彼はただ、母親が信仰していた聖なる女性に夢を見ているだけなのかもしれない。

　だから曖昧なことははっきりさせたい。傷が浅くすむうちに。

「レイさまは……近々、ご結婚のご予定がおありなのですか？　お妃様を選んでいるという噂を耳にしまして」

　メアリの覚悟が伝わったのか、レイフォールも真剣な表情になってテーブルの上で指を組んだ。

「それは……まだ、わからない。僕自身、この人だと思う人はいる……けど」

「けど？」

「……彼女が、王子としての僕を好きなのか、それとも僕個人を見てくれているのか、まだわからないから」

　目を閉じたレイフォールの豊かなまつげが震える。

「いや……違うな。僕自身の無力さのほうが問題で……今夜みたいに寂しがらせることもあるだろう。大事なときに守ってあげられないのに、独占欲で欲しがって……それは子どものわがままとどう違うんだろう、と」

　メアリは立ち上がった。

　悩み事を聞くのは聖女としてのやりがいだけれど、ここは懺悔室ではない。手を伸ばせばすぐ彼に触れられる。

　レイフォールのかたわらに立ったメアリは、自分の手を祈るように握りしめた。

「……私は……レイさまが好きです。完璧な王子様として振る舞うあなたも、迷うあなたも、同じくらい大好き。どんな仮面をかぶろうが、レイさまはレイさまですもの」

　すぐ目の前にいるのに触れるのをためらってしまうのは、自分が傷つきたくないからだ。

　愛し愛されたいと願っても、どうしたら気持ちが通じ合えるのかわからない。

　これが初めての恋じゃなかったら。

　かける言葉を、こんなにも迷わなかったのだろうか。

「違うんだよ、メアリ。僕は……違うんだ」

　片手で半顔を覆い、否定をするレイフォールが痛ましい。

（きっとなにか、私に言えないことがあるのね……）

　人のことをすべて知るには時間がかかって当然だ。

　両親の話のように話してくれることもあれば、探られたくないこともあるだろう。とくに彼は、聖なる壁を訪れたときのように限界まで抱えてしまう性格のようだから。

　──それなら今、自分にできることは。

「……少し外に出ませんか。バルコニーからの景色が気になっていたんです」

　メアリが手を引くと、レイフォールはつられてふらりと椅子から立ち上がった。

　物思いにふけったままの彼の手を引き、部屋の奥にあるバルコニーへと降り立った。

「ほら、月が綺麗ですね、レイさま」

　しっとり湿度をはらんだ夜風が頬をなでていく。離宮の周囲は流れの穏やかな川に囲まれていて、明るい月が川面に反射している。

　ここから見える王城や大聖堂の尖塔はずいぶん小さい。

　そして日常から離れた今だからこそ、気づく事がある。

「私ね……聖女のお役目を任せていただいて良かったなと思っています。聖なる壁ごしに、いろいろな人生を知れましたから」

　懺悔室を訪れる彼らに、未熟ながらも寄り添った日々を思う。

「叶わない恋、幸せなのに満たされない恋、いろんな話を聞きました。彼らは悩み、苦しんでいたけど……それでも手放したくない深い思いがあるのだというのが伝わってきて、いつも聞き入ってしまうのです。そして今の私もきっと、彼らと同じ……。感情の波に翻弄されている」

　言葉は枷にも翼にもなる。

　だからこそ彼の前では、正直な気持ちを伝えたいと思う。

　メアリの声には優しさがあると言ってくれた、彼の言葉を信じて。

「私は……自信がない、傷つきたくないと思いながらも、レイさまに愛されたいと……揺れています。ほんと笑っちゃうくらい、あなたのことばかり考えているんです」

「それは……きっと、僕も同じだ」

　レイフォールはぼんやりと眺めていた夜景から目を離し、メアリに視線を移した。

「……あなたを、愛したい。けどそれは同時に、あなたが僕の手を離れることにもなるから、と……揺れて」

　メアリの頬に、レイフォールの手が伸びる。

　遅れ毛を耳にかけ直し、指の背が頬を撫でている。指先から伝わる感情があるなら、それはあたたかなものだ。

「離れません。レイさまが放しそうになってしまうなら、私が捕まえています。それではいけませんか」

　頬に添えられた手を掴んで、メアリは言った。

「信じてください、レイさま」

「……今、この時はよくても。きっとあなたを傷つけるよ」

「それでもいいです。レイさまの口から好きだと伝えていただけるだけで、うれしいから」

「よくない。そうなったら僕は……自分の生き方すら否定したくなってしまう」

　夜風がレイフォールの髪を揺らしている。

　垣間見える表情はまだ深い思考に沈んでいるように見える。

　気持ちを伝える前のふたりなら、もっと気楽に冗談を言い合っていたのに。

（どうしたら笑ってくださるかな……）

　彼の穏やかな笑顔が好きだ。

　予想外のできごとに無表情になるところも、じつは照れやすいところも。

　とびきり優しくしてあげたい……そしてちょっぴり困らせたい。

（そうね、たとえば、こんなふうに？）

　メアリはレイフォールのブラウスの胸元を両手で掴んで引き寄せ、えいと背伸びをして、彼の頬に口づけをした。

　唇で触れた肌はすべすべしていて、少し冷たい。

　舌先でペロリと舐めて、軽く吸い付いて離れる。

「ね、私の気持ち、これで伝わりますか？」

　レイフォールは石のように固まっている。

　メアリが「レイさま？」と声をかけると、ぎこちない動作で自分の頬に手を当てた。

「ほんとでしたら、お口にしたかったんですけど、届きませんでした」

　言うと、みるみる彼の顔は赤く染まっていった。

「あっ、あなたは！」

「はい、殿下」

「たまにこちらがびっくりするくらい、大胆になるから……！」

「ふふ、ごめんなさい。でも私、殿下と二人きりだと、そういうのを隠しておけないみたいで……慎みがない、ですよね？」

　レイフォールはぐっと口を引き結んでそっぽを向いた。

「ぼっ……僕の前だけなら……かまわない、けど」

　彼が必死に隠そうとする照れ顔は、さっきまでの沈んだ表情よりずっといい。

「あなたの前だけです」

　胸に寄りかかれば、優しく包まれるように抱きとめられる。

　しばらくそうしているとふたりの体温が馴染んでいく気がする。

　これが正しい答えなのだと、抱きしめられたところから伝わってくるよう。

「…………怖いんだ」

　夜闇に溶けるような、かすかなつぶやき。

「手に入れたら……きっと、もっと強く執着する」

　そのおそれは理解できる気がする。

「レイさまはきっと、聖女である私を好きになってくださったのですね。私の立場なんてちっぽけなものですが、それでもヴァリタ教会の影がちらつく……だから迷われるのでしょう？」

「それには、あなたと同じ答えを返すよ」

　頬を押さえたまま、レイフォールは視線を下げた。

「聖女であるあなたも、ただのメアリであるあなたも……どちらのあなたのことも愛している」

　ひとりごとのようでもあり、言い聞かせられているようでもある。

「あなたのすべてを僕だけのものにしたい。このまま離宮に閉じ込めて、隠して……食べるものも、着るものもすべて僕が選んで、誰にも会わせず、誰の話も聞かせず」

　じっと青い瞳を見つめていれば、躊躇いがちに視線が合わされる。それだけでうれしくなって、メアリはにこりと微笑んだ。

「望むところです」

「メアリ……」

　恋は不思議だ。

　すぐ落ち込んでしまうくせに、好意にかすかに触れただけで満たされてしまう。

　にこにこと笑うメアリを見下ろし、レイフォールは深いため息をついた。

　沈んでいた表情がようやくやわらいだ。

「……あなたの懐の深さは誇っていいものだけど、なんでもかんでも受け入れようとしてはいけないよ」

「レイさまだけ。特別です」

「光栄だな」

　ふたりは笑いあって見つめ合い、ふと笑いをおさめた。

　メアリは目を閉じた。

　顎を彼の指がそっと支え、鼻先が触れ、唇が合わさる。

　四度目の口づけは甘いだけではなくて、少し胸が切ない。

「……本当に、後悔しない？」

　目を開けると、額を合わせた距離で見る青い瞳が、熱っぽくメアリを見つめていた。

　メアリの答えなんてわかっているだろうに、言葉を欲しがるところ。その優しさと弱さがとても愛しい。

「しません……絶対に」

　とろとろと唇が溶けるようなキスを繰り返す。

　壁に押し付けられて、少しも離れないようにと全身で抱き込まれている。

「ん……」

　小さく喘いだメアリを、レイフォールは口づけを続けながら抱きあげた。

「……部屋に戻ろう。月にすらあなたの声を聞かせてやりたくない」





　　◇◇◇






　口づけにうっとりしている彼女を寝室のベッドへ運んだところまでは、まだ多少の理性を残していたような気がする。

（……甘い）

　舌で探るメアリの口内はとろとろと溶けている。

「ん……はぁっ……レイ、さま……」

　絡めた舌はこんなに甘くて、小さくて。

　まるで幼いころに食べたあめ玉のようだとレイは思った。

　友人に「あげます」と渡された宝石のようなそれを口に入れたときの、甘い幸福感。なくなってしまうのが惜しくて、その時間を誰にも邪魔されたくなくて。

　口に頬張ったまま長いこと、女神像の裏に隠れて味わっていた幼い自分がよみがえるよう。

「ふ、ぁ……っ、んんっ……」

　手指を絡めて寝台に押しつけ、呼吸を奪う。

「あ……ん、ふぁ……」

　メアリは息を乱しながらも、懸命に応えてくれる。

　ひそやかな甘い吐息が、じわじわと身体の熱をあげる。

　彼女がほしいという気持ちが高まって、いつまでも口づけをやめることができない。

（ずっと……長いあいだ、欲しいものなんてなかった。いや、我慢することができていた）

　幼少期からの厳しい教育の成果か、聖アメリアの王子としてふさわしくあるために、個人的な欲を押さえることには長けていたはずだった。

　人に隠れてまで執着したのは、あのあめ玉が最初で最後だったと思う。

（どんなときでも間違えることなく、完璧であれと、教わってきたのに……）

　即位するまでは結婚も婚約もしないというのが『レイフォール王子』の意向であったから、年齢の割に女性経験が乏しい自覚はある。キスも、身体に触れたのも、メアリが初めての相手だ。

　強い性欲を自覚したのは最近で、それまではジョシュアの睡眠剤で無理やり押さえつけることができていた。けれど、彼女に出会ってからはてんで駄目だ。

　初対面でみっともない姿をさらけ出してしまったのに、壁の向こうの聖女はそんなレイを笑って受け入れてくれた。からかいの言葉の裏に慈しみの心をにじませたこの人はどんな女性だろうと、興味を持った。

（はじめは、彼女に好かれようとは思っていなかったはずなんだけど……でも、今となってはあのときの自分の策が笑えるな。なにが淑女教育だ……親切を装い、囲う気で親しくなったんだろうに……）

　メアリを彼に引き合わせたのはジョシュアの手引きだった。けれどそこから、もっと彼女と話してみたいと思ったのは彼自身の意志だ。

　そしてメアリを知るごとに思った。こんなに素晴らしいものは、なくさないように、誰かに取られてしまわないように、隠さないといけない、と。

　それは王子としての教育がはじまる以前のレイの、幼い独占欲によく似ている。

　こんなに愛するつもりはなかった。愛してもらえるとも思っていなかった。

　そういった意味では、出会いのきっかけをくれた彼に感謝しないといけない。

　──ただし、ここまで彼の思惑通りに事が進んでいることだけは不満である。

「レイさま？」

　メアリはとろんととけたあめ玉のような瞳でレイを見上げている。

　考えにふけっていたレイは、ドレスを脱がせる手が止まっていたことに気づいて後ろめたく視線をそらした。

「なんでもないよ。あなたと出会ったときのことを思い出していて……」

「そうですか」

　メアリはほっとした様子でレイに頬ずりをした。

「よかった。なにか失礼があったかと思いました」

「まさか……まいったな、不安にさせたね。こんな調子じゃ、あなたをちゃんとよくしてあげられるか」

「それならきっと大丈夫ですよ」

　彼女は上品に微笑むと、レイの耳に口を寄せ「以前も、とてもよくしてくださいましたから」と吐息交じりに吹き込んだ。

　たまに年下の女性とは思えないリードをされて、その色香に圧倒されてしまう。それも彼女の好きなところのひとつ。

　こういった発言は彼女の天然の煽り体質によるものだと、ようやくわかってきた。わかったところで、ふたりきりの寝室で平然と流せる男がいるだろうか。

　レイははやる気持ちを抑えて、なるべく紳士的に彼女の靴を脱がせた。

　白くて小さい足の甲。肌が真珠のように輝いて見える。

「……とてもきれいだね」

「本当ですか？　お眼鏡にかなってうれしいです……って、いたっ!?」

　レイは足の甲に吸いついていた唇を離した。

「痛い？」

「い、いえ、大丈夫です……まさかそんなところにキスされるなんて思わなくて……びっくりしただけ」

　メアリがもじもじと足を引っ込めようとするのを制して、両手で包んだ足をじっくりと眺める。

「赤くなっている……。あなたは肌が白いから、少し吸うだけで痕がつくみたい」

「痕が……？」

「ほら、こんなふうに」

　今度はメアリの脚を持ち上げて、形のいいふくらはぎの内側のやわらかな肌を吸った。

「あんっ、くすぐったい……」

　自分の痕跡が残るというのはいい。赤く鬱血したところを唇でなぞり、レイは笑った。

「ごらん。赤い花が咲いたようできれいだよ」

「そんな……殿下のほうがずっときれいですよ。お顔も、からだも、ぜんぶ」

「そう？　あなたの視線を奪えるのなら、この顔に生まれてよかったと思えるな」

「けど、女性はみんな殿下の顔が好きなんですって」

「それは困る。あなただけでいいのに」

　メアリはくすくすと笑い、ふたりは再び唇を重ねた。

「ん……私、キス、好きです……」

「僕もだ……甘くて、心地良くて」

　レイは余裕なく口づけに溺れ、やがてやわらかな胸のふくらみに手をのばした。

「あ……あン……」

　こぼれた吐息が甘い。自分の手で彼女をそうさせていると感じると、とんでもない優越感に浸れる。

　──けど、まだ足りない。もっともっと満たされたい。

「……この先のこと」

　凶悪な性欲を必死に押さえ込むレイは、自分の暴走の歯止めに保険をかけた。

「嫌だったら、声の力でもなんでも使って止めてくれるね？　多少は効くだろうから」

「そんなこと、いたしません」

　けれどメアリは不満げに口を引き結ぶ。

　彼女は力を使うことに慎重だ。同意なく声の力がかけられたのは、最初の一度だけ。完全にとは言えなくとも、思考と行動を操られる不思議な力だった。

（力の及ぶ範囲や強さを、メアリ自身はどれほど把握しているんだろうな……。大衆の思考を操作できるのだとすれば、すごいことだ。慎重になるのもわかる）

　口づけをしながらドレスの背中のリボンを解き、肩から落とす。

　ふたつのおおきなふくらみが揺れて、メアリは恥ずかしそうに身をよじった。

　それを押さえつけるように抱き込んで、先日は薄い布越しにしか触れられなかったやわらかな乳房に、ようやくじかに触れた。

　彼女の息が乱れるのを心地よく聞きながら、熱心に肌を愛撫した。

　つんと上を向く乳首をつまんで、ひっぱって。

「あ……ぁっ……」

　刺激のひとつひとつに甘い声をあげる彼女が狂おしいほど愛しい。

　一方で、頭の冷静な部分は王子として訓練された思考をやめることができない。

（教会の連中は、聖なる壁を通じて民にメアリの力を試させているんだろう。今日のことだって、王太子を懐柔するために彼女を送り込んだのではないと、言い切れるだろうか？）

　彼女の本性がどれほど愛情深い人だとしても、周囲の思惑に知らぬうちに操られていることもありえる。

（いや……少なくとも今夜は違ったはず……僕自身が見ていたじゃないか。彼女は夜会のあいだ、ほとんど一人でいた。心細い思いをしていただけ）

「もう、殿下ってば……また考え事」

　胸を揉んでいたレイの手をそっとどけて、メアリは上目遣いに睨めつけた。

「そういうの、わかっちゃうんですからね……？」

「あぁ……ごめん、つい……いろいろと考えてしまうのがくせで」

「殿下、もしかして無理をしておられますか」

　大きな瞳が心配そうにのぞき込んでくる。

「私が強引に迫ったから？」

「違うよ、メアリ。ごめん、もうしない」

　寝台に横たえさせた華奢な身体に覆い被さり、レイは胸元に唇を這わせた。

「今からはあなたにだけ集中するから……許してほしい」

　──本当は、我を忘れるほど何かに没頭するのは苦手だった。

『王子たるもの、どんなときも冷静に、そして優雅さを欠いてはいけません』

『人に見られていることを常に意識しなさい』

　すり込まれてきた言葉達が、幾度となくレイの手を止めさせる。

　頭に響く彼らの警告を振り払い、メアリのドレスを引き抜き床に落とした。

　白い肌のところどころに口づけの痕をつけたメアリは、腕を交差させて胸元を隠した。

「そんなに……まじまじと、見ないでいただけますか……」

　いじらしい仕草は普段の明朗な彼女と違ってまたいい。

　二人だけのときしか見ることのできない表情、それから特別に甘えた声。

　もっと見たいし、もっと聞きたいと思う。

「見せて、メアリ」

「だめ……あかるいところでは……」

「どうして？　とてもかわいいのに」

「あっ、やだ」

　細い手首を掴んでシーツに押しつける。こぼれた乳房はふんわりとやわらかいまるみのまま、頂きがつんと天井をむいている。桃色に染まったそこが、まるで果実のように甘そうだ。

「ほら、かわいい」

「本当、ですか……？　私の胸……はしたないくらい大きいって……言われるから……」

「僕は好き。ねぇメアリ、ここに触れても？」

「ま、待って！　あかり、あかりを……っ、あ、ん」

　レイは静止も聞かずに、ぷっくりと立ち上がった桃色の乳首を舌先でちろちろと舐めあげた。

「あ、あーっ……！」

　快楽に弱いメアリはすぐにレイの舌に夢中になって、甘い声をあげる。

　素直な反応がうれしくて、身体を押さえつけてもっと丁寧に──舌先でつついて、弾いて、こぼれた唾液と一緒に吸って飲み込んだ。

「あぅ、ぅん……だめ、おっきな声……でちゃうっ……」

「大丈夫、僕以外には聞かせない。けど、僕は聞きたい……あなたの声」

　ぷっくり立ち上がっている乳首を舌で舐ねぶって、指でつまんでこすって。

　メアリの声はいっそう高くなって、背をしならせのけぞった。

「やぁんっ、もう……だめぇ……！」

「嫌だった？」

「あぅ……ちが……いやじゃなくてぇ……」

　メアリは潤んだ声でレイの名前を呼んだ。

「レイさま、好き、です……ぜんぶ、きもちいい……あんっ、やぁっ」

　どれほど乱れても美しく見えるのは、彼女が女神に選ばれた女性だからだろうか。

　さんざん胸を舐め尽くして唇を離すと、息を乱した彼女が潤んだ大きな目できっと睨みつけてくる。

「殿下は……殿下はっ、待てができないんですかっ」

「ふふ、そうかもしれない」

　彼女に優しく叱られるのはすごく気分が良い。

　親が子を叱るのとは違った、甘さと少しの気づかいをふくんだ声がとても好きだ。くすぐったくて、もっと言われたくなってしまう。

「ねぇメアリ。僕のことを、もっと叱ってくれる？」

「叱る……？」

「うん。あなたの声を聞くと、不思議と背中がぞくぞくしてしまって」

「それって……気持ちいいってことでしょうか」

　自分でも気づいていなかったけれど、どうやらそういうことらしい。

（足で踏まれたいとか、女性に優しく支配されたいとか……そういうのは王子らしくないけど……彼女はきっと、受け入れてくれる）

　レイがこくんと頷くと、メアリはうれしそうに目を輝かせた。

「わかりました！　やってみますっ」

　つい先ほどまで甘く啼いていたはずの彼女は拳を握りしめ、熱く気合いを入れている。

　いったいなにをどうするつもりなのだろうと眺めていると、メアリはぶつぶつと呟きながら寝台から身を起こし、ほぼ全裸の身体でレイに体当たりをしてきた。

「ふふ」

　見下ろす彼女は長い黒髪をかきあげ、ぺろりと舌なめずりをした。

「腕が鳴りますね。どう気持ちよくしてさしあげようかしら」

　濃い色香を纏ったメアリが、レイに馬乗りになって身体をゆすった。迫力のある豊かな胸が目の前でたゆんと弾む。

　以前『見せあいっこ』をしたときから忘れられなかった、彼女の胸。白くてまるく、ふわふわしている。

　これに埋もれたらさぞ気持ちいいだろうなと手を伸ばすと、すかさず「だめ」と手を軽く叩き落とされた。

「まだ、よいと申しておりません。殿下は、我慢のできない悪い子なんですね？」

　目の前でたわわな胸を揺らしながら、下着一枚だけの下半身をこすりつけてくる。

（う、わ……）

　視覚的な刺激と、陰部への直接的な刺激に、勝手に腰が動いてしまう。

　メアリは指先でレイの顎をあげさせた。導かれるようにうっとりと彼女に見入る。

　──もう、頭のなかに彼女以外の声は響かない。すっかり夢中だった。

「待てのできない子は……おしおきですよ」

「あ……う」

　ズボンの上からそこをなぞられるだけで、びくびくと腰が跳ねる。

「おしおきにも感じてしまうんですね。どうしましょう、これでは罰にならないですね。……そうだわ、まずは悪い子のお顔を私に見せてもらわないと」

　言うなりレイの股間に手を添え、かたく勃ちあがったものをズボンの上から優しく撫でた。

「まぁ……殿方のものって、こんなにかたくて、大きいのですね……」

　かっと顔が熱くなった。

「ま、待っ」

　メアリは興味津々にレイのそれを引き出したと思えば、まじまじと観察している。

「あら、先の方はつるんとしている？　……ふぅん……。お腹に力が入ると、これも動くのかしら。ほら、また。ぴくんって震えて。ふふ、大きいけど敏感なのね。かわいい……」

「メ、メアリ、もう……」

　視線でなぞられているように感じて、レイは密かに興奮した。

　指摘されたとおり、下腹部に力が入ってしまって陰茎が震える。

「……、そろそろ……」

「あっ、ごめんなさい」

　メアリは我に返ったみたいに目を瞬いて、あいかわらず天を向いてそびえているそこをどうしたらいいかともじもじしている。

「あの……レイさま。私……男女の夜については色々と聞いて、知っているつもりではいるんですが……なにぶん経験はありませんので、その、私の手技や身体で殿下を喜ばせられるかどうか自信がなくて」

「忘れて、メアリ」

「え？」

「その記憶は全部忘れて、僕とのことだけにして」

　もし自分にも声の力があるのなら、まっさきにそう命じていたかもしれない。

「誰かの模倣じゃなくて……あなたと僕だけのものにしたいから……」

「レイさま」

　メアリはレイの頭を抱き、慈しむような声で笑った。

「はい……そのようにいたします」

　あかりは、消さなかった。

　女性の繊細な部分を傷つけたくなかったし、寝台に横たわっている彼女の姿が──白いシーツに長い黒髪を散らし、一糸まとわぬ身体でレイを見上げる様子が──とても美しかったから。

「脚を閉じて隠さないで……あなたの秘密も、もっと見せて」

「でも……あっ……！」

　まだ誰にも暴かれたことのない彼女の秘部。

　やわらかそうな襞の割れ目がぬるりと湿っているのがわかる。

「恥ずかしい、です……！」

「これは見せあいっこの続きだよ、メアリ？」

　彼女は両手で自分の顔を覆って、ふるふると頭を振った。

「僕のものを見て、どうだった？　かわいいと言っていたけど──」

　彼女にまじまじと見られていた性器は今も熱をもって張りつめている。

「──触りたいんだろう？」

　メアリはしばらく逡巡したのち、こくんと頷いた。

　指の隙間から覗く潤んだ目は、なにかを懇願しているようにも見える。

「僕も早くあなたの秘密に触れたい。……でも、女性器はとても繊細だから……指で触れる前に、もうすこし慣らしたほうがいい」

「え……？　う、うそ、いけませんっ！」

　制止を聞かず、レイはそこに顔を埋めた。

「だめ、そんなのっ、だめぇ……！」

　舌先で襞を割り、濡れた入り口を上下に愛撫する。

　ほんの舌先だけが触れる力加減で様子を見るつもりが、舌の動きひとつひとつに反応したみだらな声が返ってくるので、つい夢中になってしまう。

「あ、あ、だめ、レイさま、私っ、……そんなにされたらっ……、そ、粗相をしてしまいそうっ」

　粗相だなんて。それはきっと、とてつもなく恥ずかしいことだろう。

「いや、出ちゃう……っ、でちゃう、やめて、だめぇっ」

　レイの頭を押さえて抵抗したのは束の間で、しだいに快楽に耐えかねて身をくねらせている。

　両腕で挟まれた乳房の頂きはレイを誘うように血色良く色づき、つんと上を向いて主張している。

（なんて可愛くて、いやらしい姿）

　興奮するレイの息使いは荒い。それ以上にメアリはもっと激しく啼いて、嫌々と首を振った。艶のある黒髪がリボンのように揺れ広がる。

「やあぁっ、あぁんっ……！」

　乳房が揺れるほどに、ぐんっと身体を反らせたかと思えば、四肢を投げ出してくったりとしてしまった。

（達した、のかな……）

　レイは好都合とばかりに両脚をさらに大胆に開かせ、内腿にちゅっと吸い付いた。

　今は彼女を休ませてあげたい気持ちよりも、早く自分のものにしてしまいたい気持ちが勝る。

　強引で乱暴で、まったく紳士ではない行為だ。

　そんなことができてしまう自分に、レイは内心、高揚した。

　唾液と愛液でしとどに濡れたそこに中指をあてがって、指先でゆっくり円を描くように愛撫する。

「あん……は、ぁ……指、が……？」

　気がついたばかりのメアリは、とろんと眠そうな目でレイを見つめる。

（まだまだ、もっと知りたい……あなたの、奥の奥を）

　入り口を探し当て、とんとんと軽くノックをするように触れて反応を見る。

「ここに指を挿れるから、痛かったらすぐに言うんだよ。ゆっくり、するから……」

「ん……はい……んっ」

　メアリはぎゅっと上半身を縮めて、初めての刺激に耐えている。

「あ、ああっ……」

「……入った。大丈夫？　このまましばらくここで、馴染ませようか」

「えっ？　で、でも……。なんだか……、奥の方が、むずむずして……んっ」

「動かした方がいい？」

「あっ!?　はぅっ、や、それ、なんか、やだぁ……！」

「ふふ……イイみたいだね」

　抜き差しを繰り返すごとにメアリの声が甘くなっていく。

　言葉にならない音で喘いで、たまに名前を呼んで。

「メアリのなか、やわらかい……指、こんなに奥まで入ってしまうんだね……ほら、見てごらん」

「や、やだっ、見せないでぇ」

　どんなに「だめ」、「いや」と否定していても、彼女の腰は勝手に動いてレイの指を奥までくわえこもうとする。世界で一番、かわいい嘘だ。

　はじめは中指を受け入れるだけでいっぱいだった隘路が、やがて同時に人差し指も入るようになった。身を縮めていた彼女も今や、レイの手に自分の手を重ねて、指の動きに耽溺しているようだ。

（なかが溶けて、とろとろしている……もうそろそろ、いいのかな）

「ぁんっ」

　二本の指を引き抜くと、うらみがましい目でじっとりとにらまれてしまった。

「わ、私ばっかり、でした……」

「きもちよくなかった？」

「……！　よ、よかったです……すごく……あの……こんなにきもちいいなんて知りませんでした……」

　レイは赤らんだメアリの頬に唇を寄せた。

「よかった。安心したよ」

「レイさま、キスは……ちゃんとお口にもしてくださいね……？」

「うん、わかった」

　メアリが口づけに気をとられているうちに、痛いくらいに昂ぶっていたそこに手を這わせ、先走りをなじませた。

　キスをしながら膝を開かせると、彼女の身体にきゅっと力が入ったのがわかる。

（ゆっくり……怖がらせないように……）

　先端で愛液を塗り広げるようにこすると、メアリはみずからレイを迎えるように腰を動かし始めた。

「あ……あん……っ、こすれて……きもちいい……」

　ぬるぬるとこすりつけているだけでいい。二人ともしばらくのあいだ、息を乱してそれに夢中になった。

（……入りたい。彼女のなかに……）

　焦るなと自分に言い聞かせていないと、衝動的に奥に突き進んでしまいそうだ。

「メアリ……、もう、こわくない？」

　彼女が頷いたのを確認してから、二人の体液をまじりあわせながらゆっくりと先端を押し込んだ。

　あたたかなぬかるみを、ゆっくり、ゆっくり押し進む。

「っ……あっ、入って、くる……、レイさまが、わたしのなか……んんっ」

　ぬるりとした摩擦がたまらない。腰の奥にずくずくと熱がたまり続けるのがもどかしくて、早く彼女にすべて押し付けてしまいたい衝動に駆られる。

「メアリ……の、なか……熱いね……」

　メアリは長いまつげを涙で濡らして、きらきらと光る瞳で懸命にこちらを見返している。

　あめ玉のような大きな瞳。甘そうで、可愛くて、愛しい。

「すごく、満たされるな……かわいい、好きだよ、メアリ」

「ひぁッ!?」

　引き抜いて、押し込む。小さな動きなのに与えられる快感はあまりに大きい。

「あなたのなかがよくて……動きたい……っ」

　とん、とん、と徐々に奥をえぐっていく。

　突くごとに揺れる乳房を掴んで吸いつく。甘い悲鳴がますます腰の動きを激しくさせる。

「あっ、ぁんっ……レイさまの、おおきいよぉ……っ」

　真っ赤な顔で眉を寄せ、唇をふるわせて泣いている。

（苦しそう……？　いや……これは……）

「きもちいいの？　メアリ」

「ん、わたしっ……すごく、よくてっ……も、わかんない……っ」

　健気に頷いて返事をする彼女を抱きこんで、耳に舌を這わせる。

　彼女をつくるなにもかもが愛しくて、すべてを食べつくしてしまいたい気持ちになる。そうやってひとつになれば、きっとこの先も離れずにすむ。

「やぁあっ、たべちゃ、だめえぇ……っ」

　レイの背中に回された腕にぎゅっと力がこもる。

　ただ、入れて、出しているだけ。それなのにこんな快感があることを初めて知る。

「やぁ～…っ、……っ、あッ……、こえ、でちゃ、うっ……はぁっ、んんっ」

「もっと聞かせて……可愛らしくて好きなんだ、その声も」

　甘い悲鳴が耳に注がれるのと同時に陰茎をきゅうっと締めあげられ、強い射精感に襲われる。

（──っ、まだ…………！）

　レイが急に動きを止めると、メアリはもどかしそうに腰を揺らした。

「や……やめちゃいやぁ……」

　レイは密着して抱き合っていた身体を起こして、彼女の片足を担いで肩に乗せた。

　体位を変えて、ふたたび腰を打ち付けはじめる。

「んっ……あぁッ!?」

　より深くなった挿入にメアリは背をしならせた。

　肌のぶつかる音。震える呼吸。

　揺れる乳房を気まぐれに揉みしだけば、ますます高い嬌声があがる。

　潤んだ胎内に行き止まりがあって、そこを突くのが互いにとても気持ちいいようだった。

　レイは肩に担いだ彼女のふくらはぎにキスをし、ときに舌で愛撫したり歯噛みしたりしながら、乱れるメアリの姿を長く堪能した。

「やぁ……！　おく、いっぱいあたって……もう……！　レイさま、もう、だめぇ」

「はっ、は……っ、ん、出したい……メアリ……ごめん、もう…………！」

「きて……、レイさま、好きっ……きもちいい……！」

　求められている安心感が、心と体を同時に満たしていく。

（ああ……好きだな……、放したくない……）

　強い快感にも塗りつぶされない胸の切なさを抱えながら、レイは彼女のなかから自身を一気に引き抜いて、腹の上に熱を放った。





　　◇◇◇






　──深夜。

　キャンドルのあかりが絶えず輝く離宮の廊下を、ヴァリタ教会の司祭ダンデモールは案内の騎士とともに歩いた。

　聖アメリア国の王太子主催の夜会は、国内外の貴族たちを招いて深夜まで続いた。

　宴もたけなわとなれば女性陣は部屋で語り合い、男たちは親しい顔ぶれで集まりゲームに興じる。

　そんな折の、内密の呼び出し。

　何事だろうとダンデモールが向かった応接室には、王子だけしかいないようだった。

　正装の王子の美しさたるや、深夜であることを忘れる輝きである。太陽より優しい金色の髪をひとつにまとめていて、顔の横に一房だけ垂らされた髪がこちらを振り返った際にふわりと広がる。

「こんばんは、ダンデモール。久しぶりの夜会でお疲れでしょう。どうぞこちらへ」

「こんばんは、レイフォール殿下。本日はお招きいただき誠に光栄でございます。今夜はヴァリタ教会と王家にとって、新たな関係を結ぶ懸け橋となるでしょう」

「ええ、そうだね。僕もそのつもりでいました」

　王子からの返事も色よい。

　これはもしやと、ダンデモールは期待をひた隠しに表情を引き締めた。

「ところで司祭殿。先だって僕からひとつ、ご提案があるのですが」

　レイフォールは穏やかな笑みを浮かべたまま、ダンデモールに向かってワイングラスを差し出した。

　それを受け取り、杯を交わして二人は円卓につく。

「これは改まって……。どのような内容でございましょう」

「率直に言います。あなたがたの聖女を、王家にいただけないだろうか、と考えています」

　意表を突かれたダンデモールは、王子の柔和な笑顔にじっと見入った。

「それは、懺悔室の聖女のことでしょうか」

「ええ、彼女のことです。その活躍は宮廷内でもっぱらの噂になっているんですよ。なんでも、女神の力を宿した不思議な声で人心を操ることができるとか」

「……噂に惑わされてはなりません。聖女の力とは、相手に寄り添う彼女の人格そのもの。人心を操るなど、そのように過激なものではございません」

「けれど僕は興味があるんです」

　レイフォールは笑顔を浮かべたまま、はっきりと答えた。

「声の力。悩める民を導く、すばらしい力ではありませんか。教会はどうして小さな懺悔室に彼女を閉じ込めているのか、不思議でならない」

「聖女は、ひっそりと人のためになることを喜んでいるのです」

「なるほど。情け深く、健気な女性のようだ。いっさい姿を見せないそうですが、声から推測するに、若い女性だろう、と。それは事実ですか」

　ダンデモールは答えず、白髪の目立つ片眉をくいっとあげ、レイフォールを見た。

「殿下。聖女を王家にくれ、というのは……はたしてどのような意味でございましょう」

「教会との和解の象徴として、僕の妻にしようと思っているのです」

「……なんと」

　彼はワイングラスをテーブルに置き、ううむと唸った。

「……それにはまず、殿下にどのような思惑があるのか、お聞きせねばなりませんな」

「おや、慎重ですね」

　レイフォールはゆったりと椅子の背にもたれワイングラスをくるりと回した。

　彼と話をしているとどうにも心が落ち着かない。ダンデモールから見れば子ども世代くらいの若造であるのに、だ。

　際立った美貌ゆえか、はたまた高貴な血筋を目の当たりにした畏怖か、話すほどに手のひらの上で転がされているような気持ちになるのだった。

「……正直を言うと、僕は聖女の声の力がどれほどであるかには期待しておりません。人心を操れたとして、政治はそんなに簡単なものじゃありませんから。それよりも僕は、聖なる女性に日々を癒やされたらどんなに素敵だろうと思っているんです」

「はぁ……癒やし、ですか」

　レイフォールはにこやかな笑みを浮かべたまま、ダンデモールの訝しげな視線を受けた。

「もうひとつは、父王陛下の加減があまりよくなくて。それに対して古くからの重臣らが言うのです。王の不調は女神の呪いのせいだ、とか、なんとか」

「はて……なぜ女神様が賢者の末裔たる国王陛下を呪うのか。それにもし、陛下が女神やヴァリタ教会のことをよく思っておられないとしても、女神が人を呪うなどという話は聞いたことがありません」

「僕には心当たりがあります」

　レイフォールはきっぱりと言って、グラスのなかの赤い液体をくるりと揺らした。

「……かつて父は、女神の代弁者である聖女を裏切った。産ませた子どもと女を捨てたのです。その恨みで祟られているのではないでしょうか」

「聖女に、子を産ませた……？」

　ダンデモールは声を潜めて身を乗り出した。

　おかしな話である。

　王家に世継ぎは一人だけ。王妃メランダとのあいだにうまれた男児、レイフォールだけのはず。

　そしてその彼は、ダンデモールの前でゆったりとほほ笑んでいる。

「あなたも女神の使徒であるなら、当時のことをなにか耳にしていませんか？　二十五年前の悲劇だ」

「……王家の悲劇、といわれて思い浮かぶ話はありません。二十五年前といいますと、殿下のお生まれになる以前の話でしょうか」

「ええ、そうです」

　がたん、とどこかで窓ガラスが大きな音をたてた。川沿いに建つ離宮はよく風が吹きつける。

　この離宮が教会と縁があるのは、かつてこの離宮で王妃の出産がおこなわれた際に、司祭らが祈祷のために付き従ったからだ。ここにいる誰もが生きていない、はるか昔の話ではあるけれど。

「僕の生まれる前年のことです。当時の女神の使徒らが、聖女と認めた女性を王に側妃として送ったことは知っていますか？」

「……存じませぬ。王妃様を深く愛されていた陛下に側室を送ったのだとすれば、愚かしい話です」

「そう……その女性からしてみれば悲劇。王家にとっては混乱の種。ゆえに極秘にされてきた。そんな話ですよ」

　レイフォールは静かに語り始めた。

「聖女は、金髪碧眼のたいそうな美女だったらしいですね。僕の母メランダと容姿がよく似ていたそうだ。そのせいでしょうか、あの厳格な父が一晩だけ女に情けをかけたと」

　がたがたと窓ガラスがうるさく鳴る。

　レイフォールは震える窓に視線をやった。そこには深夜の密会にのぞむ二人の姿だけが映っている。

「……まさか、その一夜で子を孕むとは。さすがは教会お墨付きの女性ですね。多産の家系だったのかもしれません」

（つまり……レイフォール殿下以外に、王の血を継いだ子がおられると……？）

　ダンデモールは額に浮かぶ汗をそっとぬぐった。

　いま、自分は大変な事実を聞かされているのではないか。

　正式な妃の子でないとはいえ、王の血を引く子が他にもいることを、王子はほのめかしている。おまけに順序で言えば、落とし子たる人物が長子であると。

（その女が存命であれば、ただちに保護しなければなるまい。果たしてその子どもはどこにいるのか。まさか、孤児として教会で保護している可能性があるのだろうか。だから殿下は教会との接触を試みて──？）

　今後の動きを必死に計算するダンデモールを、レイフォールは静かに見つめている。

（……しかし、殿下のこの静けさは何なのだ……。ご自分の立場を揺るがす存在がいるというのに……。いや、今の今まで公表されてこなかったということはもしや、その親子はすでにこの世にいないということか？）

「レイフォール殿下。その……ごきょうだいにあたる子どもは、今どこにいらっしゃるのでしょう。あなたの……姉上、もしくは、兄上は」

「それは、もちろん」

　レイフォールはワイングラスをテーブルに置くと、にこりと優しい笑顔を浮かべた。

「小さい時からずっとずっと、僕のそばにいてくれていますよ」

（ずっと……？）

　ダンデモールの背筋に、ぞくりとしたものが走る。

　いったいどこにいるというのだろうか。王子の誕生から今の年齢に至るまで、そのような気配はまったくないのに。

「……ねえ、ダンデモール。僕はあなたを味方に引き入れようとこの話をしました。わかりますね？」

「……は」

「あなたが他の使徒らになにかを漏らそうものなら、僕の治世ではヴァリタ教会の名は消えるかもしれません。それを心にとどめておいて」

「……承知、いたしました。レイフォール殿下」

「うん。それでいい」

　レイフォールはにこりと相好を崩した。

「さて、話を戻そう。かつての聖女が父を呪ったのなら、呪いを解くのも聖女の力だろうと思いませんか」

「しかし殿下……当代の聖女にそのような力は」

「そうだね。それに聖女の声の力は、僕や父には効かないでしょう」

「効かない……？」

「女神と建国の賢者の関係を知っていれば予想ができます。僕はただ本当に、彼女を『次期国王』の妻にしたいのです。いま父に何かあれば、約束の日が早まってしまいますしね」

「はぁ……？　約束？」

　ダンデモールはいよいよ王子の考えがわからなくなった。

「だから……あの娘の存在が鍵だと、そう思っているんです」

　ひとりごとのように呟いたレイフォールは立ち上がり、ダンデモールに向かって優雅に一礼した。

「建国祭。そこで聖女に求婚する予定ですのでそのつもりで。きっと聖アメリア国にとって素晴らしい一日になるでしょう」

　レイフォールが立ち去ったあと、窓はふたたび強風にがたがたと震えはじめた。

　初老の司祭は深夜の応接室で一人、風の音すら聞こえないほど深く考えに沈んだ。








第四章　仮面はいくつ
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　離宮での夜会以来、多忙を極めるレイフォールとの逢瀬はほとんどが王城の彼の部屋で、皆が寝静まった深夜にひっそりと短時間だけ、ということが続いた。

「いつもごめんね」

　申し訳なさそうに眉を下げるレイフォールは、完璧な王子様と呼ばれている外の顔とは違った表情でメアリを抱きしめる。

　けれどメアリは彼が疲れた顔や眠そうな顔を見せてくれることが嬉しかったし、部屋で待つ時間も嫌いではなかった。

　そして今夜は数日ぶりに余裕ができた彼に引き留められて、朝まで一緒にいることができた。




　閉めきったカーテンの隙間から、まだ肌寒い春の早朝の空気が染み入ってくる。

　柔らかいベッドでうつらうつらとしていたメアリは、お湯を浴びて髪を濡らしたままのレイフォールが寝室に戻ってきたのに気づいて、ゆっくりと身体を起こした。

「まだ寝ていていいんだよ。つらいだろうに」

「いえ……目は覚めていたんです。おはようございます、レイさま」

　いつ見てもまばゆい金色の髪が、濡れて束になって首筋に張り付いている。上半身は裸で、日に焼けていない肌にメアリのつけたキスマークがひとつ、ふたつ赤く色づいてしまっている。

　レイフォールはがしがしと豪快に髪を拭きつつ寝台に腰を下ろし、寝起きのメアリの頬にさっと口づけた。

「おはよう。メアリも湯浴みしておいで。本当は一緒に入ろうと思ったんだけど……そうするとゆっくりさせてあげられないから」

　耳元に吹き込まれる声が意味ありげに甘い。

　真っ赤な顔で抗議をするメアリを見て、レイフォールは大きな口をあけて少年みたいに笑った。

　王城の豪華なバスルームをおっかなびっくり堪能し、用意されていた大判のタオルで身を包んで部屋に戻ったメアリは、すでにレイフォールが完璧な王子様の姿で窓辺に佇んでいるのを見て驚いた。

　彼は人の手も借りずに、自分で身支度をするらしい。

　それどころかメアリを窓辺の椅子に座らせ、まるで使用人のように濡れた髪を梳き乾かしはじめた。

「……レイさまって、なんでもおできになるのですね」

　感嘆して言うと、彼は「そうだよ」と穏やかに笑った。

「でもいま、手伝わなきゃ良かったって思ったところ。……まだ帰したくないな」

　メアリの髪を丁寧に拭きながら彼がつぶやく。

「ふふ。最高に贅沢な時間です……。明日も会えますか？　淑女教育でも、なんでもいいので」

「もちろん時間をつくるよ。そうだな……僕が君の部屋に忍び込んだっていい。普段のあなたの生活を知りたいな」

「さ、さすがに殿下にお見せできるようなものはないので……やっぱり私が伺いますね」

　メアリの小さな部屋を見たらなんと思うだろうか。

　かつては使用人の部屋に隠れることもあったらしいから、意外とすんなり受け入れてくれるのかも知れないけど。

　別れ際はいつもキスをして帰る。

　名残惜しくて彼の服を握る手が離せない。レイフォールの腕もずっとメアリを抱いているから、きっと同じ気持ちなのだろう。

　すっかり朝日は昇りきったはずなのに、今朝は曇り空らしくいつまでたっても部屋のなかが明るくならない。そのせいで余計に離れがたかった。

「……そろそろ、行きますね」

　つま先立ちのメアリを強く抱きしめ、レイフォールは口づけを深くした。

「ん……レイさま、いけません……迎えが……」

「わかっている、けど……もう少し」

　やっと唇が離れたかと思えば、間近に見る彼があまりに悲壮な顔をしているから、つい笑ってしまった。

「またすぐに会えますから。ね？」

　メアリ自身にも言い聞かせている。背の高い彼の頭を抱き寄せ、金の髪をよしよしと撫でる。

「……そうだね。また、明日」

　身体を離して見上げた彼は、いつもどおりの美しい王子様だった。

（明日も……本当にまた会えるのかしら）

　帰りの馬車のなか、壮大な王城を振り返って思う。

　甘すぎる幸せに浸りきれないのは、これが期間限定の恋だとわかっているからだ。

　そのためには、まとわりつく不安に素知らぬ顔をしていないといけないのだと、メアリはちゃんと理解しているつもりだった。




　教会へ帰ってきたメアリはまず真っ先に女神の泉に向かった。

　今朝は帰りが遅かったから、もういくらかしたらレイフォールの使いが林の木に目印を結ぶ時刻だ。おそらく今日の指示も深夜──紺色の布なのだろう。

　女神の泉は、花曇りのどんよりとした空を湖面に反射して薄暗い。

　そしてちょうどいつもの目印のあたりに、二つの人影がある。メアリは足を止めて目をこらした。

（あの後ろ姿は、アニタと……？　一緒に居る人は誰かしら）

　アニタは泉の林に消えた人物に手を振っていた。一瞬だけ目でとらえた相手の姿は、フードをかぶった背の高い人物のように見えた。

「アニタ……？」

　メアリの声に気づいたアニタは、何事もなかったかのようにこちらへ振り返った。

「おかえりなさいませ、メアリさま」

　さくさくと芝生を踏んで、あぶなげなく泉を迂回してメアリの立つところまでやってくる。ずいぶんと慣れた足取りに見えた。

（もしかしてさっきの人影が……噂に聞く、異国の薬師の彼かしら）

　ちらりと見ただけでは年齢はおろか、性別もわからなかった。

「アニタ、今の人って……」

「昨晩も出かけられていたんですね、メアリさま」

　メアリが言うより速く、アニタがはっきりとそう言った。

「えっ。……ええ、そうなの」

　メアリはばつが悪くなって彼女から視線を外した。

　噂は風よりも早く駆け巡る。

　メアリが連日、特別にどこかへ出かけているということは、教会の修道女たちが知るとことのようだった。

　若い修道女たちが「声の力で司祭様をたぶらかしている」と噂していることもメアリの耳に届いている。司祭ダンデモールがメアリの行動を黙認していることが気にくわないのだろう。

（いちいち相手にしていられないから黙っていたけど、アニタも私のことをそんなふうに思っているのかな……）

　メアリは少々落ち込んだ気分になって、泉にくるりと背を向けた。

　アニタは黙って居住棟のメアリの部屋までついて来た。

　彼女とのあいだに距離があるように思えるのはきっと、約束を反故にし続けたメアリのせいだ。

　話を聞くと言った日も結局メアリが夜会に出かけてしまったし、それからの日々も聖女としての教育や支度に時間を取られ、夜はレイフォールを訪ねてばかりで、彼女と過ごす時間はほとんどなくなってしまっていた。

　だから最近、アニタと部屋に二人きりになるとちょっとだけ気まずい。

　今までこんな気詰まりを感じたことは一度もなかったのに。

　備え付けの小さな箪笥をあけてメアリの着替えの準備しながら、こちらを向かないままアニタがぽつりと訊ねた。

「メアリさまは今、幸せでいらっしゃいますか」

「幸せ？　な、なぁに。どうしたの、突然」

「……、……メアリさまは……」

　しばらく替えの服を腕に抱えたまま黙っていた彼女は、意を決したように立ち上がってメアリのほうを向いた。

「肌質が変わられましたね。やわらかく、より女性的になられた。……どなたかに愛されているからでしょうか」

　メアリは後ずさって、鏡台の椅子にどさりと座った。

「どっ、どどどどうして、そんなっ」

「アニタは目が見えませんが、触ればだいたいのことはわかります」

「そ、そうなんだ……」

　なんと言ったらいいかわからず、自分で自分の手に触れてみたりする。

（肌質がどうなったかなんて自分でも気がつかないのに、アニタはすごい……それに恥ずかしいな……どう変わったんだろう、私……？）

　アニタは頭巾ベールを外したメアリを鏡に向かわせ、髪を櫛でときはじめた。

「感じます。メアリさまの心があたたかで、でもせわしなく動いているところ」

「せわしなく……」

「幸せだけれど、そればかりではなく……、何かを迷っていらっしゃる。落ち込むこともあるのでしょう？」

　まるで聖なる壁ごしに聖女が行う問答のようだった。

「──そんな関係はきっと長くは続きません。そのようなお相手と一緒にいて本当に幸せですか」

　ずばり悩みごとを当てられてしまった気分だ。

（たしかに私、殿下のことをいつかは別れる人だと思っているから……だから幸せになりきれないのね……。だって王子様だもの。彼のそばに立つのは私じゃないって、わかっているから……）

　夢は、いつかさめる。

　そのときに深く傷つかなくて済むように、なんども自分を戒めている。

「ねえメアリさま。一度芽生えてしまった恋心って、忘れることはできないのでしょうか」

　アニタはメアリの髪を編みながらぽつりと言った。

「私にも……忘れたい人がいるんです」

「忘れたい、人？」

「はい……大好きで一緒にいたいのに、その人の幸せを祈れなくなってしまった。誰かと仲良くする姿に嫉妬して、苦しくて」

　ぎゅっと強く髪をひっぱられて、メアリは顔をしかめた。

「その人はどんどん美しくなるのに、私は醜くなっていく……こんなんじゃ、ちっとも振り向いてもらえないのはわかっているんです……」

「アニタ……？」

　独り言のように続けるアニタを振り返って、メアリは驚いた。

　その表情はうつろで顔色も悪く、メアリの髪をきつく握りしめたままでいる。

「私のほしいものは、なにも手に入らないんです……いつだって、なにも……」

　メアリは彼女の手をそっと握った。びくりとアニタの肩が跳ねる。

「それは違うと思うわ、アニタ」

　メアリは緩徐のかたく握りしめられた拳を撫でて、話しながら一本ずつ開かせていった。

「人を好きになるって……苦しいことも多いけど……好きだったときの幸せまで消してしまったら、きっと人生は無色だわ」

「色がない……？　でも、私の目には……もともと世界は、無色です」

「それなら、音はどう？　声よ。その人があなたを呼ぶ声。どう感じる？　あたたかい？　冷たい？」

「……あたたかくて……元気で」

「そういう声を忘れるのって、楽になるよりもずっと寂しいことじゃないかしら」

　アニタはうつむき、繋いだメアリの手を額に当てた。

「でも……私は苦しい」

「アニタ……」

「忘れさせてください、メアリさま」

　切実な声が胸をつく。どうにかしてあげたいと思っても、彼女の言う通りにはどうしてもできないのだった。

「記憶に干渉するなんてやったことがないし、これからもやりたいとは思わない。ごめんね、アニタ。それだけはできない……」

　アニタは今にも泣きだしそうな顔でメアリに抱き着いた。

「メアリさまが……私だけの聖女さまでいてくれたらよかったのに……！」

　嗚咽をこらえる姿を見れば、彼女が誰を想って苦しんでいるのかわかってしまう。

（アニタ……そう……あなたの想い人って、そうだったのね……）

　華奢な身体に腕を回して、背を優しく撫でる。

　──こんなに思い詰めるまで気づいてあげられなかった。

　メアリは自分自身を情けなく思った。たくさんの人々に寄り添っていたつもりで、すぐ近くにいた友人のことを大切にできていなかったなんて。

「アニタ……。将来、私がどこへ行こうと、あなたがどんな道を選ぼうと……私たち、ずっと友人だわ」

「私は、それではいやなんです」

「そうね……。私にもその気持ち、少しはわかると思う……」

　アニタの幸せを祈っている。けれどそれは彼女が欲しがっているものとは違うものだ。

（私たち二人とも、苦しい恋をしてしまったのね……）

　あるいは隠し通すつもりだったのかもしれない。メアリが恋をしなければ──小さな懺悔室に控えているだけの聖女でいさえすれば。

「少しでもわかってくださるのなら。メアリさま、許してください」

「もちろんよ。私にあなたを責める資格なんてないもの」

　そう言うや否や、アニタの手はメアリの頬をはさみ、額を合わせてきた。

「お優しい人。だから、みんなみんなあなたを欲しがるんですよ……欲しい言葉をくれるから……」

　触れられれば、顔色の悪さだけでなく彼女の手が震えていることもわかる。

「許してください……、メアリさま」

　二度目の謝罪。顔が近づく、と思ったときには彼女にキスされていた。

「っ……!?」

　触れただけの、一生懸命でたどたどしいキスだ。

　けれど、合わさった唇が異様に甘い。

　この特徴的な甘さを覚えている。先日、紅茶とチョコレートにまじっていたものと同じだった。

　メアリは反射的に彼女を突き飛ばして、口の中の甘みを吐き出した。

（これ、まさか……ジョシュアの薬の味……!?　でもどうしてアニタがっ）

「ひどい。メアリさまったら」

「ア、アニタ……？」

　アニタは頬を流れた涙をぐいっと拭って、無理やり作ったような笑顔を浮かべた。

「前に私がさしあげた薬、飲んでくださらなかったでしょう？　だから……今日こそ一緒にと思って……用意してあったんです」

　いたずらっぽくぺろりと舌を出した彼女の舌の上に、溶けかけた白い粉末がこびりついている。

「なっ……それ、なんの薬なの……？　だめよ、すぐに吐き出して、アニタっ！」

「いやですっ！」

　詰め寄って吐き出させようとするのに、逆に強い力で腕を掴まれる。

「これは、メアリさまが私だけの聖女様でいてくれるための薬なんです！」

「アニタ……！」

「だからっ、行かないで、メアリさま……！」

　血の気の引いていたはずの彼女の顔に赤みがさして、息が荒っぽくなっている。

　いったいいつから、どんな量を口に含ませていたのか。

　メアリが体験したあの日と同じような効能なら、すぐに効果はあらわれるはずだ。

「メアリさま……私のことを……愛してください……っ」

　彼女はかたかたと震える手で胸元を押さえて喘ぎ、血走った眼でメアリのほうを凝視している。

　危険だ、ととっさに思った。

「『眠って、アニタ』……!!」

　メアリは強く願った。

　これ以上、彼女に苦しい思いをさせたくないという一心だった。

「『薬が抜けるまで、静かに……穏やかに眠って……』！」

　人の身体に作用するような言葉を使ったことはほとんどない。うまくいくかどうかわからなかった。けれど、アニタのために無我夢中で祈った。

「は……う……」

　アニタは立っていられないとばかりに膝から崩れ落ちた。

「ひどい……メアリさま……」

　こちらを見据えるようにしていたアニタの目がだんだんと閉じられていく。

　いく筋もの涙のあとを頬に残して、彼女は床にぐらりと倒れた。

「あっ、アニタ!?」

　急いで抱き起こすも返事はなく、深く寝入っているように見える。けれどその寝顔は安らかとはいいがたい。

　メアリはなんとか彼女を抱き上げ自分のベッドまで運んだ。頭巾ベールを脱がせてやり、額の汗をハンカチで優しくぬぐった。

（眠らせてしまった……こんなことに力を使って……！）

　けれど、きっと意識があってもつらかったに違いない。

　こうなったら一刻も早く、治療をして目覚めさせてあげないと。

（アニタの薬の入手先はきっとあの薬師……宮廷にも出入りする者だとたしか言っていた）

　薬師の居場所はわからない。けれどこの薬がメアリの勘どおりにジョシュアと関係があるなら、彼に解毒してもらうのが一番確実で手っ取り早い。

　ジョシュアの居場所は、わかるとしたらレイフォールだろう。

（アニタ、待っててね……私が、治してあげなきゃ）

　メアリは意を決して立ち上がった。

　部屋を出る際にベッドを振り返り、不安を振り切るように居住棟の階段を駆け下りた。





　　　２






　王城への道は何度か通っているけれど、一人で林を抜けるのは初めてだ。全力で走れば、ものの数分で城の裏手に出た。

　空はどんよりと曇っていて林の中は薄暗い。そのおかげで修道服を着たメアリはうまく木陰に隠れられている。ぜぇぜぇと息を整え、つばを飲み込む。

（勢いで来たけど、どうやって殿下に取り次いでもらおう……顔見知りなんて、アンぐらいしかいないわ……）

　迷っていてもしょうがない。

　怪しまれて騒ぎになれば、かえって上の人たちの耳に入って都合がいいかもしれない。

（アニタを助けたい……急がないと）

　王城は使用人勝手口ですら頑丈で大きい。

　レイフォールとの逢瀬のために何度か使ったことはあるものの、今日は聖女としての呼び出しではないので案内者はいない。

　どのように声をかけようかとためらっていると、ちょうどひょっこり顔を出した厨房見習いらしき少年が、扉の前に佇むメアリを見てぱちぱちとまばたきを繰り返した。

「こっ、こんにちは。私はヴァリタ教会の修道女、メアリと申します。どうか話を聞いていただけませんか」

　しばらくぽかんとしていた彼は、メアリが「もし？」と話しかけると我に返ったように女神への祈りの仕草をした。

「あなたを見て、なぜか女神様を思い出しました。僕の両親は、毎週のように教会に通っているんです。こんにちは、修道女さん。お話とはどのようなご用件ですか」

　話ができそうだ。ほっとしたメアリは「メイドのアンか、ジョシュアという人を知っていませんか」と訊ねた。

「彼らと縁のある私の友人が……事故にあってしまって。どうしても会ってもらいたいんです」

　仔細を説明する余裕はないので、多少言い換えて火急の用件であることを必死に伝えた。

　少年は「それは大変だ」と深刻な顔で呟き、メアリを置き去りにして扉を閉めて中に戻ってしまう。

　あっと思う間もなく、少年が厨房から連れてきたのは背の高い女性使用人で──。

「アン！　よかった、会えた……！」

「あなた、一人でここに何をしに？」

　喜ぶメアリとは反対に、アンはぎょっとした表情でメアリの腕を掴んできた。

　アンごしに、使用人たちがわらわらと集まってこちらを眺めている様子が見える。

「ちっ……ひとまずこちらへ」

　そう呟く彼女に強引に連れていかれたのは、見覚えのある使用人部屋だった。

　扉が閉まるなり、メアリは勢い込んで彼女に詰め寄った。

「アン、ジョシュアの居場所を知っていませんか。急いで彼に会わないといけないの。ジョシュアの薬のせいで、私の友人が体調を悪化させてしまって──」

　アニタについてかいつまんで説明すると、アンは「なるほど」と腕を組んで思案した。

「……最近のジョシュア様は、建国祭にむけて王太子殿下の側近としてますますお忙しくしておられます。彼の仕事は殿下が直接赴けないような場所や人に対する情報収集などですから……居場所を知っているとしたらやはり、レイフォール殿下でしょう」

「殿下に取り次いでいただくことはできますか？」

　アンは難しい顔をして首を横に振った。

「私は殿下に直接なにかお願いをできる立場にありません。お力になれず、申し訳ありませんが……」

「そう……。ううん、ありがとう。あなたに会えただけでも少し落ち着いたわ。けっこう動揺していたみたい」

「メアリ様……」

「一緒に次の手を考えてくれないかしら。とにかく必要なのは解毒薬だと思うんだけど……アンはそういったものに心当たりはない？」

「そう、ですね……ジョシュア様の薬であるなら、いっそ私室に忍び込むという手も」

「まずは医者を呼んではいかがでしょうか」

　いるはずのない第三者の声がして、二人はびくりと肩をすくませた。

　開かれた扉の向こうに、人影がある。

　アンがぎくりとした顔で背後を振り返り、メアリも驚いて目を瞬いた。

「あなたは……！」

「ご無沙汰しております、聖女様」

　黒髪の騎士は、メアリの前で優雅に一礼した。

　夜会で案内役を務めてくれた騎士だ。あの日と違って軽装ではあるけれど、腰には細い剣、胸元には勲章のような装飾品を飾った宮廷人の装いで、やはり身分のある人物だったのだとわかる。

　顔を上げたときに見える知的で涼しげな青い瞳は、油断なくメアリを見つめている。

「厨房が騒がしかったので顔を出してみれば……珍しいお客様がいらっしゃっているようですね。なにかお困り事でしょうか」

「おそらくレイフォール王子の護衛騎士の方ですが、面識がおありですか？」と、アンが小声で耳打ちしてくる。

「そちらのメイドはアン、と言いましたか」

　騎士は穏やかな口調でアンを呼んだ。

「あなたに医者の手配を任せてもいいでしょうか。教会側には知られぬよう、なるべく秘密裏に動けますか」

「……承知しました」

「では、聖女様は僕が案内しましょう」

　アンは去り、メアリは彼に付き従うかたちで城の中に通された。

　午前の城内にはあちこちに文官らや騎士らがいて、ちらちらと二人を──とくに、遠目でも修道女だとわかるメアリを興味深く窺っているのが伝わってくる。

「ごめんなさい、突然押しかけてしまい……ご迷惑をおかけします」

「ご事情があるのでしょう？　友人が事故に、という話を耳にしましたが」

「じつは、事故、と言いますか」

　なるべく真実を話そうと、メアリは早足で歩きながら懸命に考えた。

「友人が飲んだ薬が良くないもので……苦しむだろうと、私の力で無理やりに眠らせてしまったのです。薬の効き目が薄れるまで眠るように、と。いつ目覚めるかわからないので……早くなんとかしたくて、薬に詳しい人に会おうと、いてもたってもいられず」

　アニタの倒れてしまった瞬間を思い出すと背筋が寒くなる。

　そもそもはといえば、メアリが悪いのだ。もっとアニタの話を聞いていれば、彼女が思い詰めることも、薬を使うこともなかったかもしれないのに。

（万が一、このままアニタが目を覚まさなかったら……？）

　不安と罪悪感で、足どりが重くなる。

「メアリ様？」

　立ち止まってしまったメアリを振り返った彼は、なかなか歩き出さないメアリのところまで戻ると、そっと肩に手を置いた。

「大丈夫ですよ」

　見上げた青い瞳は優しげに微笑んでいる。どこかで知っている、美しい色。

　肩に載せられた手は冷たい沼の底からふわりと救い上げてくれるようなあたたかさをしている。

「薬が薄まるまで眠るよう言ったのでしたら、体調が回復されればご友人は目覚めるでしょう。大丈夫です、きっと」

　穏やかな声にほっとする。それは今、一番ほしい言葉だった。

「……はい。きっとそう、ですよね」

　再び歩き始めた二人は、横に並び控えめな声で話を続けた。

「先日も今日も、あなたにはとても親切にしていただいて……本当に感謝しています」

「礼には及びません。殿下に、メアリ様を頼むと申しつけられておりましたので」

「そうだったんですね。……ふふ」

　メアリは、手で口元を隠して首を振った。

「なにか？」

「私、あなたが殿下に似ていらっしゃるって、お話ししたことがあるんです。そうしたら殿下は、拗ねてしまわれて」

「……似ていますか？　そんなに」

「はい。殿下もあなたのように穏やかに微笑まれるので……あっ。いえ、あのっ、殿下は誰に対してもお優しいのでしょうけど」

　あの晩のやりとりを思い出すと心がほっこりして、緊張にこわばっていた身体がほぐれる。

　笑顔を浮かべたままでいるメアリをちらりと横目で窺い、騎士の彼は口を開いた。

「……あなたにとって、レイフォール殿下は、どのような存在なのでしょう？」

「えっ!?　そ、それは……えーっと……」

　まさか王族の関係者にむかって、王子のことを愛しているなどと言えるはずがない。

　メアリはあせあせと言葉を探した。

「そうですね……。……いつでも……いつまでも。幸せを祈りたくなる人、でしょうか……」

　嘘ではないけれど、本当は少し違う。

　だって彼の幸せは遠くで祈るだけじゃなく、一緒にいることで感じてほしい。

　けれど、それがかなわなくても。きっと一生、相手のために祈り続ける……それくらい好きな人だ。

　騎士の彼は「なるほど」とつぶやき、それからは無言になって、二人は城の長い廊下を黙々と歩いた。




　こちらへ、と通された部屋はいつも訪れるレイフォールの私室ではなかった。

　中央に大きな円卓があって、その周囲に革張りの椅子がぐるりと並んでいる部屋。普段はなにかの話し合いなどで使われる場所なのかもしれない。

　大きなガラス窓の外はどんよりと曇っていて、今にも雨が降り出しそうに見えた。

　明らかに質の良い椅子に座らされたメアリは、自分が着の身着のまま出てきてしまったことにいまさら気づいて頭を抱えたくなった。髪を覆う頭巾ベールすら身に着けていない。

　せめてもと急いで髪を撫でつけ、ワンピースのしわを伸ばした。

「ふふ、そんなに緊張しなくても大丈夫だよ？」

「きゃあ!?」

　てっきり入り口のドアから来ると思ったのに、レイフォールはまさかまったく違う背後からやって来た。

「殿下！」

「驚いた？　執務室とつながる秘密の扉があるんだ。まさか朝からキミに会えるなんて思っていなくて、急いで来てしまった」

　飛び上がるようにして立ち上がったメアリを見て、レイフォールは悪戯が成功したとばかりににこにこと笑っている。完璧な王子様は、こんな曇天の日でも輝いて見えるほど美しい。

　レイフォールの後ろにはメアリを案内してくれた黒髪の騎士が控えていて、王子の耳元でひそやかに何事かを耳打ちした。

「……うん、時間がないのはわかってる。でもメアリだよ？　話を聞かなくちゃ」

「急に押しかけてしまい申し訳ありません、殿下。どうか助けていただけませんか」

「キミに頭を下げられるなんて。いいんだよ、今朝はどうしたのかな」

　促されて再び椅子に腰をおろす。レイフォールは円卓をはさんで向かいの椅子に座り、ゆったりと脚を組んだ。

「ジョシュアの居場所を教えていただけませんか。私、彼に解毒薬をもらわないといけないんです。できるだけ早く」

　前のめりにそう伝えると、レイフォールは「ふぅん？」と眉を上げた。

「解毒薬を、何に使うのか訊ねても？」

「はい。実は、私の大事な友人が、城に出入りする薬師からもらった薬を飲んで身体に異常をきたしてしまったんです。私も少しその薬を口に含んだのですが、それが以前──温室で盛られたあの媚薬に味が似ていて……それで」

「なるほど。入手ルートが彼ではないかと、疑っていると」

　メアリが頷くと、レイフォールは顎に手をあて思案した。

「事情はわかった。それで？　メアリは無事だったんだね」

「はい。私はこの通り、問題ありません。ただ早く彼女を助けたくて、それでジョシュアを探して──」

「友人のために、ね。ふーん。やっぱりキミの献身や優しさは、本物の聖女ゆえなのかな」

「……？　どういう意味でしょう？」

「ん？　ああ、いや。キミの本性が知りたくてね。教会のでっちあげではなく、本当の聖女でないとふさわしくないだろう？」

「本性……？　ふさわしい？」

　メアリは眉をひそめた。彼は今さらメアリの何を知りたいと言うのだろう。

（それに今日の殿下の雰囲気、なんだかいつもと違うような……。公務のあいまにお時間をいただいたせいかしら）

　レイフォールは「さて」と背後を振り返って、影のように控えていた黒髪の騎士に向かって口を開いた。

「『レイ』、聖女を僕の寝室に案内しようと思うんだけど、いいだろうか」

「レイ……？」

　メアリは黒髪の騎士を見やった。

「そちらの騎士様は、殿下の愛称と同じお名前なんですね」

　レイはバツの悪そうな表情をして、メアリから顔を背けた。

「そうだよ。彼の名前はレイ。……おや？」

　レイフォールだけが妙にうれしそうに、メアリと騎士を見比べて笑っている。

「おやおや。ふふ……そう。もしかして、そう呼ばせていたんだ？」

「い、いえ、彼のお名前は、私、今知って」

「違うよ。僕のことを、だよ」

「……は……？」

　なんだか話がかみ合わない。

　困惑するメアリとは違い、レイフォールはますます優雅に微笑んだ。つぎにその笑顔は彼の騎士に向けられた。

「ねえ、レイ。そろそろあなたも黙っているのがつらいのでしょう？　だから僕の前に彼女を連れて来た。違う？」

　レイフォールは立ち上がり騎士の前に立つと、彼の頬に指で触れた。

「ここまでは、僕の考えたシナリオどおりかな。完璧に沿ったとは言えないけど……ゴールは同じになりそうだね。悪くないよ」

「殿下。今はそのような……本題からずれております」

　並んだ二人は背の高さが同じ。そういえば瞳も、似たような青色だ。

　彼らの横顔はうっとりするほど美しいのに、交わされる視線が冷ややかなのが気になった。

　メアリは美青年ふたりの麗しさに目を白黒させつつ、話についていこうと必死に頭を働かせた。

「あ、あの、殿下？　レイさまも……いったい何の話を？」

「聖女」

　一瞬、どちらに呼ばれたのかわからなかった。

　それくらい、彼らの声が重なって聞こえて。

　メアリの視線はレイフォールに向く。それで正しいはずだ。

　だって彼はメアリの想い人で、誰より幸せを祈っている人で──。

「解毒薬なら、僕の寝室にあるよ。だから来るよね？　急いでいるんだろう？」

　断る理由なんてないはず。それなのに、なぜか彼の手を取るのをためらってしまう。

　戸惑っているうちに、レイフォールの手を振り払ったレイがメアリの前に膝をついた。

「私が探して参りましょう。ですので、あなたはこのまま教会へお戻りください」

「……ですが……」

「淑女たるもの、男の寝室においそれと入ってはなりません。慎みをお持ちください、メアリ様」

　そう言って、美しくて優しい完璧な王子様からメアリを隠すように立ち上がる。

（どうして……私、彼にたしなめられて、ほっとするんだろう……）

　それは、メアリ自身がレイフォールの言動に違和感をおぼえているからだ。それから、レイに対しても。

（声や、瞳の色が似ているから？　だから混同しているだけかしら……？）

　こうして二人を見ていると、しだいに彼らの輪郭がぼやけて違いが曖昧になる。ついには視界がぐにゃりとゆがんだ気がして、慌てて目をつぶった。

　心は、目では見えない。

　焦り、動揺、愛情。心があらわれるのは声だ。それをメアリは知っている。

　それなら、いまの彼らの声に滲んでいる感情とは、なにか。

　目をつむったまま、メアリは二人に手を差し出した。

「レイさまはいつも……私のことを『あなた』と優しく呼んでくださるのに……今日は少し、違いますね……？」

　二人はそれきり押し黙っている。一方は余裕そうに、一方は焦燥を滲ませた息を吐く。

「ふふ……『いつもの僕』と違う、か」

　レイフォールは笑った。

「けどメアリ、僕がレイフォールだよ。それが真実」

「……メアリ様」

「知りたいことがあるなら、聖女の力を使ってごらん」

「……声の力、を？」

「レイも、そうして良いと言っている」

　レイフォールは言う。レイに動きはない。

（彼らに感じる違和感の正体……知りたい。……知らなくちゃいけない気がする）

　メアリは深く息を吸った。

「──……『どうか、あなたがたの真実を、私にお話しください』」

　部屋に凜と響く声は、いままでにない大きな力になって彼らに降り注いだ。

「…………僕は、偽物だ」

　メアリが目を開ける前に、『彼』の声が聞こえた。間違えるはずがない。

　目を開ければ、部屋のなかいっぱいに、ガラスを砕いたかのような煌びやかな光が満ちていることに気づく。

（えっ、何……？　この光は……）

　まぶしさのむこうに、喉を押さえて喘ぐ黒髪の騎士の姿を見つける。

　思わず駆け寄って手を握った。

「レイさま……あなたがレイさま、なんですね？」

「……いいえ。僕は、本当のレイフォール王子ではないんだよ、メアリ」

「違うっ、私のレイさまなんでしょう……？」

　レイの指がぴくりと震える。メアリが強く離さないでいると、彼はおずおずとメアリの手を握り返した。

「そう、だよ……。あなたと会っていたレイフォール王子は、ずっと僕だった。それは嘘じゃない」

　それさえわかれば充分だった。外見や肩書きなんてどうでもいい。

　メアリはレイの胸に顔を埋めて、彼はそんなメアリをそっと抱きしめ返してくれる。

　そして『本物』のレイフォール王子は、なにが面白いのかメアリとレイをにこにこと機嫌良く眺めている。

「聖女メアリ。キミの力はやはり僕には効かないようだね」

　メアリは警戒して、ぎゅっとレイにしがみついた。

　今までメアリと会っていたレイフォールがこのレイなら、本物の王子だという彼はいったい、今までどこで何をしていたのか。

「……レイさま。彼は、何者なのですか」

　レイは困った顔でメアリを抱きしめたままでいる。

「その説明は僕からしようかな。さて、やっぱり場所を移すよ、レイ。これ以上ここで話していいことじゃないでしょう？」

　さっきからレイフォール王子はレイのことばかり見ている気がする。

　レイは彼に小さく頷いて返した。

「よし、では僕の寝室へ。つまりそれは使用人部屋ということになるのだけど、いいかな？」

「……ええと？」

「ああ、まだわかっていないんだね、聖女」

　おかしそうに笑うレイフォール王子の一挙一動が、この場の空気を支配している。

「ふふ……これはキミの声の力ではなく、僕の意志で教えてあげるのだけど。僕自身はキミに会ったことがありますよ。もう何度もね」

　彼はそう言って二人に背を向けたかと思うと、壁をなぞっておもむろに押し込んだ。

　すると壁の一部が回転して、階段が現れる。聖アメリアのどの城にもあるという、隠し扉だ。

「ヒントをあげようか。僕は『レイが演じるレイフォール王子』のすぐ近くにいたよ。だから、出会いから今までのキミたちのすべてを知っている。ほら、ここまで言えばわかるでしょう？」

「出会いから、今までを全部……？」

　メアリは記憶を辿った。

　レイフォールとの出会い。そのときにそばにいた人物──。

　そのすべてを知るのは、たった一人しかいない。

「もしかして……あなたは、ジョシュア……？」

　振り返った彼はにんまりと笑った。

「ようやくおわかりになりましたか、聖女」

　笑顔はメアリの愛した美しい王子とほとんど同じ。その美貌から、あのジョシュアの陽気な声がする。

　レイフォール王子だと思って接していた恋人が、本当は王子ではなかった。おまけに黒髪の騎士に変装したり、王子の姿になったりする。

　一方で、王子の側近のジョシュアという男こそが真のレイフォール王子だという。

　そして二人の姿は瓜二つで、声も似ていて──。

（──頭が爆発しそうだわ……）

　ふらりとよろけたメアリはレイにしっかりと抱き留められた。
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　隠し通路をいくつか使ってたどり着いた使用人部屋は、以前訪れたことのあるレイフォール王子の私室のすぐ近くに位置する場所だった。

　部屋に着くなり、騎士の姿をしたレイは自分の頭髪を掴んで一気に引き下ろした。

　変装用の黒髪の下に隠されていた、まばゆい金の髪。ついでに目元の化粧を拭うと、メアリの知るいつものレイフォールが戻ってきた気がする。

　メアリはレイの頬に手を添えた。

「どうして……どうしてそんなに、おふたりは似ていらっしゃるんですか……？」

　さっきまでは漠然と、高貴で優しげな雰囲気が似ていると思っていた。けれど、こうして変装をといた二人が並んでいるところを見れば、もともとの顔立ちが似ているのだとわかる。

　違いといえば、レイは目元が優しげで、レイフォール王子はより華やかで力強いところぐらいだ。

　心の持ちようかもしれないけれど、メアリはやっぱりレイの顔のほうがずっとずっと親しみと好感がもてた。

「似ているでしょう？　でもね、どちらかと言うと僕がレイの姿に寄せているんですよ」

　レイフォール王子はわざわざ声と口調をジョシュアというキャラクターに変えてメアリをからかってくる。

　おまけに彼は何でもないような顔で、新たな爆弾を落としてきた。

「ね？　兄上」

「へ……？　あ、兄上？」

「異母兄弟なんですよ、僕らは」

　きょうだい、とメアリは間抜けにも繰り返した。

「そ、そんな話……殿下にお兄様がいるなんて、聞いたことがありませんが……？」

「そうでしょうとも。父や、古い重臣以外は知り得ないことです。ちなみに国民の言う『完璧な王太子殿下』とは、最近まで表に立っていた兄上のことですよ。もちろん、あなたの愛したレイフォール王子も兄上だ」

　王子は──メアリにとって見た目はともかく中身はジョシュアだ──笑いを収めると、メアリとレイをソファに座るよう促した。

　使用人部屋とはいえ上質な家具の揃う、品格のある部屋。唯一の違和感といえば、この部屋にもレイの部屋にも、貴族の屋敷にありがちな家族の肖像のようなものはひとつも飾られていないことぐらい。

「異母兄弟だというなら、レイさまのお母様は今どこに……？」

「レイフォール王子の個人的な支援のおかげで、とある地でひっそりと生活している」

　一人がけの椅子でゆったりと脚を組む王子のかわりに、レイが答えた。

「そうなんですね。でも、異母であったとしてもレイさまだって王子様でしょう？　どうしてレイさまは……その、隠されているのですか？」

　レイは目を伏せた。

「僕は存在しない子どもだから。はじめから」

「存在しない……？」

「望まれて生まれたわけじゃない。国王陛下が愛しているのは王妃メランダ様だけだ。僕の母との関係は、教会に仕組まれた強引なもので……母は、ヴァリタ教のかつての聖女だったから」

「聖女って」

　メアリはどきりとして二人を見た。

　王子が頷き、金の髪をさらりと手で払って微笑んだ。

「二十五年前。ヴァリタ教会と王家が仲違いすることになった原因の女性ですね。僕と彼が異母兄弟だという証拠を示しましょう。聖女の声の力がわかりやすい例ですよ」

　ヴァリタ教の伝承によると、女神は王家の始祖である〈建国の賢者〉を対等な者とみなし、格別の力を授けたとある。だから賢者の子孫──王族には、聖女の声の力は効かないのだろうと王子は説明した。

「さきほどキミは僕たちに『真実を話せ』と言いましたが、聖女の声を聞いても僕にはなんの影響もありませんでした。一方で兄上は、女神に誓った婚姻の子ではないから、聖女の力が効くようですね。兄上自身、ご存じでなかったかもしれませんが」

　隣に座るレイを見やると、彼は神妙に頷いた。

「……少し、メアリと二人で話をさせてくれないか」

「ええ、兄上。それがよろしいかと」

　王子はいったん仕事に戻ると言って、部屋を出て行った。

「レイさま、あの……」

　二人になったとたん、レイはメアリを強く抱きしめた。

「今まで黙っていてごめん。僕が王子を演じていたのは、彼との──レイフォール王子との約束で」

　メアリは、レイに抱きしめられたまま頷いた。

　震える身体に勇気が必要なら、いくらでも抱きしめ返してあげたい。

「教えてください、レイさま。……知りたいんです、あなたのことが」

　頬を両手で包んで、額を合わせる。

　この美しい人が本当はどこの誰であっても、メアリの愛した男性であることにかわりはない。

「……弟には、大きな借りがあって。王家とも教会とも縁を切った母と僕は、明日の食べ物にも困る生活をしていたんだ。寒さとひもじさで、とても心細かったことを幼心に覚えている。僕は彼に見つけてもらえたおかげで、生きながらえたんだ」

「お辛い暮らしをされていたのですね……」

「うんと小さなころの話だけれどね」

　平和な聖アメリアであっても、なんの後ろ盾もない母子が生きていくのがどれほど難しいことかは、メアリにも想像がつく。

　似たような境遇で教会に救いを求める者たちのことは、メアリもよく知るところだからだ。

「僕は運が良かった。その運をくれたのは弟だ。彼は僕に新しい名前と、想像以上の恵まれた暮らしと、学びをくれた。……彼は、ずっと兄が欲しかったと言ったんだ。だからせめて、その望みをかなえたくて……僕はレイとして、彼とともに生きる約束を交わした」

「そんなに小さな子どものころからのご関係、だったんですね」

「そう。僕らはすぐにいい友人になって、入れ替わっては遊んでいた。昔は今よりもっと鏡映しのようにそっくりだったんだよ」

　メアリを抱く腕を緩めたレイは、遠い昔を振り返るように宙を見つめて言った。

「当時は、城の大人達をだましていることにもそれほど罪悪感はなくて。王子としての勉強は大変だったけど、新鮮で楽しかったし……年を重ねても、約束の日までは──レイフォール王子が王として望まれるまでは、彼は僕で、僕は彼であろうと思っていた。……けど」

　レイはメアリを見ると、頬に唇を寄せてきた。

「あなたと出会い、あなたを愛したのは僕だ」

「はい……レイさま」

「そして僕の勘違いでなければ……あなたが愛してくれたのも、きっとレイフォール王子ではなくて……僕自身のことだと…………そう思っているのだけど」

　レイの言葉尻がみるみる小さくなっていく。

　それがたまらなく愛しくて、メアリはぎゅっと彼を抱きしめた。

「でもね、私、じつは……王子様のあなたも、騎士のレイさまのことも素敵だなって思ってしまいました。レイさまはあの夜会の夜も実はずっと、私のそばにいてくれてたんですね」

　うれしいと、メアリは心から呟いた。

「う……。そうだけど、僕は演技も変装も得意じゃないんだ、弟と違って……ああ恥ずかしいな」

「ふふふ」

「……メアリは僕にいつ声の力を使ったか、覚えている？」

「ええ、もちろんです」

　一度目は、懺悔室に訪れても無言な彼に焦れて使ったのだった。

「よく覚えています。だってレイさまが、女体に興味があるなんて答えたから」

「それは、忘れて」

　レイは赤くなった顔を覆って呻いた。

　指のあいだからちらりとメアリを見て、目が合ったふたりはこらえきれずに笑った。

「あのときはあなたの声に、必死に抵抗したんだよ。まさか公務が忙しくて王子を演じるのが嫌になってきている、だなんて、絶対に言えなかったから」

「本当のお悩みは、そちらだったんですね」

「でも、そのおかげであなたに会えた」と、レイは息をついた。

「たしかにそれは、ジョシュアに──本物のレイフォール王子殿下に、感謝するところですけど……」

「けれどね、メアリ。それもこれも彼のシナリオどおりなんだと思う」

「そのシナリオって、なんなのでしょうか」

「僕とメアリを恋愛関係にしてやろうって思惑だよ。メアリは彼のお眼鏡にかなってしまったんだろう。媚薬まで使われて……」

　メアリはむっとしてレイの服にしがみついた。

「私、ジョシュアの策であなたを好きになったんじゃありません！」

「僕もそう思っているよ。けど、ゴールは同じだと彼が言っていたとおりになるかもしれないんだ」

「ゴールというのは、ジョシュアの望みということですよね？　彼はなにを望んでいるんですか？」

「それは──」

　レイは難しい顔をして、ソファに深く背を預けてこめかみを押さえた。

「──王妃様が身体の弱い人だったって話は、以前にしたよね」

「はい、夜会のとき……」

「そう。レイフォール王子は……弟は、五年前に王妃メランダ様を亡くしてから、少し人が変わってしまって」

　レイは、弟を案じる兄の顔で目を伏せた。

「僕とかかわる人間を、とても厳重に管理するようになってしまった。王子の婚約者候補だった女性達のことは適当な理由をつけて遠ざけるし、異性どころか同性の友人すらも作らないようにして……そりゃあ、何も知らない家臣たちは気を揉んだに違いないよ」

「そ、それってちょっと……なんていうか、過保護すぎません？」

「そうだね……。友人として、家族として、そしてもう一人の自分としての僕に、執着するようになってしまったのだと思う」

「執着……」

　それは一つの愛のかたちだ。

　恋愛、友愛。兄弟愛、自己愛。愛と名前のつく感情はたくさんあって、どれも素晴らしいものだとメアリ自身は考えているけれど。

「彼には、レイさま以外に目を向ける存在が……たとえばジョシュアとしての友人はいなかったのですね」

　レイは静かに頷いた。

「僕らは二人とも偽りの姿だったし……完璧を望まれた王子は、特別な相手を作れないまま子ども時代を過ごした。僕らにとってお互いが唯一の存在で……だからこそ僕も、彼の望むままにレイフォール王子でいられたんだけど」

　けれど、そうしてレイに執着するレイフォール王子の望みが、レイとメアリとの恋愛というのが腑に落ちない。

「王子殿下は結局、レイさまに何を望んでいるのでしょう？」

「彼の望みは、僕が彼の側にいることなんだと思う。僕も、彼の願いをかなえたいと思っていたのだけど、でも──」

　レイがそう言いかけたとき。

　ノック音が響いて、メアリはびくりとそちらを見た。

　扉を開けて入ってきたのは、黒髪で垂れ目、口元にほくろのある色っぽい青年だ。手には銀盆に載せたティーセットを携えている。

「じっ、ジョシュアっ……!?　どうしてわざわざ、その姿に」

「兄上といるときは、こちらの姿であるほうが落ち着くのですよ」

　彼は二人の前にカップを並べ、すっかり使用人のように振る舞っている。

　紅茶の香りは確かに心を落ち着けてくれるけれど、まさか薬が入っていないだろうかと勘ぐってしまって手が伸びなかった。

「それは……長年の習慣だからということですよね。あなたとレイさまはこの先も、ずっとこうやって入れ替わりを続けるつもりなのですか？　そんなことは──」

「できますよ。今まで二十年近くそうしてきたんですから」

「けれど、レイフォールはお前だよ」

　王子の言葉にかぶせるように、レイは首を振った。

「それにもうすぐ約束の期限でもある。僕らの入れ替わりはそこまで。そういう話だったろう？」

「いいえ、あの頃と今とでは状況が違います」

「約束を違えると？」

「だって僕は、兄上にはこのまま王になっていただきたいと思っていますから」

　王子は胸を張って誇らしげに言った。

「……それは……」

「最近までの表だった公務は、ほとんど兄上のものでしたでしょう？　もはや世間にとっての完璧な王太子殿下とはあなたですよ、兄上。あなたのほうが、ずっとずっと、素晴らしい後継者だ」

「そんなことはない。お前が国のためにと懸命に努力してきたことを、僕は知っているのに。……僕だけは、ぜんぶ知っている。ずっとお前のそばにいたのだから」

　王子は柔らかく微笑んで首を横に振った。

「ですが国民のために一番良いことは、優秀な王が国を治めることです」

「そのために偽りの王を立てるというのか？」

「それを解決する手はあります。女神に誓えば良いのです。それが先ほど聖女の力で証明されました」

　彼はちらりとメアリに視線を運び、再びレイに向き合った。

「今からでも遅くない、父と兄上のご母堂の関係を女神に誓った婚姻にすれば、兄上は正式な後継者として認められるでしょう」

「無理だ！　陛下を説得するのも……国民や家臣らだって今さら納得しない」

「兄上。僕らの入れ替わりについて、父上と母上がお気づきにならなかったはずがないでしょう？」

　ジョシュアの顔つきになってからというもの、彼はずっと機嫌よさげにしている。

「兄上はもう、認められているのですよ」

「……それは、違う」

　レイは座ったままかぶりを振って、両手を組んでそこに視線を落とした。

「今までは、なんとか黙認されていただけだ。最近の監視の強まりをお前も知っているだろう？　あれは陛下から僕らへの警告だったんじゃないか？　なにより僕自身が、玉座なんて望んでいない」

「説得に時間などいくらかかってもいいのです。父上が認めれば臣下は黙らせられます。そして聖女を王妃となさいませ」

「わ、私？　王妃って」

「そうすれば兄上の御代は、盤石です」

「……やはり、そのためにメアリを巻き込んだのか」

　突然振りかかった注目にメアリは目を瞬き、レイは渋い顔をして、王子はそんな二人ににこりと笑顔をむけた。

「ええ。彼女は、僕の期待どおりの働きをしてくれました。兄上は信仰心が厚いから、聖女なんてぴったりの相手だと思ったんですよ。それに教会派と王家派が和解すれば、宮廷や議会の争いもなくなる。妃として迎えるのにこれ以上の人選はないだろう、と」

「だからって、彼女の意志も無視して？」

「ふふ、兄上を袖にできる女性などいませんよ。現に彼女は、恋に落ちた」

「……」

　レイフォール王子の揚々とした表情を見て、これこそが彼のシナリオだったのだとメアリにもわかった。

　彼は、レイが玉座を望まないだろうことを予想して、未来の妃を──レイが愛する女性を見つけ、外堀を埋めようとしていたのだ。

「これで良かったのですよ。国民にとっては優秀な王、兄上には愛する伴侶。僕は家族といられて、ほら、誰も損をしないハッピーエンドでしょう？」

「……だが、やはり僕は納得できない。お前は充分すぎるほど優秀だし、立派な王になれる。僕の影になってはいけない」

「それでいいのですか？　僕が彼女と結婚することになってもいいと？　このままだと、玉座と彼女がセットになるのに？」

「彼女の意志は無視なのか」

「仕方ありません。国のためです、聖女ならわかってくれるでしょう」

　何を言っても聞かない相手に、レイは疲れたように嘆息した。

　これではまるで、壮大な兄弟げんかに巻き込まれてしまった気分だ。

（お二人の話をもっと聞いて差し上げたいけれど……でも今このときも、アニタは苦しんでいる）

　こうして思案しているあいだにも、二人の激しい舌戦は続いている。

（私の言い分も、聞いていただかなくては）

　メアリは意を決して立ち上がった。

「レイフォール王子殿下。レイさま」

　背筋を伸ばし、彼らに交互に視線を配る。

「お話しの途中で申し訳ありませんが、私は、アニタのためにここに来たのです。今も彼女は、私の部屋で苦しんでいる。一刻も早く助けたい……。彼女に渡した薬が何なのか、どうすればいいのか、殿下ならおわかりだと思います。どうか力をお貸しください、この通りです」

　メアリが頭を深く下げると、ようやく二人の空気が落ち着いたように思える。

「そうだったね……。ごめん、メアリ。自分のことばかりだった」

「……そうですね、ひとまず、巻き込んでしまったそちらの件から。解毒薬の用意なら、ここに」

　彼はジャケットの内ポケットから白い包み紙を取り出し、メアリに差し出した。

「これが解毒薬。ですが、お渡しするには条件があります」

「条件……？　そんな」

「すみません。ここまでが僕の策なのです」

　レイフォール王子は青い瞳を細めて酷薄に笑い、焦るメアリを見やった。

「僕と取引をしませんか。ご友人思いの、お優しい聖女様」





　　　４






　メアリは霧雨の降りしきる林の中を駆けた。

　ちょうど教会と王城の中間くらいの位置、ひときわ緑深い木々の陰からメアリを呼ぶ声がする。隠れていた男がメアリを手招いた。

「メアリ、こちらだ」

「レイさまっ」

　黒髪の騎士に変装しているレイが、長いマントを広げ、息を整えるメアリを包むようにして肩を抱いた。

「アニタが、目を覚ましました……！　おかげさまで……っ、はぁっ……はぁっ……よかったです……」

「それは良かった、本当に……。もっとこちらへおいで、濡れてしまうから」

「ありがとうございます……でもレイさまがお風邪を召しては大変ですから……もう大丈夫ですから、どうか城へお戻りになってください。心配する方もいるでしょう？」

「大丈夫だよ。ちゃんと『本物』が、あちらにいるからね」

　レイはそう苦笑して、メアリの濡れて乱れた髪を耳にかけ直してくれた。木の葉から落ちた雨水の雫がひとつ、彼の頬を滑って落ちる。

「……ごめんなさい」

「なにを謝るの？」

「私が勝手に、ジョシュアの……レイフォール王子との取引を、決めてしまいましたから……」

　レイはゆるく首を振った。

「これが最短最速の道だったよ。ご友人が無事でよかった」

「それは、はい。でも」

「メアリ」

　見上げたレイの瞳は青く澄んでいる。

「あなたが責められることはなにもない。友を想う、優しいあなたが好きだよ」

　そんなふうに言われたら、泣いてしまいそうだ。

「……やっぱり、もう少しこのまま、お話ししてもかまいませんか」

「ああ、もちろん」

　しとしととまとわりつく霧のような雨はあがって、ちぎれた雲の隙間から青空がのぞいている。

　短い雨が降るごとに、聖アメリアの春は盛りに近づく。この林に群生する花々の蕾も、近いうちに一斉に芽吹くだろう。

　二人は体温を分け合うようにどちらからともなく手をつないで、林の中へと歩みを進めた。




『僕と取引をしませんか』

　ジョシュアに扮したレイフォール王子は、自作の解毒薬と引き換えに、メアリに条件を出した。

　ひとつは、ヴァリタ教会の聖女として国王に会い、レイの即位を認めるよう説得すること。

　もうひとつは、レイフォール王子と聖女メアリの婚約に承諾し、建国祭で婚約発表をおこなうことだ。

「……簡単に答えられることじゃないですよね、あんなの……」

　顔をしかめて不満をあらわにするメアリに、レイは苦笑を返した。

「そうだね……。こちらを追い詰めてからの交渉は、彼の計算通りだったのだろうけど」

「殿下の望みが、この先もレイさまと一緒にいたいってことなのはわかりましたけど……」

　たしかに彼にとってレイは、母を亡くし父が倒れたいま、心許せるたったひとりの家族だ。

（けれどレイさまは、国王陛下にも人々にも──女神さまにも、王族と認められていないから。だから殿下はこんなにも必死に、お兄さんの居場所を作っている……）

「彼の願いを聞くわけにはいかないよ。ゆがみはどこかで正されないといけない。僕は聖アメリアの王にはなれないんだ。……けれど」

　メアリの言葉を引き継ぐように言ったレイは、光がまばらにさす雨上がりの林をぼんやりと見つめている。

「あなたを王太子妃に、と言われたら……。はぁ、参るなぁ、本当に」

　メアリはちらりと上目遣いに彼を窺った。

「レイさまは……私とのこの先を望んでくださるんですか？」

「当たり前だよ。まさか、まだわかっていなかった？」

　レイはメアリの手を強く引いた。雨に濡れようと髪の色が黒かろうと美しい彼が、真剣な表情で見つめてくる。

「将来の伴侶は、あなた以外考えられないよ。……もしあいつが、あなたとの婚約をすすめるつもりなら、攫ってでも逃がす。ありとあらゆる手を使って……二人で逃亡しよう。国外でもいい。顔を隠した長い逃避行の旅を、あなたが望むのなら、だけど……」

　いざとなればそういう道もあるだろう。

　けれどそれで彼は、彼らは、メアリ自身は、幸せになれるだろうか。

（私は……この先、レイさまには心からの笑顔でいてほしい……）

　誰にも素顔を晒せず、心の休まらない日々を過ごさせたくない。

　だからと言って、弟のためにレイが偽りの王として過ごすことにも賛同できない。

（そもそも私を王太子妃に、なんて夢物語よ……聖女メアリは、ただの修道女なのに）

　ふたりは思い思いに考えを巡らせ、しばらくその場に立ち尽くした。

（レイさまだって王になりたいと思っているわけじゃないんでしょう？　今までだって、彼は弟のそばにいてあげたかっただけ……レイさまが殿下に受けた恩は、もう充分に返したと言っていいでしょうに）

　そもそも、二人の間には約束の期日があったのだ。それを王子が強引に引き留めようとしたせいで、こんなにも話がこじれてしまった。

（家族と一緒にいたい気持ちはわかる。けど、殿下にはそろそろ兄離れしてもらわなくっちゃ……！）

　メアリはレイの両手をしっかり握って、美しい青い瞳を見上げた。

「レイさま。私、薬を手に入れるためにあの場は頷きましたけど、でも殿下の言う通りにはならないつもりですっ」

　メアリの声の力強さに惹かれるように、レイはまばたきを繰り返した。

「……なにか、彼の鼻をあかしてやれるような考えがあると？」

「はい。……練習すればきっとできると思います。聞いていただけますか」

　それからふたりは、濡れた木の株に座って、きらきらと輝きはじめた雨上がりの空の下で語り合った。

　思えば、彼となにか同じ目的をなすために意見を交わしたのは、これが初めてかもしれない。

　与え、与えられる関係ではなく。

　一人の人間どうしとして今、対等に向き合っている。

「なるほど……。そういうふうに声の力を……。多少、博打の要素もあるけれど……でも、やってみる価値はあるね」

　話しているうちにレイの瞳に光がさして、濡れた飴玉のようにきらきらと輝きはじめた。

「ふふ、メアリはおもしろいことを考えるね。きっと彼も……みんなも、すごくびっくりするだろうな」

　いたずらを隠す少年のような笑顔。

　彼が笑えば、それだけでメアリの世界は明るくなる。

「私、きっと、うまくやります。見ていてくださいね！」

　メアリはそっと自分の胸を押さえて呼吸を落ちつけた。

　笑顔に見とれている場合じゃない。メアリの行動が彼らの未来を変えてしまうことになるかもしれないのだ。

「大丈夫だよ。ちゃんとあなたのすぐそばで見守っている。……きっとうまくいくよ」

　メアリを包む穏やかな声と、優しい口づけ。

　愛は枷ではなく翼なのだと、メアリは知っている。……彼だってわかっているはずだ。




　──建国祭まで、十日あまり。

　ふたりは林の奥の王城を見据え、繋いだ手を強く握り返した。








第五章　建国祭









　──かつて、一人の男が女神の加護を得て人々の魔を鎮め、聖アメリア国を興した。

　彼の子孫らは心にすくう魔物を鎮め国の長い平和を願い、年に一度、女神に祈りを捧げる──。




　建国祭、当日の朝。

　讃美歌が響くヴァリタ教会の大聖堂は、修道女たちが配る清めの聖花を求める人々でごった返していた。百合や白薔薇で飾られた女神像は、いつにも増して美しく見える。

　例年はひっそりと行われていた建国祭が、今年はレイフォール王太子主導のもと、盛大に執り行われることになった。

　また、ヴァリタ教会の聖女が初めて王家の式典に参列することも、人々のあいだで話題になっているようだった。

　午前のうちは修道女のひとりとして民らにひたすら聖花を手渡しつづけたメアリは、午後になれば聖女としての準備に追われた。

「メアリさま、これで全部飾り終わりましたよ。立ってみてください」

　アニタに言われたメアリは、花冠と、顔と頭をすっぽり覆う長いベールを落とさないよう慎重に立ち上がった。

「ベールの長さはいかがでしょう。うまく歩けますか？」

　メアリは小さく頷いた。

　姿見にうつるメアリはまるで別人のように華やかに仕立てられている。

　腰まである長い黒髪は巻いて高い位置で結い上げ、レースのベールを被って、さらに生花の花冠をのせている。

　手首には細い金の腕輪をいくつも重ねているから、動くたびにしゃらしゃらと涼やかな金属音がする。

　ドレスは透ける薄い白い素材を何重にも重ねた細身のスタイルだ。二週間前の晩餐会で着た女神のドレスに改良を加えて、よりメアリに似合わせたものになっている。

「ああ、まぶたの裏に光を感じます。まぶしいって、こういうことを言うのでしょうね」

「アニタったら……大げさだけど……ありがとう」

　姿見にうつる自分の頬が真っ赤だ。

「聖女様におかれましては、今日の佳き日を迎えられたこと、お慶び申し上げます」

　手伝いをしていた修道女たちはそれだけ言うと、そそくさと支度部屋を出て行こうとする。

「あっ……ま、待って！」

　メアリはとっさに彼女らに手を伸ばした。

「あの、私っ、聖女のお役目をしているけど、中身はそんなんじゃないからっ」

「は？」

　突然のことに、彼女たちはきょとんとメアリを見返した。

「役をもらっただけで、中身は普通なの。みんなと変わらない、普通の人間。だから」

「……だから？」

　アニタが息を呑んで見守っているのがわかる。メアリはドレスをぎゅっと握りしめた。

「だ、だから……だから私も……みんなと、普通に付き合いたい。……みんなと、普通の友達になりたかった、ずっと」

　メアリを一瞥した彼女たちは、困惑気味に顔を見合わせた。

「……本当にそうお思いなら、私たちにお命じになればよろしかったのでは？　聖女様のお力なら、そういうこともできるのでしょう？」

「しないわ、そんなこと！　だって、人を好きになるのも嫌いになるのも、誰かに強要されるものじゃないでしょう？」

　レイフォール王子にも、誰にもそんなことはしていないと、メアリが自分の口できっぱりと否定するのは初めてだった。

「今日、みなさんの前で、それを証明しますから」

　だから見ていてほしい、とメアリは続けた。

「……そう、ですか」

　修道女たちは頭を下げて、今度こそ支度部屋を出て行った。

　静かになった部屋でアニタは「魔を鎮めなくては」と剣呑な目つきでつぶやいた。

「耳に入る噂ばかりが気になって、本質を見る目が曇ってしまっているのでしょうね。心の魔物とはおそろしいものです」

「アニタ……」

「……いいえ、すみません。私にも心当たりがあったので、つい」

　少し無理をした笑い方だったけれど、メアリはそれを口には出さずにそっと胸にしまった。

「そろそろお時間ですね」

　アニタはドレスの裾を丁寧に持ち上げ、メアリを促した。

「大変なおつとめだと思いますが、メアリさまもどうか今日を楽しんでください」

「うん。……いつもありがとう、アニタ」

　声に心を込めて感謝を伝える。それがメアリにできる、精一杯のことだ。




　司祭ダンデモールとメアリを乗せた馬車は、各国の国旗や着飾った人であふれる大通りを過ぎ、聖都の中心ともいえる中央広場へと到着した。

「今からレイフォール殿下にお目通りする。そなたは言われたとおりに動けば問題ない」

　午後の式典で何が起こるかはメアリにも知らされている。

　レイフォール王子は聖女からの祝福を受け、民の前で婚約を発表する……という段取りのようだ。

　──そしてメアリとレイは、それを阻止するべく準備してきた。

　同伴するダンデモールに作戦を勘ぐられないよう、メアリは以前の夜会のときよりさらに従順に聖女らしく、淑やかに振る舞わねばならなかった。

　品のある姿勢と歩き方、ドレスのさばき方や挨拶の仕方……今までレイが教えてくれたものはきっと、メアリを守る盾になるはずだ。

（だから大丈夫……きっとうまくいく）

　馬車の扉を開けると、まずはあおあおと茂った緑の芝が見えた。

　ドレスの裾を持ち上げ慎重に馬車を降りた瞬間、ごうっと大きな地鳴りのようなものがあたりを包んだ。メアリは思わず立ち止まって顔を上げた。

　それが聖女をひと目見ようと集まった人々の声だと、はじめはわからなかったのだ。

「聖女様だ……！　聖女様のお出ましだわ！」

　圧倒される熱量で迎えられる。熱烈な声を浴びたメアリはめまいを感じてその場に立ちつくした。

（すごい……息ができないくらい……みんなの声が身体に響く）

　少し先をゆくダンデモールがいぶかし気に振り返った。彼より向こうには、着飾ったメアリよりさらに何倍もきらびやかな貴族たちが談笑しているのが見える。

　夜会であれほど気後れした光景にふたたび立ち向かわねばならない。むしろあのときより多くの視線が全身に突き刺さっている。

（しっかりしなきゃ……私はこれから、彼らのことも祈るんだから）

「聖女様」

　こんなにも音に溢れた広場で、彼の声はメアリにまっすぐ届く。

　たくさんのまばゆい者たちのなかでもひときわ目を惹く、黒髪の騎士の青年。彼はメアリのもとへ一直線にやってきて、腕を差し出した。

「大丈夫、大丈夫。人の視線なんてたいしたことはない。みんな花だと思えばいいんだよ」

　美貌の元王子様はメアリにだけ聞こえるよう小さく囁いて、悪戯っぽく笑った。

　歩く二人のために、賓客の列が割れる。姫君たちの感嘆のため息はきっとレイに向けてだ。

「誇らしいな」

　レイがすがすがしく笑って言う。

「夜会のときもそうだったけれど、まるで女神様をエスコートしている気分になるよ」

「うっ」

　メアリはベールの上からそっと目頭を押さえた。レイの騎士姿だってかっこよくてまぶしい。それに誰にも聞こえていないだろうからって、声が甘すぎる。

「レイさま、緊張をほぐしてくださるのはうれしいのですけどぉ……もうちょっと笑顔を控えめにしていただけると……」

　そんなつもりじゃないのにと彼は言うけれど、着飾っただけで女神様になれるのならこの国の女性は全員が女神様だ。

「……レイさまは、こんなときでも余裕、なんですね」

「まぁ、見られるのは慣れているし、今は隣にあなたもいるしね」

　ベールで顔が隠れていて良かった。真っ赤になった耳はきっと彼にしかわからないのだろう。




　芝の上に広げられた絨毯を歩む二人は、賓客らの流れに従って、広場に張られた天幕が見える位置までやってきた。

　聖アメリア国の国旗がはためく天幕に、各国の要人たちが順番に挨拶に訪れている。

　レイの手が離れる。彼はここまでの案内らしい。

「好機は、彼が口を開く前だよ。一瞬のタイミングで割り込んで」

「はい。……大丈夫です。見ていてくださいね」

　天幕の中ではレイフォール王子が聖花の束を持ち、訪れた賓客らに挨拶を返しつつ一本ずつ手渡している。

　メアリを見つけた侍従が王子に耳打ちすると、彼はぱっと表情を変えて天幕の外を見た。

「聖女、来たんだね」

　天幕の奥にいる者たちが、聖女の声を聞こうと身を乗り出しているのがわかる。

　けれど彼らには聞こえないくらいのささやきで、メアリはすかさず彼の偽の名前を呼んだ。

「こんにちは、ジョシュア。私、あなたに見せたいものがあるんです。こちらに来ていただけますか？」

　メアリは手をさしのべ、王子を外へと促した。

「外へ？　ふふ、何だろうね」

　レイフォールは笑顔を浮かべたまま小さく首を傾げる。

　その仕草がレイにとてもよく似ていて、メアリはほっとした。これならきっと、心から彼の幸せを祈ることができそうだ。

　風が吹く。

　レイフォールの抱える花束から散った白い花弁が青空に吸い込まれていく。

　それを見上げながらメアリは指を組んだ。

「──私は今から、あなたのために祈ります。あなたに、ご自分の本当の望みを気づいてもらうために」

「本当の、望み？」

　彼はふと笑みを消して、メアリを見た。

「はい。あなたの国、民、土地……すべてのいのちが幸せであるようにと、心から、愛をこめて」

　メアリの声に呼応するように、周囲がガラス屑を撒いたようにきらきらとまばゆく輝きはじめる。

「これ、は……？」

　レイフォールの声が驚きに震えている。

（よし……、うまくできた……！）

　汗の滲む手に、ぎゅっと力が入る。

　──光は、メアリの強い祈りが可視化したものだ。

　レイとジョシュアの正体を訊ねたときにも同じように部屋のなかが輝いていたから、こういう使い方もできるのかもしれないと想像はしていた。

　あれからレイと何度も打ち合わせて練習もしたけれど、こんなにたくさんの衆目のなかで力を使うのは初めてだった。

　はじめに側近達がざわめきだして、やがてそれは周囲の賓客らにも伝播する。

　メアリの声は──輝く光は、風に乗って広場にいる者たちの元にも届く。

　それはまるで空から降り注ぐ風花のように、彼らの頭に、頬に、肩に降り注いだ。




「あれぇ？　なんだか、あったかいね。変なの、僕、急にママのご飯を思い出しちゃった」

「不思議だな……。頭がまっしろになった気がする。いったい俺は、何を悩んでいたんだろうか……」

「なんだ？　いま、亡くなった女房が見えたような……」

「ねえ、あなた。私、あなたと結婚して良かったなって思ってるわ」

「なんだよ急に……まぁ、なんでだろうな、いま俺も、そう思ったけど……」




「きれいだ」

　離れたところにいるレイが呟いたのがわかる。

　祈り続けるほど、全身から力が吸い取られていく感じがする。

　その場に崩れ落ちてしまいそうになるのをこらえて、メアリは自分たちの頭上に降り注ぐ光の粒を見上げた。

（ずっと、どうして私にこんな力があるのかわからなかったけど……きっと……今日の彼らと、自分のためだったんじゃないかな）

　──彼らの幸せのために、自分にできることを、今。

「……私にできるのは、壁越しに人々の声を聞くことくらいでしたが」

　あっけにとられて宙を眺めていたレイフォールが、再びこちらを向く。

　彼の瞳は見上げた春の空と同じ、すがすがしい青色。それがうっすらと濡れているように見える。

「そうしているうちに、わかったことがあります。人って、本当の望みは心の奥に隠してしまうみたい。立場とか、理屈とか、建前……いくつもの仮面で覆い隠して、わからなくなってしまう……。私はいま、あなたのために祈りました。殿下、いま殿下の目に見えたものは、なんでしょうか」

「──……いま、目に見えたこれが……僕の本当の望みだと……？　なぜ、キミにこんなことが……」

　聖女の声の力はレイフォール王子には効かない。

　けれどこの光は、女神が賢者に与えた加護と同じようなものだとメアリは解釈している。聖なる書の伝承のなかでも、メアリがとくに好きな一場面だ。

　こんなことはきっと、そう何度もできるものではない。

　今にも失いそうになる意識を必死に保って、メアリは告げた。

「レイさまから、殿下のことをたくさんお聞きしました。あなたが、ジョシュアとして振る舞いつつも、民の暮らしを熱心にお調べになっていたこと。レイさまをお救いになったのと同じように、苦しい生活をしている民の生活を改善しようとされてきたこと……皆が笑って生きていけるように、と。レイさまは、あなたの本当の望みはそれだったはずだ、と言っていました」

「……、僕の、望みは……」

　彼は誰かを探すように視線をさまよわせた。

　その先で見つけた人の名を紡いで、唇が動く。

「不思議ですよね、人って……。自分の心すら、わからなくて……」

　なんとかそれだけ伝えると、メアリはその場に膝をついた。

　すぐさまレイが列から駆けてきて、メアリの背を支えた。

「レイ、さま……」

「おつかれさま、メアリ。あとは僕が」

　レイは微笑み顔を上げると、レイフォールに向き合った。

「殿下。おそらく僕も、あなたと同じものを見ましたよ。長いあいだ、僕はあなたで、あなたは僕だったのだから、わかります」

「兄上……」

「メアリの力で僕らが見たのは、人々の笑顔だ。そうでしょう？」

「……そう。でも、違います。僕の望みは、兄上。あなたと、これからも──」

「けれどその幸福な幻は、やがて僕にとって特別な二人の笑顔に変わっていきました。──メアリと、あなたの笑顔に」

「え……？」

　レイフォールは虚を突かれた顔をしてレイを見やった。

「彼女と……僕？」

「ええ。彼女と出会って、僕の幸せはあなたの望みとは別物になってしまった。けれど、道は違っても、これからもおそばにおります。それが僕の、幸せですから」

「ですので彼女は渡せません」とレイは一瞬目を細めて弟を見やり、ふたたび臣下としてその場に頭を垂れた。

　ふと、広場から聞こえる明るい声に気づいて、レイフォールは周囲を見渡した。

　両親に抱きかかえられ光の風花を追おうとする子ども。

　手を繋ぐ老夫婦。

　煌びやかに装った異国の使者たちも、剣を携える騎士達も。

　誰もが穏やかな表情で、輝く青空を見上げている。

「……なんとうつくしい光景だろう」

　ぽつりと呟き、彼はしばし瞑目した。

「……聖女メアリ」

　次に目を開けたとき、レイフォールは美しい笑顔を浮かべ、メアリの前に片膝をついた。

「聖アメリア国の王子として……女神とあなたに希こいねがいます。どうかこの国と民に末永く幸福が続くよう……これからも見守っていただきたい」

「……はい。おまかせください」

　傍らのレイが背を支えてくれている。

　メアリは最後の力を振り絞り、彼と、彼の民のために精一杯祈った。

　偽りのプロポーズではない、彼の本当の望みが叶うように、と。




　この日、光の風花は式典のあいだじゅう広場に降り注いだ。

　訪れた人々をみな笑顔にし、春の青空をいっそうまばゆく輝かせた奇跡は、のちに国王となったレイフォールの治世に長く語り継がれるものになった。








エピローグ









　建国祭から一月がたち、王城の緑豊かな中庭を彩るのは春の陽気から初夏の爽やかな風へと変わった。

　柱廊から庭を眺めて歩いていたメアリは、廊下の先からやってきた一団に気づくと壁際に寄ってその場に頭を垂れた。

「こんにちは、聖女」

　すぐそばにやってきた王子に許しをあたえられて、メアリは白いベールで隠した顔を上げた。

「レイフォール殿下におかれましても、ご機嫌麗しく」

「ええ。今日も父に会いに来てくれてありがとう」

　王子のそばには黒髪の騎士が控えている。彼が表情ひとつ変えずにいるので、メアリもそれに倣って他人のふりをする。

　王子が目配せすると、彼らに付き従っていた他の騎士や文官たちはメアリに頭を下げて先に中廊下を歩いていってしまった。

「んー、彼女に逢えてラッキーでしたね、兄上。小休憩にしましょう」

「けど、メアリは教会へ帰るところだったんだろう？」

　廊下にいるのがメアリだけになると、彼らの話し方は素に近いものに変わる。

「私は大丈夫ですが、お邪魔ではありませんか」

「僕らもあなたに話したいことがたまっていてね。兄上なんて特にでしょう？」

「……たしかにそうだけど」

「まったく、スケジュールが過密すぎるんだよ。今日の出会いを女神から与えられた幸運と思うことにして、休憩休憩っと」

　レイフォールは明るく笑って先を行く。

　聖女のドレス姿のメアリをエスコートするのは騎士の装いのレイだ。

　王子様と騎士を伴って初夏の中庭に降り立つ聖女──。

　はたから見ればさぞ高貴な集いに見えるだろうけれど、メアリ自身は意識しないようにしている。

　というのも、レイフォールもレイも今まで以上に気安くメアリに接してくれるからだ。

　その距離感に、ようやく慣れてきたこの頃である。

「父上の相手は面倒だろう？　頑固者だから」

　ひと気のない中庭のガゼボのベンチに、メアリを真ん中にして三人は横並びで腰を下ろした。

　これで彼らと自分は対等だ──とはまったく思えないけれど、彼らはいつもメアリの恐縮を喜ばないので、なるべく素の自分でいるように心がけている。

「昔っから頭の固い親父でね。一度決めたことはなかなか譲らないんだ。そんなだから教会との関係も修復できないまま臣下たちは宮廷派、教会派なんていうものに分かれてしまった。けど、僕の話は聞かないくせに、キミとは会話しているらしいじゃないか。面会ではいつもどんな話を？」

「そうですね……近頃は王妃様の遺品の聖なる書を熱心にお読みですよ。聖女の解釈を聞きたいと言われてしまい、いま必死に勉強し直しているところなんです」

「へぇ……あの人が聖なる書をねぇ……」

「少しずつ、今のヴァリタ教会を知ってもらえたらと私は思っています」

　レイを見ると、彼はにこりと微笑み返してきた。その笑顔はやはり彼の弟とも、父親とも似ているのだ。

（殿下の言ったとおり、国王陛下はレイさまのことを黙認しておられたのではないかしら。お立場上、表だってなにかはできなくても、父親として遠くから見守っていたのかも……。でもそれは、私から代弁することではないわね……）

　メアリにできるのは話を聞くことだ。

　自分自身と向き合う、その勇気の一助になりたい。それがいつだってメアリの──懺悔室の聖女としての存在理由だった。

「あとは……そうそう、殿下の将来をご心配なさっておられるようですね」

　レイフォールは露骨に嫌そうな表情をしてベンチに背を預けた。

「なに？　女を紹介しろとでも言われた？」

「まさか。好いた女性がいるかどうかをそれとなく探って欲しい、みたいなことは言われましたが」

「は……？」

　レイもレイフォールもぽかんとしてメアリを眺めている。

「なんなの、キミは……？　なんであの人とそんな話をするくらい打ち解けてるの？」

「陛下は、さすが殿下のお父上でいらっしゃるというか、私にも気兼ねなく声をかけてくださいまして。年頃の息子に聞けぬことをすべて私に聞いてくるのは、男親という立場の難しさゆえかと思います」

「し、信じられない……なんであの人もそんな、キミを娘みたいに扱うんだよ……」

「メアリ、話に飽きたら帰っていいんだよ？　ごめんね、毎週毎週」

「いえいえ、これは殿下との約束ですから守ります」

「聖女に頑固おやじを懐柔してもらおうとは思ってたけど、ここまでとは想像以上だ」

　兄弟はため息をついてそれぞれに頭を抱えている。

「で、どうなのでしょう？　殿下は、好いた女性はいらっしゃるのですか？　私、陛下に報告しなくちゃいけませんから教えてください」

「はぁ？　いないよ、そんな相手」

　メアリはふぅんと眉を上げた。

「気になる女性がいると言えば、陛下は王子殿下の婚約者探しを待ってくださいそうに思いますけど」

「そうは言っても、ついこの間まで兄上がレイフォール王子だったんだからさ……。まぁ、強いて言うなら……謝りたいなと思う娘は、いる、かな……」

「何人？」

　じとりと目で問えば、レイフォールは気まずげに視線を逸らした。

「う……。……とりあえず、ひとり」

「それならお手紙でも書かれたらどうですか？　私、仲介役くらいならできますよ」

「いい。自分で行く。すぐ近くだし」

「またジョシュアに変装して？」

「違うよ、あれの役目はもう終わった。時を見計らって、ジョシュアは領地に下がらせたとする予定だ。そうじゃなくて、いつも彼女と会っていた別の変装で……でないと、びっくりさせるだろうからね」

　そうでしょうか、とメアリは首を傾げた。

「でもアニタは目に頼りませんから。殿下がどのようなお姿で会いに行っても、ちゃんとわかると思いますよ」

「……謝りたい相手が誰だって、僕は言ってないんだけど」

　メアリはちょっぴりいい気分になって、ふふんと背を伸ばした。

「ジョシュアと私の共通の知人はアニタだけですからそう申し上げただけです。懺悔室で聞いたほかの女性たちについては、今となっては事実かどうかもわかりませんし。そうですね、この際ですから素性もお話しになってはどうでしょう。アニタは秘密を言いふらすような子ではありませんし、私の大事な友人です。無下にしてほしくないというのが本音です。しっかり謝罪なさってください」

　レイフォールはじっとメアリを見て、それからがしがしと金色の髪を乱した。

「キミの言うとおりにするよ……。はぁ……ほんとキミとはやりづらい……これが義姉になるのか……先が思いやられる」

「何かおっしゃいまして？」

「いいや。キミに頼むことはなにもないと言っただけ」

　レイフォールは立ち上がると、レイに視線をやった。

「兄上、メアリを送ってやってはいかがです」

「え？　なぜ？」

「なぜって。……こちらもこちらでどれだけマイペースなんだよ……。あのですねぇ、いつまでもグズグズしていると、本当に僕が彼女を娶らねばならなくなるでしょう？　ごめんですよ僕は、口うるさい聖女が妻だなんて」

　レイフォールはそう言うと、ぷりぷりと怒ったままガゼボを出て行ってしまった。

「……もしかして殿下は、ご多忙につき情緒が不安定だったりしますか？」

「いいや。あれは甘えているんだよ、僕らにね」

「あ、甘えぇ……？」

　レイはくすくすと品良く笑っている。

　あんなに似ていたように思えたふたりだけれど、笑い方にも違いが見られるようになって、メアリは満足だった。




　王城に聖女として招かれるときは、城の正門から出て立派な馬車で教会まで送られることになっている。

　けれど今日はなぜかレイが馬車にまで同乗した。

「レイさま、お見送りはここまでで結構ですよ。教会はすぐ隣ですから」

「いや、あなたに見せたいものがあって、城下に寄り道するつもりなんだ。あなたの都合は大丈夫かな」

「今から？　今日はお城に行く予定で懺悔室も閉まっていますので、私は構いませんが……？」

「よかった、断られなくて。……まだ見せたくないような、見せたいような気持ちなんだけど。けどあいつにああ言われたらさすがに覚悟を決めたというか」

「見せることを迷うものが待っているんですか……？」

　レイは窓の外を見たまま「そうかも」とつぶやいた。

　先ほどから、なんとなく彼の気がそぞろなのはわかる。

（何かしら。でも、最近こうして二人きりになれることがなかったから……うれしいな）

　馬車は軽快な速度で城下の中心部へと走った。

　聖都の緑豊かな街並みを通り過ぎ、二人を乗せた馬車は歴史あるタウンハウス、といった風情の建物の前に止まる。

　レイは「ここだ」と馬車を降りると、手を差し出してメアリにも降りるよう促した。

「素敵なおうちですね。こちらはどなたの──」

　メアリが言い終わらないうちに、レイは周囲を気にしつつ自分の上着のポケットから鍵を取り出し、急いで玄関扉の鍵をあけた。

「入って」

「へっ？　あ、お、お邪魔します……？」

　外観は品のある建物だったけれど、部屋は居心地の良さそうなつくりをしていた。

　あたたかみのある調度品に囲まれたダイニング、たくさんの本が入りそうな書斎と、広々とした応接室。

　さらにレイは階段をのぼって、いくつかの部屋の扉を開けて中を見せた。

「ここが主寝室。眺めがいいんだ。ほら、窓から中央公園の木々が見えるでしょう」

　窓辺に寄ったレイは、建国祭で訪れた広場を指し示してまぶしそうに目を細めた。

　さらには近くに王立の美術館や博物館があること、静かで治安がよい地域であること、近隣の家は宮廷に出仕する文官や、大学教授のような知識人が多くて──などと、事細かに説明してくれる。

「レ、レイさま……？　あの、このおうちは、いったい」

　メアリがそわそわと訊ねると、レイはおもむろに黒髪のウィッグを取り去って振り返った。

　白い逆光に照らされた金色の髪がきらきらと輝いている。彼の表情はなぜか不安げだ。

「どうだろう。あなたの趣味に合うかな？」

「へ？　とてもとても素敵ですけど……私が気に入るか、ってどういう……？」

「ここで、僕と一緒に住むのはどうかな、と思って」

「……え？」

　窓辺から離れたレイがメアリの手をとる。あたまが真っ白になってしまったメアリは、彼の一挙一動をただ目で追うだけしかできない。

「住むって……それは……ど、どういう意味で……？」

　それはね、とレイは穏やかにつづけた。

「僕は……長く偽りの人生を過ごしてきたけど、そこで得られたものもたくさんあるなと気づいたんだ。せっかく学んだものは活かしたいし、弟や国のためになれればと思う。この先は、そういう生き方をしようと……思っているんだけど」

　レイはそこで言葉を切って、ぎゅっとメアリの手を握った。

「そこにあなたがいてくれたらと……あなたを抱いたあの日から……ずっと考えていて」

「わ、私……？」

「だから、自分のための家が欲しくて、探していたんだ。あなたと……愛する家族と、暮らす家を」

　力強い声にうながされるように、メアリはレイを見上げた。

「働きにでかけて、疲れて帰って来る家。食事をともにして、夜は同じベッドで眠るための家。僕は、あなたとそういう生活がしたいなって……。ずっとそういうのを、知らなかったから……」

「わ、私も……そういうのは……知らない、です……」

「じゃあ、なおさらいい」

　レイは赤く染まった頬にメアリの手を当て、目を閉じた。

「僕はあなたの家族になりたい。僕が、自分の力であなたを幸せにするために」

（私の……家族……？）

　心臓がばくばくして、息ができなかった。

　なにを言おう。何から伝えよう。

　戸惑うメアリの震えすら愛しむように、レイが手の指に口づけてくれる。目頭がじんと熱くなって、メアリもあわてて目を閉じた。

「私も、ずっと……ずっとレイさまと一緒にいたい……変わらずにレイさまを……愛しますからっ」

　──これではまるで。

　まるで、結婚式の誓いの言葉のよう。

　メアリが目をあけると、午後の光を背中に受けたレイは、照れくさそうに目を細めてほほ笑んでいた。

「ありがとう……僕の生涯をあなたに」

「はい、レイさま……私のすべてを、あなたに」

　今まで教会で見守ったことのあるたくさんの夫婦たちと同じように、いま、メアリも女神に彼のことを報告したい気持ちになった。

　認めてほしい。この人と生きるんだと、声にして誓いたい。

「ふふ、泣かないで」

　メアリの目じりからあふれた涙を唇でぬぐって彼が笑う。

「ご、ごめんなさい！　どうして泣いているのか……でも、止まらないんです～……っ！」

「泣き顔も可愛いけど。でも僕はあなたのもっといい表情を知っているからね」

「わ、私だって、知っています！」

　高ぶった感情のまま、メアリはレイの唇を求めて首に腕を回して抱き寄せた。

　この人が愛しい。その愛しい人から愛されて幸せだ。

「奇跡、みたいだって……思ってしまって……」

「あなたのおかげだよ。だって僕をただの男にしたのは……メアリ、あなたでしょう」

「そう、でした……そうでしたね」

　とろとろと唇を合わせたまま話す時間なんて、いつぶりだろう。

　思えば口づけも久しぶりで、ふたりっきりの時間も長らくとれていなかった。

　聖女と騎士としてきちんと線引きをしているところは好きだけど、ふたりきりのとびきりに甘ったるい彼のことだって大好きだ。

　キスのあいまの視線でお互いを探り合う。指を絡めて、身体をひっつけあって。それでも足りなくて、もっともっとと、熱が高まっていく。

「ん……レイさま…………お願い……」

　明るい部屋の中で、息を乱してキスを繰り返す。求めれば求めるほどに与えられるキスに自分がどんどん溺れていくのがわかる。

　まだ足りない。もっと彼に求められたいと思ってしまう。舌を絡めて、口の中を舐め合う。

「ん、ぅ……」

　レイの手がそっとメアリの背を撫で、腰を掴んだ。腹部に当てられた、硬くて熱い存在感。

　そのまま陰部を突くように腰をゆすられれば、たまらなくなってメアリは唇を離した。

「あ……あっ……レイ、さま……もっと、ちゃんとっ……」

「……メアリ……」

　熱っぽく濡れる青い瞳が、乱れるメアリのことを見下ろしている。

　彼が飲み込んだ言葉がわかる。きっと自分も、同じ気持ちだから。

「し、したいん、です、レイさま……！　もう、私……がまん、できなくって」

「……あなたは、やさしいね。いつも僕に……手を差し伸べてくれる」

　メアリは小さく首を振った。

（やさしくなんかない……ただ、この人のことが……欲しいだけ……）

　そして衝動のまま、熱っぽくレイを見上げる。

「抱いて、もらえませんか……」

　少しの時間でもいい。彼と繋がりたい。深い愛を、たしかめたくて。

「仰せのままに、聖女様」

　午後の光のさす明るい部屋で、ふたりの影がゆっくりと重なる。

「レイ、さま……あのね」

「……なぁに」

　レイがちらりと目線だけをよこす。雰囲気を壊して欲しくないとでも言いたそうな、余裕のなさがたまらなく愛しい。

「これからも……いっぱい、しましょうね？」

「はぁ……もう、あなたは」

「ふふ。だって」

　ささやきは彼の口内に消えた。

　メアリの腰に回されていたレイの手は、身体の輪郭をたしかめるように動く。

　尻のまるみをなぞり、背中を下から上へたどり、首元の詰まったドレスのホックを器用に外してしまう。

「ん……っ」

　あらわになった首筋に、鎖骨に、触れるだけの口づけがおりてゆく。

「あの、ドレス……これ以上は……一人で綺麗に着るのが難しいの」

　けれど、衣服を着たままの情交なんてもっと背徳的だ。ただでさえ部屋は明るく、カーテンすら閉めていないのに。

　窓の外を気にするように視線をやれば、レイがさっとカーテンを引いた。

　そのまま抱きしめられ、キスが降ってくる。

　触れるだけで胸は高鳴るけど、今はもっといやらしいものが欲しい。

「レイ、さま……もっと、ちゃんと……」

「……今日は特別に、ほしがりだね」

　青い瞳は意地悪く微笑み、からかうようなキスでメアリの鼻先をつまむ。

　背の高い彼の肩に両手を置いて、できるかぎり背伸びをする。メアリはレイの腕に深く抱かれながら口づけを繰り返した。

「ん、んん……はっ……ぅん」

　舌を吸って、やわらかく噛んで。まるでお互いを食らうかのようなキス。

　一方で彼の両手は、メアリのお尻を掴んだり揉んだりと悪戯ばかりしている。

　その手が、だんだんとドレスをたくしあげたかと思えば、背中からお尻のくぼみをなぞるように下着の中に滑り込んだ。

「んんっ!?　んー……っ、やっ、やめ、ふぁあっ!?」

　くぼみを上下にこすられると、尿意に近い妙な感覚がして、ぞくぞくと下半身が震える。

　やめて、と言いたいのに、刺激につられて勝手に腰が動いてしまう。

　彼の指はそれを促すみたいに、尻の割れ目を上下になぞることを繰り返している。

　立っていられなくなったメアリはレイに寄りかかるようにして、その場にしなしなと座り込んでしまった。

「も、もう……むりです……」

「ふふ。寝台にお連れしましょうか？」

「……連れて行ってくださいぃ……」

　レイは息を乱すメアリをひょいと抱き上げ、寝台まで運んだ。

　寝台に寝かされたあとのキスは、さっきより深くて、熱い。

　口内に侵入してきた舌に、触れるか触れないかの力で上顎の裏を撫でられる。くすぐったさに近い快感が脳天から下腹部まで駆け巡って、身体はびくびくと震える。

「はぁっ……んんっ……レイ、さま……はやく、ほしい……」

　濃厚な口づけを繰り返しながら、覆い被さる彼の膝に秘部を押しつける。ずいぶん前からそこがもどかしくて、早く触ってほしかった。

　唇を離した彼は身を起こすと、メアリの膝裏に手を入れて脚を持ち上げた。

「きゃっ!?」

　しっとりした生地のドレスがまくれて、薄いストッキングに包まれた脚があらわになる。

　早くも濡れてしまっているメアリの秘部には目もくれず、レイの唇は膝を食んだ。そのまま向こう脛をなぞり、足首にまで下りていく。

　くるぶしの丸みを堪能するかのように唇で愛撫されるのがくすぐったくて、かえって正気が戻ってきてしまった。

「やだ、もう。ふふ……レイさまって、本当に足がお好きなんですね」

　メアリは上半身を縮めてくすくすと笑った。

「それは……。普通は見られる場所ではないから、なんとなく……大切にしたくなるというか……」

「わかる気がします。人って、隠されたものほど見たい、知りたい生き物なんでしょうね」

「なるほど……。あなたが言うと説得力があるよ、懺悔室の聖女」

「ふふふ。もしかしてレイさま、私の足に踏まれたいのかしら？」

　メアリは自由なほうの足の指先で、レイの股間の隆起をなぞった。つるりとしたストッキングのおかげで、服の上からでもさらさらと擦ることができる。

「うわっ……あ、……っ……」

「いやらしいお声。大好きです」

「っ……メアリ、僕のことはいいから……」

「もっとして、ではなく？　こうして、押しつけていらっしゃるのに？」

「……それはっ……けど」

　恥じらい、困りきっている表情に胸がきゅんとする。

　足の親指と人差し指で勃起をはさんで上下に擦ってやると、レイは手で口元を覆って声を抑えた。

「んっ、……っ、ふ……」

「隠さないで、レイさま」

　もっと見たい。もっと知りたい。彼のことをすみずみまで暴きたい──。

「私、あなたのことがもっと知りたいです。……私のことも、好きになさっていいから」

「っ……言ったね」

　レイは騎士服の詰め襟を緩めると、見せつけるみたいに一枚ずつ脱いで床に落とした。そして意地悪な微笑みを浮かべて、メアリの背中に手を回した。

「僕はドレスの着付けくらい、手伝ってあげられるんだ」

「あっ、……んもう」

　そうしてドレスは中途半端に脱がされ、下着は床に放られてしまった。

　ストッキングを脱がすのにことさら時間をかけられたせいで、焦らしに焦らされたメアリの秘部はすっかり濡れてしまっている。

　明るい中で秘部をさらけ出したメアリを、レイは丁寧に愛してくれる。脚だけではなく、脇腹も乳房も、全身をくまなく手のひらで愛撫される。

「レイさま、もう……はやく……」

「好きにしてかまわないんだろう？」

　内腿に手を差し入れられ、メアリは恥じらいつつも、脚を開いた。

「……綺麗だ。僕のことを誘って、濡れている」

　つつっと彼の指先が濡れそぼった入り口をなぞる。

「あっ」

「触ってほしかった？」

　言いながら覆い被さるレイは、うんうんと何度も頷くメアリをなだめるようにキスをした。

　快感を逃すための吐息は、彼の口内に飲み込まれる。

　メアリは腰を浮かせて指の挿入をうながした。

「んっ、はやく……レイさま……」

「うん。見せて……いつもどんなふうに、僕を受け入れてくれているのか」

　けれど、あてがわれたのは指ではなく、彼の昂ぶった熱。

　指とは比べものにならない太さのものが、入り口をじわじわとこじ開けて侵入してくる。

「あっ!?　ああんっ」

　甘いしびれが腰の奥に向かって弾ける。

「ああ……、あたたかい……まるであなたに抱かれているみたいだ……」

「んっ、奥まで……んんっ、……いや、動いて、レイさまぁ……もっとください……ほしいの……」

「もちろん」

「あぁっ……っ……あーっ、……！」

　つながったときはやっとだと思ったのに、その後は時間などわからなくなるくらい抱かれ続けた。

　すでに数度は果てたはずのレイは、疲れ知らずにメアリを求める。

　とろとろにとけた互いの体液がまざって、繋がっている陰部からぐちぐちと淫らな音が聞こえる。

「あっ……ひぅ……！　も、だめ……っ」

　達したばかりの胎内を、ゆっくりと突き上げられるのが、よすぎてつらい。

「……泣いているの？」

「だっ……て……、……あぅ……っ、ぁあんっ」

　レイがあまりに焦らすから、自分で腰を揺らしてしまう。

　恥じらいよりも快楽が勝って、なにより彼がそれを望んでいるのがわかるから、満たしてあげたくなってしまう。

「レイさ、ま……も、きもちいぃの……もっとしてぇ……」

「するよ……もういちど、するから」

　ごくりと、彼の喉が鳴った。白い額に浮かぶ汗をぬぐってやりたくて手を伸ばすと、その手を寝台にぬいつけるように強く掴んで、彼は再び激しく抽挿を始めた。

「は……っ、……あたまが、ばかになっている気がするよ……ずっときもちよくて」

　メアリの胎内の奥深くまで突き上げて、レイは口元だけで笑っている。

「あっ、あ、やっ、きもちい……レイさ、ま、いいっ……いく、いっちゃう……！」

「だめだよ、やめたくない……もっと見たい、もっと……あなたを、愛させて」

　ほしかったもの。欠けていたもの。

　たったひとりが、すべてを満たしてくれる。

「いっしょに──」

　それは夢で、希望で、未来で、そしてふたりの、永遠の約束になるだろう。





　　◇◇◇






　建国祭から一年の時が過ぎた、ある朝のこと。

　──これは夢だ、とわかる夢を見ていた。白い光のなかを漂う夢だ。

　夢のなかでメアリは、自分の胎内を満たす熱がやがてひとつのかたちになってゆくのを感じていた。

　うまれた輝きを腕の中に収めようとするのに、光は蝶が舞うようにメアリの手をすり抜けて行ってしまう。

（まって……私の……レイさまの……）

「メアリ」

「……ん……んう……」

　──もうちょっとで、捕まえられそうだったのに。

　朝日のまぶしさが疎ましく、幸せな夢に戻りたくて、いっそう強くぬくもりにしがみつく。

「メアリ、起きて……ちょっと寝過ごした……もう間もなく出仕の時間だ」

　声が聞こえる。世界で一番たくさん、メアリの名前を呼んでくれる人の声。

「ごめん、寝不足は僕のせいだね……今日もあなたは教会へ行くだろう？　大変だ、ほらほら使用人たちがドアの外で困ってるよ、起きようメアリ。頑張って、ほら」

　明日も、あさっても。死が二人を分かつそのときまで聞きたい、愛しい人の声だ。

「んん……、……もっと、呼んでください……」

「ん？　なんだい？」

「なまえ……」

「ええ……？　そうしたら起きてくれる？」

　額に口づけて、レイは呆れたように笑った。

「メアリ、おはよう。はやく起きて、愛しいあなたの顔を僕に見せて」

　──それは当たり前でなにより幸せな、ある朝の目覚め。








後日談　～ある秋の日のデート～









　多様な愛に寛大であるヴァリタ教。

　それを国教とする聖アメリア国ではこのところ、好き合っている男女がふたりきりで休日に買い物や娯楽を楽しむ──『デート』なるものが流行している、らしい。




　晩秋、十一月中旬の週末のこと。

　この日、久しぶりに丸一日の休みをとったレイは、中央広場近くのカフェテラスでひとり、大通りを眺めながら人を待っていた。

　街道の木々もすっかり色づいてきた季節。けれど今日は天気が良くあたたかい。

（……そろそろ、来るだろうか）

　懐中時計を確認すること数回。やがて一台の辻馬車が中央広場の入り口の馬場に停まると、レイは読み広げていた雑誌から顔をあげ、そちらに目をやった。

　馬車から降りてきたメアリの姿に、彼の口元は自然と笑みをつくる。

　彼女はいつもの修道服ではなく、外出着のロングワンピースと帽子ボンネットという年頃の淑女の装いをしている。

　どんな姿であっても、やはり彼女は特別だ。

　内側からにじむ清らかさのせいだろうか、そこに立っているだけで周囲の空気が浄化されていくように感じる。人の美しさとは顔立ちのことだけを言うのではないと思い知らされる。もちろん彼女は見目も愛らしいのだから、より人の目を惹くのだ。

　メアリは御者に御礼を言うと、誰かを探すようにきょろきょろと周囲を見回している。そして遠目から眺めていたレイの姿に気づくと、ぱっと表情を明るくした。

　レイはすぐさま荷物を小脇に抱えてテラス席から立ち上がり、コートを翻して大通りを横切った。

「ごきげんよう、メアリ。ああ、走らなくて大丈夫だよ」

「お待たせしました！　すみません、つい……嬉しくって」

「ごきげんよう、レイさま」と、彼女はスカートを持ち上げ、改めて優雅に挨拶をした。

「いい天気になって良かったね」

「はい！　今日はとてもあたたかいですね。ね、ね、レイさま、今日はどうして眼鏡をかけていらっしゃるんですか？」

「ああ、これ？」

　レイが眼鏡のフレームを軽く指でつまんで揺らすのを、メアリは大きな瞳をきらきらさせて見つめてくる。

「小道具は、もっとも簡単な変装方法のひとつだからね」

　今日のレイは、ふたりが出会った頃より伸びた髪を頭の低い位置でゆるく結び、眼鏡をかけ、帽子を被っている。

　スーツジャケットと揃いのトラウザーズにリボンタイ、そしてロングコートを羽織ったファッションは、貴族、平民問わず男性の街歩きに好まれる装いだ。

　こうやって少し工夫をするだけで、つい数ヶ月前までレイフォール王子として振る舞っていたにもかかわらず、街中に出ても指摘されないものなのだ。

「お似合いです、眼鏡。お洋服もとっても素敵。レイさまの雰囲気にぴったりです」

　メアリはいつまでもうっとりしている。

「そう、そんなに気に入ってくれた？」

「はい！　でも眼鏡は、いつものレイさまじゃないみたいで、どきっとしてしまいました」

「ふぅん」

　言うなりレイは屈んで、メアリにずいっと顔を近づけた。

「ひぇっ、近っ…なっ、ななななんでしょうか？」

「どちらがいいかな？　騎士の姿の時と、こういう僕と。どう思う？」

「どうって……どちらも、素敵です！」

「ふふ、ありがとう」

　今日のような知的な紳士の姿は、これから行くデート先によく合うのではないだろうかと考えたのだ。

　それから、彼女の雰囲気にも合わせたつもりだった。メアリの薄紫色の上品なデザインのワンピースドレスは、ますます大人びて美しくなってきた彼女によく似合っていた。

　きっとこの服を着て来てくれるだろうと思っていたのだ。だって今日のデートのために、レイが選んで贈ったものだったから。

「あなたも、とても素敵だ。馬車から降りてきた姿を見て思わず駆け出してしまったぐらいに」

「まぁレイさまったら。……でも」

　メアリはちらりとあたりに目を配って周囲を確認すると、レイのコートの襟元を掴んで強くひっぱった。

「わっ」

「──きっと私のほうが見惚れています」

　耳元で囁かれる吐息混じりの声は、二人で過ごす夜の彼女を彷彿とさせる。

「デートなんてやめて、誰にも見えないよう閉じ込めて、独り占めしたくなっちゃうくらい。……なぁんて」

　メアリがぱっと手を離しても、レイは真顔で固まっていた。

「うふふ。さぁ、行きましょう！　美術館は逃げませんけど、でもなるべく早く。いろんなところに行きたいの。だって今日は、初デートですから」

「……っ、……メアリ、あなたはまた僕をからかって……！」

「行きますよ～！」

　颯爽と先を歩くメアリの帽子ボンネットのリボンがひらひらと泳ぐ。その後ろ姿を足早く追いかけて、レイは彼女の横に並んで歩いた。




　ふたりがまず向かったのは、人気デートスポットのひとつだという、聖アメリア国立美術館。

　もともとは歴史的教会建築として保護されていたこの美術館は、聖アメリア国の建国から今日までに製作された美術品をはじめ、ヴァリタ教の聖遺物などが常設展示されている。

　ふたりに共通する分野だろうとのことで、レイの提案で足を運ぶことになった。もちろんチケットは、レイが自分で用意した。

　外階段をのぼり、真っ白で瀟洒なエントランスをくぐれば広々としたロビーがあり、模造された女神像がふたりを出迎える。

「どの展示も見応えのあるものばかりですね」

「僕はさっきの部屋の絵画が気に入ったな」

「女神様の肖像画ですか？」

「ああ。まさか王妃様の私物が寄贈されていたとは知らなかったよ」

「王妃様は宗教画の蒐集にも力を入れていらっしゃったんですね。そういう背景について知っていると、作品がまた違って見えます。親近感というか……」

「そうだね。そういうものを教養、というのかもしれない」

「ええ。今日はレイさまの解説のおかげで、ますます楽しめます」

「あなたの役に立てて、何よりだよ」

　ひそひそと会話しながら丁寧に見て回って、一時間と少し。

　洗練された空間を存分に味わったふたりが美術館を出るころには、ちょうど昼の日差しがたっぷり降り注ぐ時間だった。

　外階段を下りるために手を差し出すと、メアリはちょっとだけためらってから、レイの手に自分の手の指先を置いた。

「ね、レイさま？　以前も思ったんですが……やっぱり、こういうのに慣れていらっしゃいますよね？」

　そう言うメアリは、レイの手をぎゅっと握って、神妙な顔つきで階段を下りる。

「慣れている、とは？」

「女性のエスコートについて」

「……ああ、それは」

　レイは階段を下りるメアリの足元に気を配りながら一考した。

　一国の王太子を演じるにあたって、または王太子側近の騎士として、女性のエスコートの仕方ぐらいは理解しているつもりだった。

　けれど個人的な実践の機会は、弟による様々な妨害のせいでついぞなかったし、一人で街に出ることもなかったので、王都育ちとはいっても街の流行に詳しいわけでもない。

　とくに『デート』などというイベントについては、メアリの口から聞いて初めて知ったくらいだ。

　おそらくこういったことは、弟のほうが──つまり、ジョシュアとして街に繰り出していたレイフォール王太子のほうが、見聞きしていることは多いだろう。

「べつに、僕は慣れてはいないよ。今日のことだって一人では──……」

『デート？　メアリの希望で？　ははぁなるほど。兄上と彼女に相応しい完璧なデートコースのご相談ということですね。お任せください。お二人のことならばこの僕が、聖アメリアで一番の理解者だという自負がありますから』

　レイはふと、自慢げに胸を張った弟の姿を思い出し、おかしくなって口元を押さえた。

「？　どうかされました？」

「いや……思い出し笑い。気にしないで」

「教えてください、何の話？」

「……今日はだめ。僕のプライドにかけて、どうか訊ねないで」

「じゃあ、また今度ならいいです？」

「ふふ。気が向いたら、ね」

「ええ～っ？」

「メアリは、女性らしくエスコートされるのは嫌なの？」

「そうじゃないです！　レイさまの過去に勝手に嫉妬しているだけで……って、話を逸らしましたね？」

「いいや、なるほど。それなら心配いらないよ。前にも言ったけど、僕もこういうことには初心者だから」

　彼女と一緒なら、こうやって話しながらただ道を歩いているだけでも楽しい。

　すれ違う街の人々も互いのパートナーに対してそのように思っているのだろうか。

　少なくとも王都は、貴族平民問わずこのようなそぞろ歩きが可能なくらいに治安が良い。

　これもひとえに、弟や、自分や──国民の努力のたまものなのだろうと実感できることも良い。弟がしょっちゅう街に下りていたことも今なら理解できる。

「……私、あこがれていたんです、こういう『デート』。友人たちの話にのぼるので」

　レイに寄り添うように歩きながら、ふとメアリが言った。

　彼女の話に寄れば、季節の祭事が一段落した最近、教会の修道女たちにも週末には少しの自由時間が与えられることになったらしい。

　友人たちは新しくオープンしたベーカリーや雑貨屋に行ってはちょっとしたお土産を買ってきてくれるのだと、メアリは楽しげに語った。

「私は懺悔室のおつとめがあってなかなか出歩けないから……みんな気を遣ってくれて」

「いいご友人たちだね」

「はいっ。じつは、以前はあまり良い関係ではなかったんですが……今では親しくなりました。それでね、彼女たちのなかには、ひそかに男性とお付き合いしてる子もいるんですよ。恋愛相談にのったりするんです」

「へぇ」

「その子の恋人は、幼馴染なんですって。月に一度くらいしか会えないけど、デートがとっても楽しみなんだって言ってて。あ、同じだわって、言いたかったんですけど……」

　メアリはちらりとレイを見て、また前を向いた。

「みんなに秘密の関係っていうのも、いいものですよね」

（僕は、本当は今すぐにでも言いたいけれど）

　けど、まだ、時期尚早なのだろう。

　彼女は聖女の仕事も楽しんでいるようだし、せっかく仲良くなったという友人たちと引き離すのも気が引ける。

　レイだって、自分の力で生きる地盤を固めて、なんの不安もない状態で彼女を迎えたい。

　それが叶うのは、もう少し先になりそうだ。

（いずれ、そのうち……できるだけ急いで、あの家に迎えたいけど）

　そんな焦燥を悟られないように、レイは意識して表情を引き締めた。




　美術館から再び大通りを歩き、小洒落たカフェテリアで昼食を摂ったふたりは、ぐるりと中央広場の周辺を散策することにした。

　どれだけ話していても話題は尽きない。

　メアリはとくに城でのレイの仕事に興味があるらしい。近いうちにレイの肩書きが王太子の護衛騎士から秘書官へと変わるだろうことを告げると、彼女は不思議そうに首を傾げた。

「そちらのほうが、レイさまと殿下のお二人にとって都合が良いのでしょうか？」

「そうだね。『ジョシュア』が居なくなった分を僕が担う形というわけだ。今の仕事より自由度が上がるから……今よりは、僕らしくいられるんじゃないかなと思うよ」

「それなら殿下に感謝しなくっちゃ。次にお城に行く機会に、お話しができるかしら」

「あなたが望めばきっと、いくらでも」

　広場にたどり着いたころには午後の三時をまわっていた。

　夕暮れにはまだ早く、けれどタイムリミットはあと少しかと気が急いてくる時間でもある。

「──あら？　何かしら。広場から音楽が……？　いつもより賑やかですね？」

「チラシを配っているよ。行ってみようか」

「ええ。奥の方から歓声も聞こえてきます」

　どうやら広場は大道芸人の見世物でにぎわっているらしい。臨時で建てられたステージに、奇抜な衣装に身を包んだ道化師ピエロが踊っているのが遠目に見える。

「すごい。玉乗りだわ！　初めて見ました」

「見事だね。見てごらん、蛇使いもいるみたいだ。蛇は嫌い？」

「ぜんぜん！　でも、人が多いですけど……レイさま、大丈夫ですか？」

「ああ。堂々としていれば気づかれないものだよ」

　彼女の手を引いて、ステージの近くに寄って行く。

　集まっていた人たちと同じように臨時の椅子に座ると、ちょうど親に連れられた子どもと同じ目線の高さになった。

「お兄ちゃんとお姉ちゃんも、サーカスを見に来たの？」

「そうなんです。ご一緒させてください」

　メアリが返事をすると、少女はにっこり笑って、舞台上を指さした。

「あたし、昨日もパパとここにきたのよ。ほら、見ていて！　すごいんだから！」

　蛇使いの縦笛の音に合わせて蛇が壺から飛び出す。

　子どもたちの歓声と同じタイミングでメアリも声をあげた。大きな瞳は舞台に釘付けだ。

（……かわいいな）

　レイはというと、そんなメアリばかり見ていて、内容については二の次だった。

「すごかったですね！」

　笑顔のメアリは手を叩いて賞賛したあと、子どもに手を振って、レイに導かれるようにして人混みを抜けた。

「こんな催しがあったなんて知らなかったです」

「僕も。弟に報告しておこうかな、興味を持ちそうだ。……ベンチがあいているね、あそこに座って待っていて。レモネード売りの姿を見かけたから、飲み物を買ってくるよ」

「それなら私も」

「気にしないで、すぐ戻ってくるから」

　けれどメアリは、ぎゅっとレイの手を掴んで首を横に振る。

「私、ちょっとの時間も、離れたくないです」

　──なんと直球な。

　レイはぐっと奥歯を噛み締め、照れてしまいそうになる表情を引きしめた。

「わかった。そういうことなら」

　サーカスに便乗した出店も多いらしく、飲食物をとりあつかう移動販売が広場の一画を賑わせているようだ。

「せっかくだし、レモネードと一緒に軽食でも食べる？」

「素敵！　この周辺だけでもたくさんお店がありますね……甘い匂いがする」

　がやがやと騒がしい広場ではぐれないようメアリの手を引き、レイはとある屋台の列に並んだ。

「メアリ、クレープは好き？」

「クレープ……？　食べたことがないかも」

「それはいい。ぜひ試してみよう」

　聖アメリア国のクレープと言ったら、卵とミルクで溶いた小麦粉を薄く焼き広げ、カスタードクリームやフルーツをのせて包むデザートスタイルのものをさす。

　城では皿に盛り付けられナイフとフォークで食べるのだけど、この屋台では焼きたての生地を中身と一緒にくるくると筒状に巻いて、包装紙で包んで提供されるらしい。

　手書きの黒板には、定番のバターとシュガー包みだけでなく、林檎や栗のトッピングなど秋らしいメニューが並んでいる。

「どれにしようか？」

「……考えます」

　レイたちの前に並ぶ男女はクレープをひとつずつ購入して、歩きながら互いの口元に差し出していた。

　メアリはその様子を横目でちらちらと見やっている。

（なるほど？　ああいうことをするのがきっと、メアリのやりたい『デート』というものなのかな？）

　彼女の願いはもちろん叶えたいと思っていたけれど、いったいデートというものが何を目的としているのか、レイはいまいちわかっていなかったのかもしれない。

　二人で過ごすならばわざわざ人の目のあるところに行かずとも、家の中でどれだけでも一緒にいて触れあえばいいのにと。

（同じところに行き、同じものを食べて……。感情を共有したい、ということか）

「んん～っ……よし、決めました！　焼き林檎にします。レイさまは？」

　それならば、と。

　レイはメアリの注文で購入した焼きたてのクレープを手に持つと、彼女の手を引いて列を離れた。

「はい、口をあけて」

　そして先ほどの男女のように、歩きながらメアリの口元に差し出した。

「えっ？　あれっ？」

「ほら、クリームが溶けてこぼれてしまうよ。急いで、急いで」

「あっ……いただきますっ」

　慌てたメアリは、差し出されたレイの手に自分の手を添えて、ぱくりと大きくクレープの上部を頬張った。

「！　んんっ……！」

　きらきら輝く目を見れば、これがどれほど彼女の心を満たす味なのか伝わってくる。レイも自然と微笑んだ。

「どう、おいしい？」

　頷いて返す彼女を導いて、噴水池を臨むベンチに並んで座った。

「んっ、……おいしいです。果物の酸味と、カスタードクリームの甘さがとても合います。レイさまもどうぞ、召し上がってください」

「ではひと口」

　レイも同じようにかぶりつく。

　生地のもっちりした歯ごたえと香ばしさ、それからカスタードクリームに包まれた焼き林檎のとろりとした甘みが口の中に広がる。

「本当だ、おいしいね」

「よかったぁ！　……あの、今更ですけど、お城のおやつはとっても美味しかったので……こういったお店のものでも、レイさまのお口に合いますか？」

「もちろん。歩きながら食べるっていうのもいいね」

「そうですね。ふふ、外での食事なんて、王城の温室でのお茶会以来かも」

「そうだった。あなたと食べたチョコタルトの味はまだ覚えているよ。あれも美味しかったから」

「あっ……でも、そういえば、あのときは……」

　咀嚼しながら何を思いだしたのか、メアリの顔がみるみるうちに赤くなっていく。

　レイは微笑んで、食べ終えたメアリの口元についたクリームを指でぬぐってやった。

「すっ、すみません、私ったら……お行儀が……」

　そしてすくい上げたクリームを舐めとる様子を、メアリは赤い顔のまままじまじと見ている。

　レイはそのまま、彼女の林檎のような頬に唇を寄せた。

「……これには媚薬は入ってないはずなのに、あなたが美味しそうに見えていけない」

「レイ、さま……」

　吹き抜ける秋風に、彼女の帽子のリボンがふわふわと遊ばれている。

　あたたかくとも日が落ちる時間は早い。空の青さにはもう黄金色が混じりはじめている。

（……帰したくないな）

「帰りたくないですね」

　まるで心を読まれたかのような言葉にはっとする。

　メアリははにかみ笑いで、赤い頬をかいた。

「今日が楽しすぎたので……終わってしまうのが惜しいです。きっとまた機会はあるでしょうが……でも──」

「わかるよ。僕も同じだから」

　片腕を回して身体を抱き寄せ、ますます寄り添う。

　まわりにも似たような男女が何組もいる。

　誰も彼も、他人の目なんて気にしていない。レイもそうだ。

「ねえ、メアリ。このまま僕と一緒に──」

　あの家に連れて帰ってしまってもいいかと、そう言いかけたとき。

　ちょうど目の前の噴水が水音をたてて高く吹きあがった。

　きらきらと輝くこまかいしぶきが二人のところにまで風にのって運ばれてくる。

「きゃっ」

「水が……大丈夫？」

「はい、……っくしゅん！」

「風が冷えてきたね。ちょっと待ってて」

　首をすくめるメアリに、レイはずっと小脇に抱えていた手荷物を紐解いた。

「えっ？　レイさま、これは……？」

「プレゼント。あなたに似合いそうな色だなと考えていたら、買っていて──渡す機会があって良かった」

　気に入ってくれるといいんだけど、と言い添えて、大判のストールを彼女の肩にふわりとかけてやる。

「──うん。やっぱりよく似合う」

　ジャカード織りの模様の高級感も、ライラック色の上品さも彼女にぴったりだ。

　メアリは自分の肩に触れて、目を丸くしている。

「こんな素敵なストールを……？　軽いのにあたたかい。冬の懺悔室でも使えそうだわ。ありがとうございます、レイさま。でも、私、なにもお返しのご用意がなくて」

「いいんだ。なにか今日の記念にと思って……というか、あなたの喜ぶ顔が見たかっただけだから」

「嬉しいです、本当に」

　気に入ってもらえたことに、ひそかに胸をなで下ろす。

　ネックレス、イヤリング、かばんに、靴に、ワンピース。

　彼女の身に纏うものを少しずつレイの贈り物に変えていくことが楽しみなのだと、果たして彼女は気づいているだろうか。

「さぁ、教会に戻るころには日暮れだろうね。そろそろ行こうか」

　名残惜しさを振り切ってベンチから立ち上がる。けれどメアリがそれに追従する気配はない。

「メアリ？」

「……いや、です……」

　レイは目を瞬いた。

「けど」

「帰りたくありません」

　大きな帽子を被る彼女が俯くと、何の表情も見えなくなってしまう。

「帰りたくないです、レイさま……」

　小さく呟く声に、胸がぎゅっと握りつぶされるような感じがする。その痛みはどうしようもなく甘く、苦しい。

「……あなたと、早く一緒に暮らしたいな」

　こぼれた本音に、メアリが顔を上げた。

「……でもきっと……、こういうもどかしい気持ちも、今だけの宝物なのかもしれないね」

　あなたが欲しい、誰にも触れさせずに閉じ込めてしまいたい。いろいろな気持ちを押し込めて、それだけを伝える。

　弟も色々と手を回してくれているけれど、彼女と素の姿で暮らせるようになるにはもう少し時間がかかるだろう。

「宝……、ですか？」

「恋ってきっと、こういう痛みのことを言うんだろう？　会いたくて、会っているのに次のことを考えて……どんどん欲張りになる。そういう、贅沢な苦しさのこと」

「それなら」

　レイの胸に顔を埋めて、メアリはほうっと息をついた。

「私も、恋をしています。けど、この気持ちはきっと今だけのものじゃないと……思います」

　これからもずっとあなたに恋をするのだと、彼女はささやくように言う。

　いじらしさにたまらなくなって、レイは指でメアリの唇に触れた。

「キスしてもいい？」

「えっ」

　メアリはぎゅっと唇を引き結んだかと思えば、あたりを確認するようにちらりと視線を巡らせた。

「……い、いいです、よ」

　レイはおもむろにメアリのストールを引き、二人を隠すように包んだ。

「ん……」

（誰にも譲ってやらない。僕の、宝）

　触れる唇の質感も、吐息の色も、溶けたあめ玉のように潤んだ瞳も。

　一生、レイ以外の男が知ることはないだろう。

「レイ、さま……」

　ただ、この優しい声だけは独り占めすることはできないから──。

「約束をしよう、メアリ」

　唇を離したレイは、メアリの頬に手を添えたまま囁いた。

「来週も、再来週だって、デートをしよう。王都の冬は寒いから、そのあいだはあの家ですごすのはどうかな。ただ、もう少し改修が必要なんだ。もともと老夫婦が住んでいた家だから、子ども部屋になるスペースがないそうで。冬が終わって、春が来るころには信頼できる使用人も雇えているだろうから……そうしたら」

　あの教会から、修道女のメアリだけでも、引き取ってしまおう。

「来年の春には……あの家にあなたを迎えたいな」

　メアリは眉尻を下げてレイを見上げた。

「わ、私、なにも考えられてなくて……ただ一緒に居たいって言うだけで……恥ずかしい……」

「いいんだよ。僕が楽しみでやっているんだから」

「私にもできることはありませんか？」

「それなら──、僕の相手を」

　レイはそう言って、繋いだメアリの手の甲を食むように口づけた。

「れ、レイさま……っ」

「あなたは、休日の外泊は可能なの？」

「えっ!?　外泊っ……？　し、司祭様の許可がおりれば……たぶん」

「なら、近いうちに。今度は二人きりで、ゆっくりしよう。そういうデートも、いいんじゃないかな」

　両手の指を絡めて、レイは微笑んだ。

「約束をしよう、メアリ」

　明日に続くふたりの約束を、いくつも、何度も、これからも。








聖女の守秘義務!?


完璧王太子殿下の隠し性癖のお相手いたします
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